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　古典というと、堅かた苦くるしいのでは……？　と思われがちですが、そんなことはありません！　男だん装そうの少女、人嫌いの公こう爵しやく、引きこもりの伯はく爵しやく令れい嬢じよう……そんな魅み惑わく的てきな設定も、勘かん違ちがいの連れん鎖さによるラブコメ的ドタバタも、すべてシェイクスピアの原作そのまま。ただし、内面描写にはしっかりとラノベ的脚色がほどこされ、ロマンチックな恋愛要素がぐんと高まっています。

『十二夜』の多様な人物の織りなす物語に、きっといまの人たちも夢中になることでしょう。

『十二夜』はドタバタ、ハラハラ、そしてなにより恋のドキドキが詰まった物語です。舞台はそのまま、でも現代人の目線でシェイクスピアの世界を体感できる！　きらびやかで奥深いシェイクスピアの世界への入口としてもぴったりと思います。
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　このもつれた糸は私の手にあまるわ。

　ああ、時よ。おまえの手にまかせるわ、

　これを解ときほぐすのは
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　すすり泣くような潮しお騒さいの音が聞こえる。

　頰ほおに触ふれるざらついた砂の感かん触しよくに、ヴァイオラはゆっくりと目を開いた。やけに体が重たく、首筋に張り付いた髪かみも不快に感じられる。

（ここは──）

　目の前を、カニが横切る。その軽快な動きに、ヴァイオラの意識が少しずつはっきりとしてきた。二度三度瞬まばたきをしてみるも、カニの姿は消えない。

（まさか……海岸？）

　夢とは思えない光景に、軋きしむ体を労いたわりながらゆっくりと起き上がる。

　そして、眼前に広がる様相に、ヴァイオラは愕がく然ぜんとした。

　雲一つない冴さえ渡わたった青空に、穏おだやかに波音を立てるエメラルドグリーンの海。そして、目に眩まぶしいほど輝かがやく白く美しい砂すな浜はま。

　どれもが、ヴァイオラの初めて見るものだった。

　ヴァイオラの知る海といえば、深い群ぐん青じよう色いろの荒あら々あらしい海だ。しかし、目の前の海は違ちがう。そもそも、こんなに強く太陽が照りつける場所をヴァイオラは知らなかった。

　ここは、なんて美しい場所なのだろう。

　熱気を含ふくんだ潮風が、ヴァイオラの柔やわらかい麦むぎ穂ほのように美しい金の髪を撫なでていく。

　やはり夢なのではと疑いながら辺りを見回していたヴァイオラだったが、ふと見覚えのあるものが目について息を吞のんだ。

　浜はま辺べの流木の陰かげに、ヴァイオラの衣い装しよう箱ばこがあったのだ。

　美しい装そう飾しよくの施ほどこされた衣装箱を目にした途と端たん、気を失う前のことが一気に思い出された。

　轟とどろくような波の音に、激しい雷らい鳴めい。そして、船の砕くだける音──

　そうだ。巡じゆん礼れいの旅の途と中ちゆうで、乗っていた船が難破してしまったのだった。

「──っ！」

　では、兄は。血を分けた家族である双ふた子ごの兄は一体どこにいるのだろう。ヴァイオラは慌あわてて立ち上がったが、その砂浜に人ひと影かげは見当たらなかった。白い砂地がまばゆく輝くばかりだ。海へと視線を移しても、そこにはなにもない。嵐あらしが去ってから大分経たつのだろう。濁にごりなく澄すんだ海は美しく、木切れ一つ浮うかんではいなかった。

　兄が、どこにもいない。

　家族の中で最も仲が良く、生まれた時からほとんど、離はなれたことのなかった双子の兄だった。それなのに今、兄がそばにいない。

　たったひとりで放り出されたというこの状じよう況きように、ヴァイオラは今一度愕然とした。

（お兄様は、どこ……？）

　最後に記き憶おくにあるのは、ヴァイオラを小こ舟ぶねに乗せようと躍やつ起きになっていた兄の姿だ。

　ここに漂ひよう着ちやくしなかったということは、どこか別の場所へ流されたか、それとも──

　最悪の考えが脳のう裏りに浮かび、ヴァイオラは慌てて頭かぶりを振ふってその思考を追いやろうとした。けれども、嫌いやな予感は消え去らない。

　あんなにすさまじい嵐の中で、助かったことのほうが奇き跡せきなのだ。荒あれ狂くるう海に放り出されて、どうやって無事でいられるというのだろう。船が沈しずんだのは、陸が見えないような沖おきでのことなのだ。

　呆ぼう然ぜんとしながらも、ヴァイオラは衣装箱のある場所までよろよろ歩いて行った。なにか手がかりがあればいいと思ったのだ。しかし衣装箱の中にあったのは、ヴァイオラのドレスと僅わずかばかりのお金だけ。兄の行方ゆくえを示すものは、どこにもない。

「どうしよう……」

　途と方ほうに暮れて呟つぶやいたその時、砂を踏ふむ足音が聞こえ、背後から声がかかった。

「お嬢じよう様さま、無事だったんですか！」

　はっとして振ふり返かえると、そこには立派な髭ひげを蓄たくわえた、見るからに頑がん丈じようそうな男の姿があった。ヴァイオラの乗っていた船の船長だ。

「船長さん！　無事だったのね」

　ぱっと笑え顔がおを浮かべると、ヴァイオラは船長に駆かけ寄よった。

「ええ。あちらの岬みさきのほうに流れ着きまして」

　遠くを指さして、船長が無骨な顔に嬉うれしそうな笑えみを浮かべる。

「お嬢様が無事で良かった。お怪け我がは、ありませんか？」

「ええ、私は大だい丈じよう夫ぶだけれど……」

　言葉を詰つまらせて、ヴァイオラは慎しん重ちように口を開いた。

「船長さん。お兄様の姿は、見なかった？」

　見ましたという答えを期待して顔を見上げる。しかし、兄のことを口にした途端船長の表情は陰かげってしまった。

「すみません、私も探したんですが……。残念ながら、どこにも」

「そう……」

　やはりあの嵐は、兄を吞み込んでしまったのだ。

　そう思いかけたヴァイオラだったが、何な故ぜか実感が伴ともなわないことに気がついた。

　どこかで、兄が生きているような気がしたのだ。

　双子の勘かんとでも言うべきものだろうか。兄が死んだと納なつ得とくすることが出来ず、ヴァイオラは異様な熱のこもる目で、海を見つめた。

「ねえ、船長さん。私が助かったんだもの。お兄様も生きているわよね、きっと……」

　兄が死んだと嘆なげくよりも、無事かもしれないと希望を持つほうがずっといい。祈いのるように言って顔を上げると、船長がはっと息を吞んだ。きっと、ヴァイオラが健気けなげに泣くのを我が慢まんしているように見えたのだろう。気き遣づかうように何度も頷うなずいて、船長は励はげますように言った。

「ええ、きっとそうですとも！　それに、私はこの目ではっきりと見ましたからね。波間に浮かぶマストに体を縛しばり付つけ、イルカの背に乗ったアライオンのようにゆうゆうと荒あら波なみを乗り切って行かれる兄君の姿を。ですから、きっとご無事ですよ」

「本当!?」

「ええ、本当ですとも」

　マストに体を縛り付けていたとは知らなかった。船長の力強い言葉に、じわじわと希望が押おし寄よせてくる。

（そうよ。きっと、生きているわ）

　船長の言葉が最後の一ひと押おしとなって、ヴァイオラは元気を取とり戻もどした。なにより、立ち直りの早いのが彼かの女じよの取とり柄えなのだ。

「ありがとう、船長さん。そう言ってもらえて嬉しいわ」

　前向きに言いながら、にっこりと微笑ほほえむ。しかし、心に余よ裕ゆうが出てくると、別の問題に目を向けることが出来るもので、ここでようやくヴァイオラは、差さし迫せまった次の問題──自分の置かれた境きよう遇ぐうの大変さに気づくことができた。

（そういえば私、これからどうすればいいのかしら）

　流れ着いたのは、この小さな衣装箱だけ。そこにあったお金はほんの僅かで、すこしばかり飲み食いすればすぐになくなってしまうだろう。

　その上、いつも頼たよりにしていた兄がいないのだ。

　つまり、故郷から程ほど遠とおく離れた異国の地で天てん涯がい孤こ独どくの身になってしまったということだ。

　さすがのヴァイオラも、これは楽観的に見ていい状況ではないと気がついた。仮にも伯はく爵しやく令れい嬢じようではあるから、家に戻もどることさえ出来ればなんとかはなるだろう。

（でも──）

　家を出てきた時のことを考えると、帰るのは躊躇ためらわれた。双子の兄と二人で、半ば飛び出すようにして出てきてしまったのだ。

　それ以前に、帰れるのかという問題があった。この浜辺を見る限り、ここは故郷からひどく隔へだたった場所のように思える。

「ねえ、船長さん。ここがどこだか分かる？」

「ここは海辺の国イリリアですよ」

「イリリア……？」

　聞いたこともない地名だった。少なくとも、自分の故郷であるメッサリーンの周囲に、そのような国があった記憶はない。

「それって、どこなの？　あなたはご存知？」

「ええ、それはもう。私が生まれ育ったのはここから歩いて三時間とかからぬところですので」

　船長の知っている場所と聞いて、ヴァイオラはほっとした。どうやら、右も左も分からないというような最悪の事態は免まぬかれたらしい。

「じゃあ、メッサリーンまで行く方法を知っているのね？」

「そうですねえ。まあ、そうではございますが……」

　歯切れの悪い船長に、悪い予感が芽生える。

「……もしかしてここ、メッサリーンからすごく遠い？」

　恐おそる恐おそる聞いてみると、船長はヴァイオラから視線を逸そらしながら頷いた。

「残念ながら、それはもう、はい。船でも半月ほどはかかるでしょうねえ……」

（船で半月！）

　それはもはや、帰れる見み込こみがないということを意味していた。船を動かすためにはそれなりの金が必要だし、万が一金の当てがあったとしても、女ひとりで船に乗り込むなど未み婚こんの娘むすめには無む謀ぼうとも言えることだった。

　海には海かい賊ぞくや嵐などの脅きよう威いが多い。その上船を扱あつかう海の男には荒あらくれ者ものが多く、このように親切な船長のほうが珍めずらしいのだ。

（とすれば、どうしたらいいのかしら）

　しかしヴァイオラは、帰れないことに落らく胆たんするのと同時に僅かに安あん堵どしていることに気がついた。元よりヴァイオラは、帰らなくてもいいというつもりで家を出てきたのだ。

　父が生きていた頃ころは、ヴァイオラも生家が好きだった。けれど、三年前に父が死んでから、そこは息苦しい場所に変わってしまった。爵しやく位いを継ついだ長ちよう兄けいの過ごしやすいように家が変えられていったからだ。

　二十も年の離れた兄は厳しく、それまで自由奔ほん放ぽうに生きてきたヴァイオラたち双子は、それは厳しく躾しつけられた。

　召めし使つかいらと話すことも禁じられ、淑しゆく女じよとして正しくあらねばならないと他の兄たちとも遠ざけられた。

　母がいれば、少しは変わっていたのかもしれない。しかし母もいなかった。ヴァイオラたち双子の出産で体を壊こわし、程ほどなくして死んでしまったからだ。

　そのせいか、長兄の当たりは特にヴァイオラたち双子に厳しかった。次男や三男ら他の兄らよりも厳しく叱しつ責せきされ、疎うとまれる。そんな毎日は息苦しく、だから末子であって家の責任を持たない双子の二人は、巡礼を言い訳に旅へと出たのだ。

（それなのに、こんなことになるだなんて……）

　危険は承知だったからまだいい。だが、兄を見失ったことがなによりも心細かった。女が一人でこんな場所にいたら、一体どんな目にあうだろう……。

　親族や知人さえいれば頼ることもできただろう。旅の途中で知人の家に寝ね泊とまりするのは当たり前のことで、ここへ来るまでにも様々な人の家に厄やつ介かいになりながら進んできたのだ。しかし、イリリアという土地に聞き覚えがない以上、それも難しい。

　かといって、船長に迷めい惑わくをかけたくはなかった。この嵐で船長は命綱ともいえる船を失ったのだ。穏やかなふうを装よそおってはいるが、彼かれも内心では先行きに不安を覚えているに違いない。

（となると──）

　自ら働いて金を稼かせぐ必要があった。いずれ帰るにせよ、先立つものがなければどうすることも出来ない。

　しかし、働くといってもどこへ行けばいいだろう。

　伯爵令嬢という身分がバレれば、余計な問題に巻まき込まれる可能性がある。出来れば、必要に迫せまられない限り身元を隠かくしたままでいたい。

　持ち前の切きり替かえの速さで、ヴァイオラは懸けん命めいに頭をひねった。嘆いてばかりでは、この事態は好こう転てんしないのだから。

「ねえ、船長さん。ここのイリリアを治めているのはどんな方なの？」

　ヴァイオラが唐とう突とつに質問すると、船長は驚おどろいたように目を丸くした。ヴァイオラがまだ落おち込んでいると思っていたのだろう。

「ええと……公こう爵しやく様ですよ。家いえ柄がらが立派な方で」

「お名前は？」

　立て続けの質問にたじろぎながらも、船長は答えた。

「オーシーノー様とおっしゃいます」

「オーシーノー様？」

　ぼんやりと、浮かんでくる記憶があった。以前、父に地図を見せてもらっていた時のことだ。そういえばその時、父が言っていた気がする。メッサリーンから遠く離れた地に、無敵を誇ほこる艦かん隊たいを持つ独ひとり身みの公爵がいる。その者の名前はオーシーノーだ、と。

「噂うわさをお聞きしたことがあるわ。その時はまだ、お独りだと伺うかがったけど」

「今でもお独りですよ。少なくとも最近までは」

「最近までは……？」

　なにかを含むような物言いに首を傾かしげると、船長はちらりと視線を岬の上へと向けた。

「ええ。一ひと月つき前──ここを発たつ前に、公爵様がオリヴィア様に求きゆう婚こんされたという噂があったんですよ。下々の者共が好むような、噂話ではございますけどね」

（オリヴィア様……？）

　イリリアを治めるほどの人物が求婚しているのは、一体どんな人なのだろう。ここで生きる術すべを探すと決めた以上、得る情報は多いに越したことはなかった。

「オリヴィア様、ってどんな方なの？」

「本当に美しい貞てい淑しゆくな方でしてね。一年ほど前に亡なくなったリッチモンド伯爵のお嬢様です。その後お兄様が後見をされていたのですが、そのお兄様も間もなく亡くなられまして……」

「それなら、オリヴィア様はオーシーノー公爵の求婚を受けたのかしら」

　一人でいることは、侘わびしく寂さびしいことだ。きっと良いい返事をしたのだろうと思ったが、船長は難しい顔で首をひねった。

「どうでしょうなあ。兄上に操みさおを立てて、求婚は全て断っているという話でしたが……」

　その上、今後七年もの間喪もに服し、修しゆう道どう尼にのようにヴェールで顔を隠して太陽にさえその顔を見せないでいるつもりだという。

　なんていじらしい人なのだろう。一人泣き暮らしている少女の姿が目に浮かび、ヴァイオラはまだ見ぬオリヴィアを慕したわしく思った。

「私……その方に、お仕えしてみたいわ」

　兄の不在を嘆く彼女は、自分と一いつ緒しよだ。しかも、自分と同じ伯爵家の令嬢ときた。オリヴィアの境遇が自分のそれと重なるような気がして、ヴァイオラは彼女と話したいと強く願った。

　良家の娘が、他家に仕えて女主人の話し相手となることは、稀まれではない。とても良い思いつきに思えたが、勢いきおい込むヴァイオラに反して、船長の返答は芳かんばしくなかった。

「それは難しいでしょうなあ」

「どうして？」

「そのお嬢様は、兄上を亡くしてからというもの、男であれ女であれ一いつ切さい人を館に寄せ付けなくなったとのことですから。公爵であっても、入れないとのことです」

「公爵様も!?」

　身分のある公爵でさえも寄せ付けないというのであっては、見ず知らずの、ましてや海に全てを攫さらわれ身分を示す術を持たない自分では、残念だが会うことは難しいかもしれない。

　だとしたら、オーシーノーの邸やしきに仕えるのはどうだろうか。

　一いつ瞬しゆんよぎった考えを、しかしヴァイオラはすぐに打ち消した。未婚の身で、独身の男の家に仕えるのは、少し恐おそろしかったのだ。

（でも、それはどこに行っても同じよね……）

　守ってくれる家も、親族もいないこの異国の地で、乙女おとめである自分が生きていくのはひどく不安定で頼りないものだ。自分が男であれば良かった。兄のように勇ゆう敢かんで力強ければ、いくらでも生き抜く方法はあっただろうに。

　しかしどれだけ嘆いても、この身が女であることは変えられない。そして、生きていくためには何がしかの策を練らなければならないのだ。

「……ねえ、オーシーノー公爵の家にお仕えすることは出来るかしら」

　結局他が思いつかずにヴァイオラが言うと、船長はぎょっとしたように目を見張った。

「えっ、オーシーノー公爵の家にですか？」

「やっぱり、駄だ目めかしら……」

　しょんぼりとしたヴァイオラに、船長は慌てて言った。

「いえいえ。駄目とかそういうわけではありません。ただ、それも厳しいでしょうなあ。あの公爵様は極度の人ひと嫌ぎらいでして、特に女性が嫌いだとかで……」

「女嫌い……？」

「ええ。なんでも、あの邸に女性はいないとのことですよ」

　では、求婚しているという話はなんだったのか。一瞬気にかかったが、すぐにヴァイオラはその疑問を忘れた。

　働くために良い方法を、思いついたからだ。

「あっ、じゃあ女であることを隠して小こ姓しようとして公爵様にお仕えするのはどうかしら！」

　口にした途端、それは素す晴ばらしい思いつきであるように感じられた。

　これなら、ヴァイオラの身分も性別も世間に隠しておくことが出来る。メッサリーンの伯爵令嬢が、家出した上に路頭に迷っているなどと知られずに済むのだ。

　家の名めい誉よを守りたいヴァイオラにとって、身分を隠すのは重要なことだった。

（そうよ！　こんな簡単なこと、どうしてもっと早くに思いつかなかったのかしら）

　一時しのぎにしか過ぎない方法ではあったが、これがうまくいけばひとまず暮らしていくことができる。家に帰るか、それともこの地に留とどまるかを考えるのは、それからだ。どちらにせよ、家に帰るためにはお金が必要なのだ。

　それに小姓とは、そもそも裕ゆう福ふくな家の子供が行ぎよう儀ぎ見習いのためになるものだと聞いている。それほど厳しい仕事はないはずで、女のヴァイオラにはうってつけの仕事だと思えた。しかし、船長のほうはそうは思わなかったらしい。

「お嬢様がお小姓に!?」

　船長のうろたえぶりは、相当のものだった。その反応に、よほど変なことを言ってしまったのだろうかと一瞬不安になる。それでも、ヴァイオラの決意は揺ゆるがなかった。

「ええ。出来ないということはないと思うの。だって私、お兄様とそっくりだし」

「そりゃまあ、確かにお二人の見た目はそっくりでございましたが……」

「それに私、歌も歌えるし楽器も弾ひけるもの。だからきっと、大丈夫。変装すればうまくいくと思うわ。ね、お願い。公爵様に推すい薦せんして！」

　この地に居住を置く船長の推薦さえあれば、公爵家に召めし抱かかえられるのも不可能ではないはずだ。

　思いつきに夢中になり、ヴァイオラは熱心に言った。

「お願い、船長さん！　このお骨折りは決して無む駄だにしないから！」

　船長は、しばらく迷っていたようだったが、結局根負けしたようだった。ヴァイオラが、一度言い出したら聞かないことを、短い船旅の中でしっかりと理解していたのだ。

「……そこまで言いなさるなら、できる限りのお手伝いはいたしましょう」

「ありがとう、船長さん！」
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　──それから、数日後。

　ひとまず船長の家に滞たい在ざいしていたヴァイオラは、小さな鏡の中を懸命に覗のぞき込んでいた。

　しかし、それはけして自分の姿に見み惚ほれていたからではない。

　自分がしっかり少年に見えるか点検していたのである。

　これからヴァイオラは、オーシーノーの邸に行くことになっている。幸いなことに、船長の親しん戚せきの中には公爵家に伝つ手てのある人がおり、その人に紹しよう介かいしてもらえることとなったのだ。

　そのためヴァイオラは用意してもらった服に身を包み、自分の男装姿を確認していたのである。

　銀糸の縫ぬい取とりがされた白い上着に、漆しつ黒こくのタイツ。そしてささやかなクラヴァット。兄が着ていたものと寸分違たがわぬ洋服に身を包んだヴァイオラは、どこからどう見ても少年に見える。というか、兄そっくりだ。

（私とお兄様って、本当に似てるのね……）

　兄と似ている自覚はあったが、こうして男物の衣い装しように身を包み、髪を後ろでひとくくりにするだけで、こうまでそっくりになるものかと感心する。

（胸を潰つぶさなきゃいけないのは、ちょっと苦しいけど……）

　むしろ、兄との差は体格の差しかないように思える。この姿のまま故郷へ戻れば、親しい人以外は気づかないかもしれない。

　とはいえ、鏡の中で見返す少年は兄と比べると少々お転てん婆ばそうだ。しかし、強気にきらめく瞳ひとみは少女よりも少年の姿で持つほうが相応ふさわしく見える。少し不安ではあるが、多分これなら、女だと疑われることはないだろう。

（どうか、うまくいきますように！）

　ヴァイオラは、自分を奮い立たせるようにぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ、勇ましい足取りで部屋を後にした。

　ここを出た時、自分はもうヴァイオラではない。少年のシザーリオと名乗るのだと言い聞かせて──




　しかしいざ岬の上に立つオーシーノー公爵の館までやってくると、ヴァイオラは自分を取とり繕つくろうことも忘れて目の前にそびえ立つ邸を呆然と見上げた。

　大きい。とにかく大きい邸だった。

　ヴァイオラが育った家もそれなりの邸だったはずだが、オーシーノー公爵の館はそれを大おお幅はばに上回る大きさだった。もはやここまで来ると、城と呼んだほうがいいかもしれない。

（さすが、公爵様だわ……）

　イリリアという国名を聞いたことがなかったせいで、無意識のうちに侮あなどっていたのかもしれない。自分の認にん識しきが甘あまかったことを自覚しながら通されたポーチを見上げていると、すぐそばから咳せき払ばらいが聞こえてきた。

「では、私はここで失礼いたします。シザーリオ殿どの、しっかりお勤めなさってくださいね」

　はっと我に返ると、ここまで案内してくれた船長の親戚が去って行くところだった。つかの間取り残される不安が胸を掠かすめる。しかしそれを懸命に面おもてに出さないよう微笑んで、ヴァイオラは頭を下げた。

「はい。ありがとうございました」

　顔を上げると、船長の親戚と入いれ替かわりに一人の男性が姿を現すのが見えた。

「では、シザーリオ殿。こちらへ」

　公爵家に仕えるに相応しく、上品で優ゆう雅がな男性だった。ほんの僅かな気き後おくれを感じながらも、ヴァイオラは男の後について歩いて行く。

　初めのうちは緊きん張ちようで周囲を見ていられなかったヴァイオラだが、慣れてくるにつれ、廊ろう下かにも素晴らしい装飾が施されていることに気がついて驚いた。天てん井じようの装飾も、扉とびらの飾かざりも、見事なものだ。廊下の窓には惜おしげもなくガラスが使われており、この邸の主あるじの裕福さが伝わってくるような気がする。

（でも──）

　荘そう厳ごんな見た目に反して、その邸はやけに寂れて見えた。人ひと気けはなく、聞こえてくるのは自分と前を歩く男の足音ばかり。オーシーノーの館はまるで住む人を失ったかのように、ひっそりとして感じられた。

　やがて、いくつかの角を曲がった後に、前を歩く男は足を止めた。彼がひときわ大きな扉を叩たたく。つまりはここが、オーシーノーのいる部屋なのだ。

「オーシーノー様。シザーリオ様をお連れいたしました」

「──入れ」

　中から聞こえてきた低い声に、ヴァイオラはいよいよだと気を引き締めた。

　船長と練ったシザーリオの設定はこうだった。船長の遠い親戚で、そこそこの身分の家の息子むすこ。そして、オーシーノー公爵に憧あこがれる少年だ。

　住んでいた場所も、噓うそだとバレないぐらいに遠く、かといって不自然ではないほど近い場所だと伝えてある。はたして、その情報は信じてもらえるだろうか。

　分からない。それでももう、引き返すことは出来ないのだ。

　小さく深呼吸をして、開いた扉へと足を踏ふみ入れる。そして、部屋に入ったヴァイオラはまたしても驚いた。その部屋には、ろくな装飾がなかったのだ。廊下が豪ごう奢しやだっただけに、質素とさえ言えるかもしれない。

　部屋にあるのは、飾りもなにもついていない簡素な机だけ。他に調度品はなにもなく、主の部屋と言われなければ、気づかないほど殺風景だった。

「お前が、シザーリオか」

　耳に入った低い声に、部屋を見回していたヴァイオラは慌てて居住まいを正して深々とお辞じ儀ぎをした。

「はい。お目通りをお許し頂き、ありがとうございます」

　澄んだ声で答えて、ゆっくりと顔を上げる。その瞬しゆん間かん、ヴァイオラは固まった。

　目の前にいたのが、あまりにも端たん整せいな顔立ちの青年だったからだ。

（この人が、オーシーノー公爵？）
















　夜の帳とばりを思わせる美しい黒の髪に、黄昏たそがれ時どきの空を思わせる物もの憂うげな金の瞳。その鼻筋はすらりと通っており、薄うすい唇くちびると併あわせて見ると、まるで作り物めいて美しい。

　年は、二十を超こえた頃だろうか。公爵という名から壮そう年ねんの男性を想像していたヴァイオラは、思いがけず若々しく美しい青年の姿に呆然と立たち尽つくした。

（こんな綺き麗れいな男の人、初めて見た……）

　自分の兄も十分に美しかったが、彼が持っているのは中性的な優雅さだ。オーシーノーのような、雄お々おしさを感じさせる端整さではない。

　しかし、その秀しゆう麗れいな面おも差ざしはどこか素っ気なく、瞳には夜に降る雪を思わせる冷たさが宿っていた。けして溶とけない氷のように怜れい悧りで、安らぐことなど知らないように見える。

　その目が、射るようにヴァイオラのことを見た。まるで、鷹たかに睨にらまれたように、ぞくりと寒気に似たなにかが背筋を這はい上がる。

「……なかなか、立ち居振ふる舞まいは悪くないな。声もいい」

「恐れいります」

　畏い怖ふに似た感情を覚えながら頭を下げたヴァイオラだったが、次に投げかけられた言葉に一瞬呆あつ気けにとられた。

「だが、俺おれは別に小姓を必要としていない。──お前、なにが出来る？」

（小姓を、必要としていない？）

　予想もしていなかった返答だった。自分は小姓になりたいと願い、もちろんそのことはすでに伝わっているものと思っていたのだ。

　しかし、彼が小姓を必要としていないのでは、自分の要求が通らないのも当然だろう。そう思い直すと、ヴァイオラは落ち着きを取り戻して言った。

「得意なのは歌と楽器ですが、なんでも申し付けられればいたします」

「なんでも？　厩うまやの番でもか」

「オーシーノー様！」

　ここまでヴァイオラを連れて来てくれた男性が、慌てた声を出す。シザーリオが、卑いやしからぬ身分の人間だと彼も聞いているのだろう。

　しかし伯爵令嬢にしては珍しく、ヴァイオラはそれが嫌だとは思わなかった。子供の頃はお転婆で、よく厩に行って馬ば丁ていと遊んだりしていたからだ。

　元より、ここ以外に行くべき場所はない。断られたらそれこそ、路頭に迷ってしまう。万が一仕事を得られたとしても、公爵家の厩番のほうがましという状況かもしれない。

「……オーシーノー様がやれと言うのであれば、やります」

　緑がかった青い瞳で真まっ直すぐにオーシーノーの顔を見ると、初めて彼の口元に笑みが浮かんだ。

「そうか」

　どうやらオーシーノーの気に入る返答だったらしい。ヴァイオラは、彼の顔に浮かんだその笑みに、つかの間見惚れてしまった。今までずっと不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんに皺しわを刻んでいただけに、笑うとまるで人知れぬ山やま奥おくの地で咲さいた花を見たような気持ちになる。

「その目、気に入った。だが、やはり小姓は必要ない。……お前、文字の読み書きは出来るな？」

「はい、出来ますが……」

「なら、とりあえずお前には俺の仕事を手伝ってもらう」

（え？）

　すっかり厩番をする気でいたヴァイオラは、なんと言われたか分からず一瞬ほうけてしまった。

「厩番は？」

「お前がしたいというならそれでも構わんが」

「い、いえ。お仕事を手伝わせて頂きます」

　慌てて返事をすると、ふっと笑う気配がした。

「ただし、お前の働きぶり次し第だいで実際に厩番をやってもらうことになるかもしれないからな。油断はするな」

　鋭するどい眼光で、オーシーノーがヴァイオラのことを見み据すえる。ヴァイオラは、その眼まな差ざしに気け圧おされながらも、必死に頷いたのだった。
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「疲つかれた～！」

　今日の分の仕事が終わり、自分にあてがわれた部屋へと入ると、ヴァイオラは真新しい敷しき布ふのかかった寝しん台だいへぱたりと倒たおれこんだ。鼻をくすぐる嗅かぎ慣れない匂においに、ここが新しい自分の住居なのだと実感する。

　今日一日は、邸の間取りや決まりごとを学ぶだけで終わってしまった。邸が広過ぎ、覚えるために歩くだけで、ずいぶんと時間を取られたのだ。

　これほどの規模の邸であれば、普ふ通つうは五十人以上の召使いがいていいはずである。しかし、現実には二十人ほどしかいないらしく、だからこそ余計にヴァイオラのすべき仕事は多くなりそうだった。

（公爵様が人嫌いってのは、本当のことだったのね……）

　他の召使いらに聞いたところ、オーシーノーは着き替がえも一人でこなしてしまうらしい。他人が私室に入るのを、オーシーノーが最も嫌うからだ。寝しん室しつにも、けして立ち入らないようにと言われている。

　更さらには、食事の時の給きゆう仕じすらいらないということだった。小姓の仕事といえば主人の身み支じ度たくを整えたり給仕をすることが主おもだから、確かに彼が小姓を必要としていないことが窺うかがえた。

　しかしそれでも、今のヴァイオラは名目上オーシーノーの小姓ということになる。仕事内容は違うものの、それ以外にヴァイオラを表す言葉が見つからなかったらしく、オーシーノーは他の召使いらにヴァイオラのことを新しく入った小姓だと紹介したのだ。そのため与あたえられた部屋は、オーシーノーの寝室の隣となりにある小姓用の個室だった。召使い用の大部屋に入るのかと思っていたヴァイオラにとって、それだけは良かった点だ。

　しかも部屋は十分な広さがあるし、この寝台だって小姓にはもったいないぐらい立派なものだ。

　自分の正体さえバレなければ、ここの暮らしはそれなりに快適になるだろう。

（オーシーノー様は、ちょっと怖こわいけど）

　でも彼は、理り不ふ尽じんに怒ど鳴なり散ちらすようなことはない。ただちょっと、不機嫌に見えるだけだ。

（オーシーノー様とも、仲良くなれたらいいな）

　持ち前の前向きさで、ヴァイオラはそう考えた。

　船に乗った当時は、船長ともあそこまで親しくはなかったのだ。それでも、長い航海の間に、信しん頼らい関係を築くことが出来た。ならば、オーシーノーとだって時間をかければ親しくなれるに違いない。

　せっかく仕えるのだ。その人の嫌なところばかり見ていないで、良いところを探していきたい。なんにせよ、まずは立派な仕事ぶりを見せて、彼に信用してもらうところからだ。信用されなければ、心を開いてもらえないのだから。

　密ひそかに胸の中で誓ちかうと、ヴァイオラは目を瞑つむった。




　しかし翌日、ヴァイオラは自分の考えが甘いことを知った。会話を楽しむ余裕もないほど多くの仕事を、オーシーノーが容よう赦しやなくヴァイオラに与えたからである。

　届いた手紙の返事を書くことから、剣けんの手入れまで。中には、領地を管理するような書類まで混ざっていることもあり、ヴァイオラは首をひねった。それらは本来、執しつ事じのすべき仕事だからだ。普通であれば、小姓もどきの人間がやるような仕事ではない。

（もしかして、間ま違ちがって混ざっちゃったのかしら）

　もしそうだとしたら、自分がこの書類の処理をしてしまってはまずいことになる。悩なやんだ末にヴァイオラは、オーシーノーの執しつ務む室しつの扉を叩いた。

　部屋の中のオーシーノーは、相変わらず気難しい表情で仕事をこなしていた。眉間に刻まれた皺しわは深く、これ以外の表情を知らないかのようにさえ見える。

「なんだ」

　顔を上げないまま言ったオーシーノーに、ヴァイオラは恐る恐る近づいて手元の書類を差し出した。

「オーシーノー様。頂いた書類の中にこちらがあったのですが」

　動かす手を止めないまま、オーシーノーがちらりと紙面に目を向ける。そして、これ以上深くはならないと思えた眉間の皺を、更に深めた。

「この仕事は、自分のものではないとでも言いたいのか？」

　ぐっと低くなった声に、ヴァイオラは慌てた。

「い、いえ。そういうつもりじゃないです。ただ、領地の管理は私の領分を越えてるのではと思ったんです。もちろん、やれと言われたらやりますが……。執事の方のお仕事が紛まぎれ込んでいるのではと思って、お訊ききしたんです」

　誤解のないよう丁てい寧ねいにヴァイオラが言うと、オーシーノーはようやく手を止めて顔を上げた。けれども、その顔にはやはり気難しそうな表情が浮かんでいる。金色の瞳が、鋭くヴァイオラを射い抜ぬいた。

「そうか。だが、それはお前の仕事だ。執事はいないからな」

「えっ、いない？」

「辞やめた」

　オーシーノーの口ぶりは、あっさりとしたものだった。あまりにも当たり前のことのように告げられたせいで、ヴァイオラはまさかと言う機を逃のがしてしまう。

（でも、執事がいないで済むようなお邸じゃないと思うんだけど……）

　公爵ともなると、領地の管理だけで手て一いつ杯ぱいになるはずだ。自分が手伝うとしても、執事がいなければ到とう底てい間に合う仕事量だとは思えない。

　一体誰だれがこなすのだろう──。不思議に思ったヴァイオラだったが、オーシーノーの手元に視線を移して、すぐに理解した。オーシーノーの手元にある書類がそれだと気がついたのだ。

（そっか……）

　人手不足の上に執事がいないともなると、休む時間や社交の時間などを削けずってでも本人がするしかなくなるのだろう。となると、自分の仕事の量も仕方がないと思えるのだった。

「不満か？」

　ぼんやりとしているヴァイオラを見て、オーシーノーが酷こく薄はくな笑みを唇に浮かべる。しかし考え事をしていたヴァイオラはその表情に気づかずに返事をした。

「あっ、いえ。頑がん張ばります。お時間を取らせてしまってすみませんでした」

　ぺこりと頭を下げて、踵きびすを返かえす。しかし扉を開く前にふと思いついて、ヴァイオラは振り返った。

「あの、オーシーノー様。ぼく、計算も出来ますから、他にも出来そうな仕事があったら回してください」

　この時代の女性にしては珍しいことだったが、ヴァイオラは語学も計算も堪たん能のうだった。双子の兄に遅おくれを取るのが嫌で、彼と並んで教育を受けていたのだ。兄は出来が良く、そんな彼に張り合ってヴァイオラも勉強していたから、同じ年とし頃ごろの男性よりもずっと計算に長たけている自信はあった。

　ヴァイオラのこの返しは予想していなかったのだろう。オーシーノーは一瞬呆気にとられたように目を見開き、それから唇を結んで頷いた。

「考えておく」




　オーシーノー公爵の邸での一日はこうして、小姓に与えられるはずもない仕事の山をひたすらにこなすことで過ぎていった。

　窓の外がすっかり暗くなり、そこでヴァイオラはようやく手を止める。そろそろ夕食の時間であることに気がついたのだ。

　夕食に遅れたら、食べそびれてしまう。慌てて食堂へと向かうと、幸いにしてちょうどよい時間だったようだ。

　長いテーブルの端はしの席に、すっかりくたびれた気持ちで腰こしを下ろす。それから下働きの少年に給仕してもらったスープとパンにありつくと、ようやくひとごこちつくような気がした。今日一日中、与えられた仕事の多さに目を回してばかりいたのだ。改めて、この邸の人手不足を実感する。

（でも、まさか執事までいないなんて……）

　だからオーシーノーはいつも苛いら立だって見えるのだろうかと思いながらパンを千ち切ぎっていると、目の前に影が落ちた。

「どう？　オーシーノー様のお相手は。そろそろ嫌いや気けが差してきたんじゃない？」

　からかうような声に顔を上げると、そこにはいつの間にか二人組の青年がいた。ヴァイオラと同じくこの邸に勤めているキューリオとヴァレンタインだ。

　二人は、この荘厳な邸に似つかわしくないほど快活で調子がよく、ひょうひょうとしていた。むしろ、これぐらい明朗でないと、この邸に沈む重々しい空気の中ではやっていけないのかもしれない。

　ヴァイオラとさほど年が違わないように見える背の高い二人組は、並んでいると不思議と似て見えた。仲が良いのだろう。悪いた戯ずらっぽく瞳を輝かせながら前に座すわった二人に、ヴァイオラは首を傾げた。

「嫌気が差した、ってどういう意味ですか？」

「公爵様の小姓ともなると、いいところの坊ぼっちゃんが多いからさ。根こん性じようなしばっかで、大たい抵ていすぐやめちゃうんだよ」

「今までも、小姓として来た人がいたんですか？」

　驚いて聞くと、二人は顔を見合わせてにやっと笑った。

「まあね。大抵は一日目で帰っちゃってたけど。公爵様、人使い荒あらいから」

「俺は三日もつって君に賭かけたんだけど、どう？　続けられそう？」

（賭けた、って）

　悪気なく言うキューリオに、ヴァイオラは思わず呆あきれた。こんなことを賭かけ事ごとの対象にする人間がいるとは思わなかったのだ。

「期待に添そえなくて残念ですけど、ぼくはまだまだ続けるつもりです」

　むっとして答えると、二人は揃そろって肩かたをすくめた。

「どうかなあ」

「そんなに辞める人が多いんですか？」

　気のない様子で食事を続けながら聞くと、二人は揃って頷いた。

「多いってもんじゃないよ。俺らが来たのは三年前だけど、その間に何人も入れ替わってるもん」

「そういえば、執事の方も辞めたとお聞きしました」

　ヴァイオラが言うと、ヴァレンタインは苦く笑しようして頷いた。

「ああ、あいつはプライドが高い人だったからな。オーシーノー様にこき使われるのが嫌だったんだろう」

「オーシーノー様の人嫌いさえ直れば、もっと人が増えると思うんだけどねえ」

　二人が話すところによると、どうやら人手不足のそもそもの原因は、オーシーノーが人を増やしたがらないところにあるということだった。しかも、オーシーノーと折りが合わずに辞める以前に、そもそも人がこの邸に来たがらないのだという。

「どうして、公爵様は人嫌いなんでしょう」

　ぽつりと呟いたヴァイオラに、キューリオとヴァレンタインが声を揃えて言った。

「そりゃ、育った環かん境きようってやつだろうな」

「育った環境？」

　顔を上げると、キューリオが微び妙みような顔をした。

「いや、俺もそんなに詳くわしいわけじゃないんだけどさ。先代の時からいる園えん丁ていに聞いたところによると、オーシーノー様の父親がまた、すげー人嫌いだったんだって。なんでも、奥おく方がたに逃にげられたせいで人間不信になったとか」

　オーシーノーの父の奥方。つまりは、オーシーノーの母親ということだ。

「逃げられた、ってどういうことですか？」

　ヴァイオラが目を瞬しばたたかせると、キューリオは声を潜ひそめて言った。

「駆かけ落おちだって話だ。そん時に奥方がお気に入りの侍じ女じよとかをごっそり連れて出て行った挙句、奥方に逃げられた公爵に呆れたとかで辞める人も続出したらしくてな。そのせいで邸の人間は減って、先代はすっかり人間不信になったらしいよ」

　キューリオの説明に、ヴァレンタインも頷く。

「で、その先代の気質をそっくり受うけ継ついだのが、オーシーノー様ってわけだ」

「息子だからって、そんなとこまで似なくてもいいのに」

　な、と顔を見合わせる二人の前で、ヴァイオラは一人考え事に沈んでいった。

　オーシーノーの愛あい想そのない理由が、なんとなく分かった気がしたのだ。

　母親に逃げられ、人の減った邸で人間不信になった父親を見て、オーシーノーはどんな気持ちだったのだろう。

　オーシーノーが人を遠ざけるようになった理由の真相は、まだ分からない。それでもオーシーノーが人嫌いになった理由の一いつ端たんが見えたような気がして、ヴァイオラは落ち着かない気持ちになりながらぼんやりと食事を続けたのだった。




　数日が過ぎ、ヴァイオラはだんだん仕事に慣れ始めた。与えられる仕事は相変わらず小姓がするとは思えないような難しいものが多かったが、それでも要領の良いヴァイオラはこなしているうちにコツを摑つかんでいったのだ。

「オーシーノー様！　終わりました！」

　その日、ヴァイオラは与えられた仕事をいつもよりもずっと早く終えて、オーシーノーの執務室へと舞まい戻もどった。出来上がった書類を見て、オーシーノーが僅かに目を見開く。

「早いな」

　その声は満足げに響ひびき、ヴァイオラは嬉しくなって微笑んだ。

　いつだってオーシーノーは不機嫌だが、仕事の成果はきちんと褒ほめてくれるのだ。

「他には、ありますか？　お茶でもお淹いれしましょうか」

　働き詰づめのオーシーノーを心配して言ったヴァイオラだったが、残念ながら彼は首を縦に振らなかった。

「いや、茶はいい。それよりこれを頼たのむ」

　オーシーノーが机の上からいくつかの書類を取ってヴァイオラに渡わたす。

　次の仕事を受け取ったヴァイオラは、紛れ込んでいるものを見てぎょっとした。そこには、布にくるまれた肖しよう像ぞう画がらしきものが混ざっていたからだ。これは、布をめくらなくても分かる。多分、縁えん談だん用ようのものだ。

「えっと、あの。オーシーノー様。これってもしかして、縁談用の肖像画じゃないですか？」

　恐る恐る聞くと、当然と言わんばかりにオーシーノーは頷いた。

「そうだな」

「ええと、こちらはいかがいたしましょう」

「捨てておけ」

　オーシーノーの返答はにべもなかった。

「えっ？　でもこれ、肖像画ですよ……？」

　聞き間違いかと思ってヴァイオラが恐る恐る言うと、オーシーノーは相変わらず手元の仕事をてきぱきとこなしながら頷いた。

「こちらから頼んでいるならともかく、勝手に送られてきたものだ。捨てていい」

「確かに、そうかもしれませんが。あの、きちんとご覧になられましたか？」

「いや、見てないな」

「そんな！　もしかしたら、好みの方がいるかもしれないのに……」

　見ずに捨てるだなんて信じられずヴァイオラが言いい募つのると、オーシーノーは苛立たしげな溜息を深々と吐はいた。

「女なんて面めん倒どうなだけだ。……必要ない」

　なるほど、確かにオーシーノーは女嫌いらしい。

（あれ……？）

　そうすると、ヴァイオラが聞いた話と、食くい違ちがうところがある。

「でもオーシーノー様ってオリヴィア様に求婚なさっているんですよね？」

　女嫌いなら、求婚するはずがない。ヴァイオラが首を傾げると、オーシーノーは素す早ばやく顔を上げ、鋭い視線でヴァイオラのことを睨みつけた。

「どこでその話を聞いた」

「いや、どこでもなにも、こう、街で……」

　立派に噂になっていることを伝えると、いつも以上にオーシーノーの眉間の皺が深くなった。はっきりと彼が怒おこっていることが伝わってきて、冷ひや汗あせが背中を伝う。

「ご、ごめんなさい……」

　慌てて謝あやまると、オーシーノーは深々と溜息をついた。

「だから俺は、嫌だったんだ」

「え、じゃあどうして」

　小さな声で疑問を口にすると、オーシーノーは苛立ちを手元の仕事にぶつけるように、再び下を向いてしまった。

「親戚がうるさかったから求婚しただけだ。伯爵令嬢なら、家柄としても申し分ないからな。それだというのにあの女め、断りやがって」

　その声は、聞いている人を震ふるえ上がらせるほど低く冷ややかなものだった。さすがのヴァイオラもぞっとして、つい言葉を失ってしまう。

　必要だと言われたから。

　公爵ほどの身分の人間がいつまでも独り身でいるわけにはいかないから。

　だから、身分として最も釣つり合うであろう相手に求婚したと言うのか。──ただ、それだけだというのか。

「じゃあオーシーノー様は、オリヴィア様を愛しているわけではなく、必要に迫られたから求婚をなさったんですか？」

「それ以外に、どんな理由が必要だ」

　ごく当たり前のように言われ、ヴァイオラは悲しくなった。そう考えることしか出来ない主人のことが、急に寂しく思えたのだ。

「いいから、お前は断りの手紙を書いて、そいつを捨てておけ」

「でも──」

　納得出来なくて口を開いたヴァイオラを、オーシーノーは怒いかりを滲にじませた金の瞳で睨みつけた。

「仕事を増やされたいのか」

　淡たん々たんとした声だったが、拒きよ絶ぜつされていることははっきり分かった。獰どう猛もうな獣けものを思わせる金の瞳に、ぞくりと肌はだが粟あわ立だつ。

「……ごめんなさい」

　謝って、今日の分の仕事を抱かかえ、すごすごと執務室を退散する。

　その時ヴァイオラの心の中にあったのは悲しみだったが、オーシーノーに拒絶されたのが悲しいのではない。

　自分を拒絶した彼が、どこか手負いの獣に似て、怯おびえているように見えたのが、何故だか悲しかったのだ。




　結局その日も、オーシーノーとろくに会話をしないままに終わった。

　夕食の後自室に戻ったヴァイオラは、深く溜息をついて寝台に腰を掛ける。

　オーシーノーと仲良くなりたいというヴァイオラの目もく論ろ見みは、このままでは果たせないかもしれない。しかし、ヴァイオラは落ち込んではいなかった。自分だけに無愛想ならともかく、オーシーノーは誰に対しても素っ気なく振る舞っているからだ。

　それに、出会って数日だが仕事をしていて分かったことがある。それは、無愛想ながらも、オーシーノーが家臣らを大切に思っているということだ。

　与えられる仕事の量は確かに多いが、それでも不当な量ではない。それに、食事の時間も忘れてヴァイオラが仕事に没ぼつ頭とうしていると、必ず声をかけてきてそれとなく気づかせてくれるのだ。

　ヴァイオラだけではない。この邸の全員が、必ずきちんと休みを取れるように、オーシーノーはひっそりと気を配っている。彼が食事の給仕を必要としていないのも、己おのれに時間を割さかせたくないという気持ちの表れだと思えた。

　だからこそ、ヴァイオラはオーシーノーのことが心配になった。

　誰に対しても冷ややかでろくに会話をしないオーシーノーは、一体どんな時に他た愛あいもない話をしているのだろう。まさか、いつでもあの仏ぶつ頂ちよう面づらを顔に張り付かせているのだろうか。

　公爵でもあるオーシーノーが無愛想なのが良いこととは思えなかった。領民と円満に話をするのも、仕事のうちだからだ。

（でも、お仕事に対しては真面目だし……）

　ならば、領民との親交を深める時ばかりは愛想が良いのだろうか。

　想像してみたが、やっぱりそうとは思えなかった。それに、そうした会話はオーシーノーが寛くつろげるものではない。会話とは、気がおけない家族や親しい友人としてこそ楽しめるもののはずだ。

　普通であれば、晩ばん餐さん会かいへ出かければそこで友人らと話をすることもあるだろう。しかし、ここ数日で分かったが、オーシーノーはそうした晩餐会にもまったく参加していないようだった。届いた招待状を、片かた端はしからヴァイオラに断らせているのだ。

　友人や親戚からも手紙が届く様子はない。

（もしかして……）

　そもそも、他愛のない会話というものを、オーシーノーはしたことがないのではないだろうか。

　思えば、オーシーノーはどんな時も一人だった。食事や仕事の間も一人で、両親も兄弟も、訪おとずれるような友人も、親しい臣下もいない。

　自分には双子の兄というかけがえのない家族がいたけれど、多分オーシーノーには誰もいないのだ。

　不機嫌さの裏に底知れない孤こ独どくが見えた気がして、不意に心臓が鷲わし摑づかみにされたように痛くなった。同時に、寂せき寞ばく感かんが心に忍しのび寄よる。

　仕事のこと以外話さない日々というのは、どれだけ淡たん白ぱくでつまらないものだろう。

　初めてヴァイオラははっきりと、オーシーノーのことを可か哀わい想そうだと思った。

　同時に、オーシーノーの心に寄より添そいたいと願う。彼がたった独りでいると気づいた以上、知らないフリをしてはいられなかったのだ。

　──もし、もしも彼が笑ってくれたら。

（ううん。笑わなくてもいいわ。せめて、話をしてくれたら……）

　きっと、すごく嬉しいだろう。

　想像して、改めて彼の顔から仏頂面をなくしたいと願う。

　けれども、自分ではやはり、その糸口を見つけられないような気がするのだった。ここに来てからの数日間で出来た会話ときたら、仕事以外では両の指にも満たないほどなのだ。先行きは果てしなく遠く思える。

　ところが邸で働くようになってしばらく経った頃、思いがけずオーシーノーと会話をする機会というのが訪れたのだった。




　その日は、朝から冴さえない天気の日だった。どんよりと曇くもった空のせいで、邸の中がいつもよりもずっと薄うす暗ぐらく見える。

　相変わらずオーシーノーの執務室の隣で仕事をこなしていたヴァイオラだったが、その日はぐずつく空を気にしていたせいか、普ふ段だんならしないようなミスばかりしてしまっていた。

　オーシーノーに間違いを指し摘てきされてしょんぼりと謝罪する。天候に気を取られていた自覚はあったが、それでもこうまで失敗を繰り返すとは自分でも信じられなかった。

（どうして、こんなに雨が気になるのかしら）

　この時点ではまだ、ヴァイオラはその理由に気づかなかった。ただ、窓の外が暗いのはなんとなく陰いん鬱うつな気持ちになるものだと思っていただけだ。

　珍しく注意力散さん漫まんなヴァイオラに怪け訝げんそうな顔をするオーシーノーから逃れるように、夕食へと向かう。そして食べ終えて自室に戻ってきたヴァイオラは、窓の外の様相に気がついてはっとした。雨が降り始めていたのだ。

　がたがたと、窓が強い風に揺れる。外を見れば、日にち没ぼつ直前の空が濃こい灰色に染まっているのが見えた。嵐が、来ているのだ。

　空を流れる雲の速さに、心臓が嫌な音を立てる。

　普段平静さを欠くことのないヴァイオラだったが、激しい雨の降りしきる空を見た途端手が震ふるえ出すのが分かった。同時に、嫌な記憶が脳裏をよぎる。

　あの時も、こんな空だった。

　昨日まで機き嫌げんの良かった空が一気にぐずつき、灰色になり、そしてついに雨が降り出したのだ。船の上で遭そう遇ぐうした嵐の記憶が鮮せん明めいに甦よみがえり、息が浅くなってくる。

　今日の不調はこれのせいだったのか。ようやく理解したものの、どうすることも出来ない。

　嵐は、嫌いだ。

　慌ててカーテンを閉めようと窓に走り寄ったヴァイオラは、邸の真下の光景に息が止まりそうになった。オーシーノーの邸は、切り立った崖がけの上に立っている。そして、ヴァイオラの部屋はその崖に張り出した塔とうの二階にあるオーシーノーの部屋の隣。──最も崖に近い場所だったのだ。

　荒れ狂う波が、崖に音を立ててぶつかり、崩くずれているのが目に入る。

（いや……）

　カーテンを閉めるのも忘れ、ヴァイオラはよろよろと後ずさった。あの波だ。あの波が、船を、そして兄を奪うばったのだ。

　その時、窓の外からゴロゴロと不ふ穏おんな音が聞こえてきて、ヴァイオラははっとした。

　もう一歩後ずさった瞬間、強い光が瞬またたいた。直後、雷かみなりの落ちる轟ごう音おんが鳴なり響ひびく。

　悲鳴を、堪こらえることは出来なかった。自分が男装しているということすら忘れ、声を上げながら部屋から飛び出し、冷たい廊下の壁かべに必死にすがりつく。それでも、雷の音からは逃れられない。間かん髪はつ容いれず響いた雷鳴に、動どう悸きが激しくなる。

　どこか、どこかへ逃げなければ。

　なにも遮さえぎるもののない海の上で遭遇したあの時とは違う。そう自分に言い聞かせても、恐きよう怖ふは消えなかった。

　轟くような波の音。叩きつけるような雨。そして、頭上を走る残ざん酷こくな雷。

　あの時と、一緒だ。全てを失ったあの時と──

「シザーリオ？」

　その時、急に声をかけられ、今にも泣きそうだったヴァイオラははっと顔を上げた。

「オーシーノー、様……」

　そこには、公爵の姿があった。相変わらず不機嫌さを隠そうとしない表情でヴァイオラを見下ろしている。

「そんなところで、なにをしている」

「嵐が、怖くて……」

　喘あえぎ喘ぎ言って、ヴァイオラは目を瞑った。

「駄目、なんです。嵐は、お兄様を連れて行ってしまったから……」

　今でもはっきりと思い出すことができる。激しい波に軋きしむ船。突とつ風ぷうに為なす術もなく折れたマスト。そして、兄の声を搔かき消けした雷の音──

　また近くに雷が落ち、ヴァイオラは短い悲鳴を上げた。雨風の音が、まるで邸を揺るがそうとしているかのように聞こえる。

　このような嵐は、当分止やまないだろう。下手したら一晩中続くかもしれない。逃げようのない恐怖に駆られたヴァイオラは、オーシーノーの上着の裾すそをぎゅっと握りしめた。なにかにすがっていなければ、恐怖心に自分を失いそうだったのだ。

「オーシーノー様。ごめんなさい、そばにいていいですか？」

　ヴァイオラの懇こん願がんに、オーシーノーはぽかんとして目を瞬かせた。言われたことが分からないというように、口を開け閉めする。

「……俺なんかのそばで、気が休まるのか」

　オーシーノーは、このように無心に頼ってくる存在を見たことがなかったのだろう。ヴァイオラの前で初めて驚いた表情を見せていたが、その様子に気づく余裕もなくヴァイオラはこくこくと頷いた。

　ヴァイオラは確かに、オーシーノーのことを近寄りがたいと思っていたはずだ。しかしこの時ばかりは、そのことを忘れた。それほどまでに外の嵐が恐ろしかったし、なによりこの邸の中でヴァイオラが最も頼りにしているのはやはりオーシーノーなのだ。

「オーシーノー様のそばが、いいです」

　言った瞬間、ふわりと体が浮く感覚に襲われた。オーシーノーに抱だき上げられていると気がついたのは、その直後だ。

（？？？？？）

　急な展開に頭が追いつかず、ヴァイオラは雷に怯えていたことも忘れて目を丸くした。

「なら、いい場所がある。行くぞ」

　短く言って、オーシーノーがヴァイオラを抱きかかえたまま歩いていく。多分オーシーノーは、ヴァイオラを立たせて歩くよりもこちらのほうが早いと思ったのだろう。細く背の低いヴァイオラなのだ。オーシーノーほど背が高く力もある男であれば、抱き上げるのも簡単なはずだった。

（でも──）

　抱かれれば、嫌でも体格の差を意識しないではいられない。直じかにオーシーノーの胸むな板いたの逞たくましさに触れたヴァイオラは、息が止まりそうになりながらオーシーノーの肩にしがみついていた。改めて、男と女というものは体の作りが違うのだと実感する。

（お願い、オーシーノー様。私の正体に、気づかないで……）

　自分が、ここまで差を実感するぐらいなのだ。オーシーノーが気づかないという保証はない。体を固くしながら、それでも彼の体温にどこか安らぐのを感じ、ヴァイオラはぎゅっと目を瞑ったのだった。




　辿たどり着ついたのは、地下のワイン貯蔵庫だった。ひんやりしているものの湿しつ気けは少なく、静せい寂じやくが心地ここちよい。

　ここまで来ると、さすがに嵐の音も雷の音もぐっと遠ざかった。しかし完全に聞こえなくなったわけではなく、時折届く雷の低い音に、ヴァイオラはその都度びくりと肩を震わせた。

　膝ひざを抱かかえ込んでワイン樽だるのそばで座すわり込んでいると、オーシーノーの苦笑する気配がする。

「本当に、雷が駄目なんだな」

「ごめんなさい。駄目ですよね、こんな弱虫じゃ」

　男でこんなに臆おく病びような人は、滅めつ多たにいないに違いない。きっとオーシーノーも呆れているだろう。ちらりと顔を上げると、オーシーノーは驚いたことに今まで見た中で一番柔らかな表情を浮かべていた。幼い子供を見るように、眼光を和やわらげる。

「子供の頃は俺も、ここで隠れて雷をやり過ごしたものだ」

「オーシーノー様も……？」

「意外か？」

「だってなんだか、オーシーノー様の子供の頃が想像出来なくて」

　ヴァイオラが素す直なおに言うと、オーシーノーの眉間に僅かに皺が刻まれた。

「俺にだって、子供の頃はあった」

「……ですよね」

　首をすくめると、オーシーノーはそれで会話が終わりだと言うようにヴァイオラに背中を見せた。去って行こうとするオーシーノーの上衣を、思わずもう一度摑んでしまう。

　考えてした行動ではなかった。だが、ここに一人置いて行かれるのは嫌だったのだ。

「なんだ」

　振り返って自分を見下ろすオーシーノーの顔は、いつものように不機嫌そうに見えた。それでも、ヴァイオラは手を離せなかった。

　嵐が怖い。一人にされるのも怖い。

　オーシーノーの叱しつ責せきを受けるよりも、その二つが今は何よりも怖かった。先ほどの嵐への恐怖が、まだ体の芯しんに残っているせいかもしれない。

　そんなことを言えば、呆れられることは分かっていた。彼だって、自分に付き合えるような暇ひま人じんではないのだ。

　頭ではそう分かっていたが、どうしてもこの手を離せなかった。

　混乱した頭で、唇を開け閉めする。

「オーシーノー様。もう少しだけ、一緒にいたいです……」

　かろうじてそうとだけ言うと、オーシーノーは不思議なものを見るようにヴァイオラのことを見下ろした。その目からは苛立ちが消え、戸と惑まどいが浮かぶ。

　それから去るのを諦あきらめたのか、ヴァイオラの隣に黙だまって腰を下ろした。

　沈ちん黙もくが、二人の間に落ちる。

　聞こえてくるのは、地下水道を流れる水の音と、遠い雷鳴ばかり。

　肩が触れるか触れないかの距きよ離りで、ヴァイオラとオーシーノーは黙りこんで座っていた。けれども、その沈黙が嫌だとは思えない。

　オーシーノーとどうしたら会話出来るか悩んでいたはずだったのに、ヴァイオラはその沈黙を心地よく思いながら膝を抱えていた。

　それから、どれだけそのままでいただろう。

　雨の音が少しずつ遠ざかり、雷の音が間遠になっていく。

　やがて、オーシーノーがぽつりと言った。

「お前は、俺が怖くないのか？」

「え？」

　声をかけられたことに驚いて、ヴァイオラは顔を上げてオーシーノーを見た。

「なんでですか？」

「……俺の前で萎い縮しゆくしない人間はいない」

　そう言った途端、オーシーノーの目に淋さみしげな色が走ったのを、ヴァイオラは見み逃のがさなかった。同時に、そうか、と思う。

　だから、オーシーノーは言ったのだ。『俺なんかのそばで、気が休まるのか』と。

　だから、オーシーノーはいつだって仏頂面ばかりしていたのだ。

　いつだってオーシーノーの前に立つ人は、彼を恐れていたから。そして笑顔を見せて拒絶されるのは、なによりも怖いから。

　だから彼は、ここまで頑かたくなになってしまったのだ。

　いや、それとも彼が人を遠ざけるほうが先だったのだろうか。

　相手から嫌われるよりも先に自分から距離を取れば、いちいち相手の反応を気にしなくて済む。常に不機嫌そうに振る舞えば、相手が萎縮するのが当たり前になるのだから。

　ヴァイオラは座ったままオーシーノーに向き直ると、背を正して彼のことを真っ直ぐに見上げた。

「……最初はちょっと怖かったですけど、今は怖くないです。だってオーシーノー様は、お優やさしいですから」

　微笑んで答えると、オーシーノーは唇を固く結んだまま目を見張った。

　その瞳が揺れ、それから目を伏ふせる。頰に落ちた睫まつ毛げの影は濃く、どことなくその顔は心細げに見えた。

「どうして、お前は……」

　オーシーノーが迷ったように視線を泳がせる。それから溜息と共に言葉を吐はき出した。

「……そんなことを言ったのは、お前が初めてだ」

「そうなんですか？」

「俺は、人嫌いだからな」

　そっぽを見る金の瞳が、遠くを見るように細められる。その横顔には、長年の諦てい念ねんが蓄ちく積せきされているように見えた。

「……本当に、そうなんですか？」

　ヴァイオラが小声で問いかけると、オーシーノーは動どう揺ようしたように振り返って目を見開いた。それから、いつものように表情を険しくする。

「どうしてそんなことを聞く」

　それは、拒絶の表明だった。だが、同時に孤独の叫さけびだった。

　いつものように人を遠ざけ、自分の心を守ろうとしている。

　分かっていたからこそ、ヴァイオラは引かなかった。いつもなら黙りこむところで、口を開く。

「私、オーシーノー様と仲良くなりたくて、ずっとオーシーノー様のことを見ていたんです。だから、オーシーノー様が優しいことを知ってます。みんなのことをさりげなく気遣ってくれていたことも知っています。……だから、貴方あなたが本当に人が嫌いだとは、思えないんです」

　叱責を覚かく悟ごして、本心で彼に語りかける。

　目を見て、自分のこの考えが噓ではないと信じて欲ほしい。その一いつ心しんで、ヴァイオラはぐっと身を乗り出してオーシーノーの目を見つめた。

　けれど、返事はない。オーシーノーは、黙りこんだまま目を伏せてしまった。言うべき言葉を見つけられないでいるようにも見える。

　長い沈黙の後、ようやくオーシーノーはぽつりと言った。

「……勘かん違ちがいだ」

　その口調はしかし、どこか弱々しいものだった。

　いつもの、突つっぱねるような威い圧あつ的てきなものではない。知らない感情に翻ほん弄ろうされているかのような、声こわ色いろだ。

　ヴァイオラはそんな彼に、ふと兄のことを思い出した。兄も、人前で感情を見せたがらなかったことを急に思い出したのだ。

　兄はオーシーノーとは逆に、誰にでも優しかった。そして、優しいだけだった。

　誰かに特別心を砕くということはなく、妹の自分にもたまにしか本音を話さない。そうして振る舞う兄の姿は、どこか孤独にも見え、だから態度は真逆だというのに、オーシーノーと兄が重なって見えたのである。

「あの、オーシーノー様。これからは、私もお食事にご一緒してもいいですか？」

　不意に思いついて言うと、オーシーノーは今度こそ真意を図はかりかねるといった様子でヴァイオラのことをまじまじと見た。

「どういう意味だ」

「……私には、兄がいました。兄とは、必ず一緒に食事をしていたんです」

　父が死んでからはどうしても、兄と話す機会が減っていった。長兄の言うところによると、身分の高い家の人間とは、往々にしてそういうものなのだという。家族と数日間顔を合わさないということさえあるらしい。

　それでも双子というものは、だからといって簡単に引ひき離はなせるものでもなく、ヴァイオラはこの歳としになっても兄によく懐なつき、そして食事時やお茶の時間は必ず顔を合わせるようにしていた。あの習慣がなければ、兄とはもっと距離が開いていたかもしれない。

　だからこそヴァイオラは、オーシーノーと食事を共にしたいと思った。自分は他の召使いらと共に食事をするが、彼はひとりきりなのだ。

「食事は、ひとりでするよりも二人でしたほうがずっと美お味いしいです。ぼく、覚えてるんです。兄が病気をした時にひとりで食べた料理が、全然美味しくなかったことを」

　それに、とヴァイオラは続けた。

「もし、もしオリヴィア様と結けつ婚こんなさったら、お食事は一緒になさるでしょう？　その予行練習といいますか……」

　彼の気を引きたくて言ったことだが、逆効果だったらしい。オーシーノーは眉まゆ根ねを寄せて、不機嫌そうにヴァイオラを見下ろした。

「結婚したとしても、あの女と一緒に食事をする気はない」

　やはり、オーシーノーは誰にも興味がないらしい。

　自分に釣り合う相手だから求婚したとはいえ、少なくともオリヴィアに何かしらの関心がなければ、そもそも申しこまないだろうと思っていた。だから、オーシーノーの興味を僅かでも引いたであろう人の名前を、ヴァイオラは出したのだ。

　それなのに、やはりオーシーノーは歩み寄ろうとはしない。心を殻からで覆おおって、誰も彼もを拒絶する。

「オーシーノー様は、そうしてずっと人を遠ざけていくおつもりなんですか？　……愛を、知らずに生きていかれるおつもりなのですか？」

「愛なんて、なんの役に立つんだ」

　珍しく声を荒らげて、オーシーノーは言った。

「俺には、いらない。父上のような思いなど、したくない──」

　そこまで言って、オーシーノーははっと我に返った。感情的になった自分に驚くように、口元を押おさえる。その動揺した姿に、ヴァイオラは確信を持った。

（やっぱり、オーシーノー様はお父様のことで傷ついているんだわ……）

　そうと悟さとったが、さすがに訊くことは躊躇われた。今はまだ、そこまで深く踏ふみ込んではいけないと思ったのだ。

　再び黙りこんで、二人で雨風の音ばかりを聞く。その間ずっとヴァイオラの胸の中には、葛かつ藤とうがあった。オーシーノーの心に寄り添いたいという思いだ。

　しかし、どれほど丁寧に近寄ったとしても、オーシーノーは自分を守るために必死に遠ざかるだろう。自分には、彼に近寄るだけの資格がない。自分は、数ヶ月そばにいただけのただの召使いなのだ。

　そう理解した途端、何故だか視界が滲んだ。

　自分の無力感を嘆いているのか、それとも身を切るような孤独の中で一人頑かたくなに生きていこうとするオーシーノーのことが悲しかったのかは分からない。

　ただ、自分だったら耐たえられないだろうと思った。兄を失っただけで、半身を失ったように絶望したヴァイオラなのだ。

　たった一人で生きていくだなんて、どうして出来るだろう。

　ヴァイオラが静かに頰を濡ぬらしていると、そのことに気がついたオーシーノーがぎょっとしているのが視界の端に映った。

「どうして、泣いている」

「分からないんです」

　濡れた声で返事をすると、ますますオーシーノーがうろたえたのが見えた。

「自分のことなのにか」

「ごめんなさい……」

　小声で謝ると、オーシーノーが溜息をつくのが聞こえた。きっと呆れているに違いない。そう思った瞬間、頭に手が載のった。

　ぎこちなく、オーシーノーがヴァイオラの頭を肩に引き寄せる。

「……怒鳴って、悪かった」

　ぽつりと呟かれた声は、聞き取れないほど小さいものだった。それでも、確かに悪いと思っている声だ。

「オーシーノー様は、悪くないです」

　ヴァイオラは必死に言ったが、泣き声では説得力がなかった。すすり泣くヴァイオラの頭を、オーシーノーが困ったように弱々しく撫でる。

　目を瞑ると、肩からやんわりと熱が伝わってきた。彼が近くにいるということに、ふと胸が苦しくなる。

　どんなに心は遠くても、確かにオーシーノーはそばにいるのだ。

　そして、どんなに彼が臆おく病びようでも、彼は確かに優しいのだ。

「オーシーノー様。私……オーシーノー様のこと、もっと知りたいです」

　ヴァイオラは、すすり泣きの合間に囁ささやくように言った。

「話したくないことは、いいです。でも、遠ざけられるのは、辛つらいです」

「別に、遠ざけているわけじゃ……」

　横から、オーシーノーのたじろぐ気配が伝わった。

「俺はただ……」

「ただ？」

　手ての甲こうで涙なみだを拭ぬぐって顔を上げると、オーシーノーの困こん惑わくする目と目が合った。

　──その瞳には、傷ついた色が浮かんでいる。来るな、という悲鳴と同時に、孤独の苦しみが感じられる。

　ただ、怖かったと。その目は確かに言っていた。ただ恐れていたのだと。

　彼の袖そでを摑んで、ヴァイオラはひたむきに彼の顔を見上げた。

「オーシーノー様。私は、いなくなりません」

　オーシーノーの顔に、はっきりと驚きが浮かんだ。

「な──」

「だから、お願いです。遠ざけないでください。──そばに、いさせてください」

　瞳が、揺れる。

　遠くで、雷の音がする。

　ヴァイオラは、けして目を逸らさなかった。この時は本気で、オーシーノーのそばにずっといたいと思っていた。この傷ついた人から離れたくない、と。──自分の性別のことを、忘れて。

　やがてオーシーノーは諦めたように体から力を抜ぬき、そっと言った。

「お前も、聞いたんじゃないか？　……俺の母上が、駆け落ちをしたことを」

　黙ったまま頷くと、オーシーノーは視線を逸らして目を細めた。遠い昔の景色をその目に映すように。けれどそこに浮かぶ感情は郷きよう愁しゆうではない。多分、諦めだ。

　ヴァイオラがじっと黙っていると、オーシーノーはやがて、とつとつと小さな声で語り始めた。

　母が出て行った後、父は女の顔を見るのも嫌だと言ってオーシーノーの乳う母ばさえも解かい雇こしてしまったこと。結婚するなら人ひと柄がらではなく家柄で選ぶべきだと言われたこと。最後まで妻を恨うらみながら死んでいったこと。

　だから、と言ってオーシーノーは沈黙した。しかし、言わないでも言葉の続きは分かる。

（だからオーシーノー様は、人を愛することが怖いんだ……）

　夫と子を捨てて出て行った母。愛していたはずの母を罵ののしる父。いなくなってしまった乳母。そんな中で、幼いオーシーノーはどれだけ孤独だっただろう。

　寂しさを抱えて、それでもそれを訴うつたえる相手もいなくて。

　ずっと一人で、心を凍こおらせてきたのだ。

　だから彼は、笑わないのだ。

　このように淡々と、けれどもその言葉の奥おくに寂しさを押おし隠かくして話す人というのをヴァイオラは今まで見たことがなかった。

　どうしてこの人は、なんでもないことのように話してしまうのだろう。傷ついているのに、その痛みさえけして見せようとしないのだ。

「私は、ずっとそばにおります」

　気がつけばヴァイオラは、そう囁いていた。

　彼の手に手を重ねて、熱を伝える。自分はここにいるのだ、と。

「ずっと、ずっとそばにいます。──お暇いとまを出されない限り」

　ひたむきなヴァイオラの視線に、オーシーノーの瞳にさっと苦しそうな色が走った。その唇が、なにかの言葉を象かたどる。

　けれど、結局言うのを諦めたように、彼は溜息をついた。ゆるく首を横に振り、寂しそうな眼差しでヴァイオラのことを見つめる。

「どうしてお前は、男なんだろうな……」
















　くたびれたように言って、オーシーノーがそっとヴァイオラの頰を撫でる。

　その優しい眼差しに、ヴァイオラは雷に打たれたような衝しよう撃げきを受けて硬こう直ちよくした。

　どうして男なのか。

　つまりオーシーノーは、自分が女なら良かったと言っているのだ。

（そんな、まさか──）

　様々な憶おく測そくが頭を巡めぐり、一気に顔が赤くなる。

　頭が真っ白になり、ヴァイオラはうまく返答することが出来なかった。返事をしなければと思えば思うほどに、なにを言えばいいのか分からなくなっていく。

「……シザーリオ？」

　硬直したままのヴァイオラに、オーシーノーが怪訝そうな顔をする。いつも人前では不機嫌そうな顔をしてばかりいるのに、どうしてこの時に限って、こんなにも無防備な表情を浮かべるのだろう。

　そしてそれを独どく占せんしているのは、自分ひとりなのだ。そう気づいたヴァイオラは、いてもたってもいられなくなって、慌ててオーシーノーから視線を逸らすように俯いた。

「ご、ごめんなさい。オーシーノー様の顔が、あんまりにもお綺麗だったから」

　本音と噓が入り交じった言い訳を口にすると、オーシーノーは一いつ拍ぱく置いた後に笑った。

「本当にお前は、面おも白しろい奴だな」

　生まれたての雪と形容したいような、甘く柔らかい声だった。

　それまでの表情が薄かっただけに、浮かんだ笑みは雲間から差した陽光のように見える。微笑むと、オーシーノーの顔はこんなにも柔にゆう和わな印象になるのだ。

　くすくす、と柔らかい笑い声が耳じ朶だをくすぐる。寛いだようなその眼差しを見た瞬間、先ほどとは違う痛みが胸を貫つらぬいた。

（どうしよう、私……）

　心臓がうるさく、体中が熱くなる。

（私、オーシーノー様を好きになってしまったかもしれない──）







　翌朝、ヴァイオラは眠ねむたい目をこすりながら、懸命にあくびを嚙かみ殺ころしていた。昨晩は、ろくに眠れなかったのだ。

　それでも、ヴァイオラは必死に起き出して食堂へと向かっていた。だが、今日向かうのはいつもの召使い用の食堂ではない。

　オーシーノーのために用意された場所だ。

　昨晩嵐が止んだ後、遅おそくに部屋へと戻ったヴァイオラに、オーシーノーは言ったのだ。『予行練習として一緒に食べてやってもいい』と。

　だから、今朝の朝食に遅れるわけにはいかなかった。初めてオーシーノーと一緒に食事をするのだ。

　主人のための食堂へと足を運ぶと、そこにはすでにオーシーノーの姿があった。広々とした部屋の真ん中に、白い布をかけたテーブルが置かれている。その端に一人で腰を掛けるオーシーノーの姿は何故か、居場所を失った人のように見えた。

「お待たせしてしまってごめんなさい」

　すぐに駆け寄って席につくと、オーシーノーは微笑んだ。目を細めただけのぎこちない笑みだったが、今までろくに笑顔を見せてこなかったオーシーノーなのだ。そんな笑顔でさえも貴重で、ヴァイオラは見逃さないようにじっとオーシーノーの顔を見つめた。

「どうした」

　熱心なヴァイオラの視線に、オーシーノーが苦笑する。

「ううん。なんでもないです」

　にっこりと笑って、机の上にすでに載せられていた食事に手を伸のばす。

「いただきます」

　そう言ってヴァイオラがパンにぱくつくと、オーシーノーは不思議なものを見るように──それでいてどこか眩しそうに、ヴァイオラのことを見ていた。

「？　どうしました？」

　もぐもぐと咀そ嚼しやくしながら首を傾げる。

「久しぶりに聞いたな、と思ってな」

「なにをですか？」

「いただきますという言葉だ」

　照れくさそうに言うオーシーノーに、ヴァイオラは胸を打たれて思わず食べる手を止めてしまった。彼は、そんな当たり前のことさえ、遠い昔に失ってしまったのだ。

「オーシーノー様。これからは毎日、一緒にお食事しましょうね。結婚なさる前にぼくが、いろんなことを教えて差し上げますから！」

　得意げに胸を張るヴァイオラに、オーシーノーが返事の代わりに嬉しそうに目を細める。子供か、家族かを見るような穏おだやかな眼差しだ。

　自分のなにが、どのように作用してこうなったのかは分からない。それでも、オーシーノーが少しずつ寛いだ様子を見せるようになったことは、どうしようもなく嬉しかった。

　けれど、ふとその目に陰りが走る。なにかを思案するように、彼は瞳を伏せた。

「シザーリオ。その──」

　オーシーノーは、一瞬言いよどみながらも言った。

「──伯爵令嬢の家に、使いに行ってもらえるか」

「伯爵令嬢って、オリヴィア様の？」

　目をぱちくりさせると、オーシーノーは嫌そうな顔で頷いた。

「本当は乗り気じゃないんだがな。お前にも言われたし、実は今朝、ヴァレンタインにも言われたんだ。それで、いい加減放っておくのもどうかと思ってな」

　つまりは、オリヴィアに再び求婚することにしたというのだ。がつんと頭を殴なぐられたような気がして、ヴァイオラは言葉もなく固まった。なによりも皮肉なのが、自分のせいでオーシーノーがその気になったらしいということだ。

「つまり……私が、お嬢様を口説いてくる、ってことですか？」

「ああ」

「でも、オリヴィア様はお兄様を失ってから一人たりとも家に人を入れないと決めたんですよね？　お目通りが叶かなうかどうか……」

　もごもごと小声で言ったが、オーシーノーは取り合わなかった。

「お前なら、きっと大丈夫だ。その艷つややかなルビーのごとき赤き唇は、処しよ女じよ神しんダイアナもおよばぬ。その声は乙女のように高く優しい。どこをとっても、女役を演じる少年俳優といったところだ。あの女も、お前のことなら気に入るだろう」

「オーシーノー、様……」

　まさか彼が、自分の容姿をそのように捉とらえているとは思わなかった。初めて聞く彼の賛辞に、喜びと悲しみをいっぺんに味わう。容姿を褒められたのは嬉しいが、オーシーノーはそれがオリヴィアに気に入られるだろうと思って言っているのだ。

「せっかくだ、伴ともを連れて行け。邸の全員を連れていってもいい」

「でも、あんまり連れていったら、オーシーノー様をお世話する人がいなくなります」

「俺は、独りでいるほうが心が休まるんだ」

　オーシーノーはそう言ったが、その目を見る限りヴァイオラを心配しているのは明白だった。幼子を使いに行かせる時のように、オーシーノーはヴァイオラが一人で歩くことを心配してくれている。

　そこまで想おもわれていると分かって、どうしてこの使いを拒こばめるだろう。胸は痛むけれど、ヴァイオラはそれを無視して微笑んだ。

「じゃあぼく、オリヴィア様を出来る限り口説いてみせますね」

「ああ。頼んだ」

　微笑んで、オーシーノーも食事にとりかかる。

　パンを口に運ぶオーシーノーの姿は、普段よりもずっと無防備に見え、ヴァイオラは昨晩覚えた胸の痛みをまた感じた。

（やっぱり私、オーシーノー様が好きだ……）

　一度自覚すると、その想いを気のせいだと思うことは出来なかった。

　痛いぐらいの想いを抱えながら、食事をするオーシーノーの姿を見つめる。今すぐ、この想いを打ち明けてしまいたい──そんな衝しよう動どうに襲われた。

　けれども、出来ない。シザーリオは、男なのだ。

　そしてオーシーノーは多分、シザーリオが男だと思っているからこそヴァイオラを信用してくれているのだ。

　女だと伝えることは、裏切りだった。ようやく得られたオーシーノーの笑顔を、失いたくはない。

　それでも思わずにはいられなかった。口説かれるのが、自分だったら良かったのに、と。

　なんという皮肉な巡めぐり合わせだろう。自分の気持ちに気づいた翌日に、恋こい敵がたきでもある人を口説きに行かなければならないだなんて。

　それでも、この御役目から逃れられない定めなのだとしたら、精せい一いつ杯ぱいまっとうしようとヴァイオラは考えた。そして、オーシーノーに言うのだ。あなたのために頑張ったのだ、と。思いを遂とげられないのであればせめて、彼の喜ぶ顔を見たいと思った。

（行こう……）

　騒さわがしい心臓を落ち着かせるように、深呼吸をする。

　騒がしいこの感情も、喪に服しているというオリヴィアに会いに行けば、収まるだろうか。厳げん粛しゆくであろうオリヴィアの邸を思いながら、ヴァイオラは勢い良くパンにかぶりついたのだった。
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　しかし、ヴァイオラの予想に反してオリヴィアの邸は、厳粛とは程遠い空気に包まれていた。

　オリヴィアの叔お父じであるサー・トービー・ベルチが、昼間っから浴びるように酒を飲んで馬ば鹿か騒さわぎをしていたからだ。

（も～～！　どうしていっつもこうなのよ！）

　オリヴィアの侍女であり相談役でもあるマライアは、またトービーが騒いでいると下働きの少年に聞いて、彼がいるという広間へと懸命に走っていた。

（お嬢様に見つかる前に、早くあの馬ば鹿かをなんとかしないと！）

　トービーが一人で騒いでいるならいいが、そこにトービーの友人であるアンドルーが混ざると、もはや手のつけようがない。そうなる前にと必死に走っていたマライアだったが、広間に入った瞬間、もはや手遅れだと知ってうなだれた。そこには、きっちり二人が揃っていたのである。

　赤茶色の髪のトービーと、山やま吹ぶき色いろの髪をしたアンドルー。遠目から見ればそれなりに品よく見える二人だが、何分中身が問題だった。

　トービーは酒を飲むことしか頭にないし、アンドルーときたら自分で言ったことをすぐに忘れるようなぼんくらなのだ。

（お酒をやめてくれたら、もっとかっこよくなれるのに）

　伯爵令嬢の叔父であるトービーは、その気になればどこまでも上品で美しくなれる男だった。澄んだ緑の瞳も、酒さえ入っていなければ聡そう明めいそうに見えるだろう。だというのに、一時も酒を欠かさないがためにその美び貌ぼうが台無しになっている。

「ねえ、お二人さん。いい加減、静かにしたらどう？」

　意を決してマライアが二人の間に割わり込むと、トービーが振り返って甘く微笑んだ。

「よお、お嬢ちゃん。そんなに怒ったら、可か愛わいい顔が台無しだよ」

「調子のいいこと言っても駄目よ。それに、あんまり騒いでいるとお嬢様に見つかるわ。そろそろ、静かにしてちょうだい」

「こっちはキリスト紀元以来のいい機嫌なんだ。うるさく言うなって」

「でも……」

「ほら、そんなことより、こっちにおいで」

　樫かしの木で出来たベンチに座りながら、トービーがマライアを手招きする。酒で赤ら顔になっているとはいえその双そう眸ぼうは美しく、マライアは自分の頰が熱くなっていくのが分かった。

　始末に負えないのが、トービーは酔よっていても十分美男に見えるところだ。そして、彼もそれを自覚している様子なのが腹立たしい。この分だと、マライアのこの気持ちにも気づいていて、なお気づかないフリをしているのだろう。

　それでもマライアは、彼を無視することが出来なかった。結局、諦めたように隣に座ると、トービーが満足げにその肩を抱き寄せる。

「……あなたみたいにガブ飲みしていると、ろくな死に方しないわよ。ゆうべお嬢様もそうおっしゃっていたんだから」

「俺は、姪めいの健康を祝して乾かん杯ぱいしてるのさ」

　甘く囁いて、トービーがぱちりとウィンクをする。
















（本当に、ずるい……）

　トービーはもう、三十にも届こうという年ねん齢れいのはずだ。それなのに、いつまで経っても魅み力りよく的てきなままなのだ。体つきも頑がん健けんそうで、酒に溺れていることを忘れさせる見た目だ。

　マライアが思わずトービーに見とれていると、トービーの逆側から深々とした溜息が聞こえてきた。存在を完全に忘れていたが、アンドルーもいたのだ。

「ねえ、サー・トービー。ぼく、明日には家に帰るよ。あんたの姪はどうせ会ってくれないし、会ってくれたとしてもぼくのものになる見込みは四つに一つしかないんだもの。この近くの公爵があの人を口説いているんでしょう？」

　しょぼくれて言うアンドルーに、マライアはあっと思った。

（そうだこの人、お嬢様に求婚しに来たんだったっけ……）

　トービーと飲んでばかりいるものだから、すっかり忘れていた。多分、アンドルー本人ですら、一日の大半は己の目的を忘れているに違いない。

　アンドルーは、持ち前ののん気そうな下がり眉を更に下げて、恨うらめしそうにトービーのことを見上げた。そんなアンドルーを、トービーが軽くいなす。

「なあに。あいつは公爵のものにはならんさ」

「そうなの？」

「ああ、そうだとも。あいつは、自分より上の人間とは結婚しないはずだからな。身分でも、年齢でも、知ち恵えでも、な。だからお前にも望みはあるって」

　にやにやと意地の悪い笑みを浮かべながら言うトービーに、アンドルーはあっという間に元気を取り戻した。この根の素直さが彼の長所でもあり短所でもある。

「じゃあぼく、もう一月ここにいることにするよ！」

　さっきしょげていたのも忘れて、アンドルーがにっこりと笑う。相変わらずの単純さに、マライアは呆れた。子供のほうがまだ、疑い深いような気がする。きっと今の台詞せりふの中で自分がけなされていることにも、彼は気づいていないに違いない。

「またトービーったらアンドルーを焚たき付つけて！　望みなんかないのに可か哀わい想そうじゃない」

　小声で叱しかりつけたマライアに、トービーがひらひらと手を振る。

「いーんだよ。こいつはイリリア一、見上げた男だからな」

「どういう意味？」

「収入の金額が高いってことさ。年に三千ダカットだからな」

　つまりトービーは、彼に酒代をたかる気満々なのだ。いい鴨かもにされているアンドルーが気の毒に思えて口を開きかけたマライアだったが、結局はなにも言わないことにした。以前、本人アンドルーに忠告したものの、すぐに忘れ去られたことを思い出したのだ。

（それに、アンドルー自身楽しそうだし）

　彼は、男前なトービーにすっかり惚ほれ込んでいるのだ。酒代がかさんだとしても、トービーという魅力的な男と共にいるほうが嬉しいに違いない。今も、心の底から楽しそうにぐいぐいと酒を呷あおっている。

（というか、本当にうるさい……）

　アンドルーを憐あわれに思うよりも鬱うつ陶とうしいと感じる気持ちのほうが強くなり、マライアは席を立った。

「とにかく、あまりうるさくしているとお嬢様に追い出されますからね。ほどほどにしてくださいよ」

　マライアは忠告したが、二人はまったく聞いていなかった。酒を呷りながらゲラゲラと笑っている。

　あまりに騒がしい二人の様子に頭痛を覚えて、マライアは酔っぱらい二人を置いて外へと向かった。付き合いきれないと思ったのだ。

　広間を出て、緑豊かな庭へと足を向ける。

　外の空気をいっぱいに吸すい込むと、ようやく心が穏やかになってきた。それでも、晴れやかというわけにはいかない。

　冷静になった途端、トービーの態度が気にかかってきたのだ。

（トービーったら、いつになったら私を大人として見てくれるのかしら……）

　自分はもう、十九だ。三十近いトービーとは確かに歳の差があるかもしれないが、立派な淑女のはずだ。

　それなのに彼は、自分のことをいつまで経っても〝お嬢ちゃん〟としか呼んでくれない。明らかに、子供扱あつかいされている。

　そう自覚するたび、マライアの心は痛んだ。自分を一人前として扱って欲しいと、心が騒ぐ。

「トービーの馬鹿。……私はもう、子供じゃないんだから」

　マライアが、小さく文句を漏もらした瞬間だった。

「トービーは、分かってると思うよ」

　すぐそばから声が聞こえ、マライアははっとした。自分の独り言を、聞かれているとは思わなかったのだ。

「だ、誰!?」

　慌てて、周囲を見み渡わたすと、茂しげみの向こうにふわふわと癖くせの強い銀ぎん髪ぱつがあるのを見つけた。あの髪は、まさか──

「フェステ……？」

　中庭の花か壇だんに腰を下ろしている男にマライアが声を上げると、その銀の髪の持ち主がのんびりとした調子で振り返った。その癖毛も、そして腹が立つほどの美貌も、全てがよく見慣れたもの。

　そこにいたのは、ここ一月ほど行方をくらましていたオリヴィアの家の道どう化け、フェステだった。道化とは主人を持ち、その主人を喜ばせるために仕える者だ。にもかかわらず、フェステはある日ふらっと邸を出て行ってしまったのだ。当時オリヴィアは、それはもう心配したものだった。なにしろフェステは、オリヴィアの父の代からいる道化なのだ。

　その顔を見た途端、マライアは独り言を聞かれていたことも忘れて彼に詰つめ寄よった。

「ちょっと！　あなた今までどこに行ってたのよ！　お嬢様になにも言わないで！」

「やだなあ。そんな怒らないでよ。阿あ呆ほうだもの、そういうこともあるよ」

　人を喰くったような話し方も、変わっていない。まるで悪びれないフェステに呆れながら、マライアは深々と溜息をついた。

「あのねえ、私だって怒りたくはないの。でも、あなたったら急にいなくなるんだもの。きっとお嬢様は、あなたを縛しばり首くびになさるわよ」

「それもいいねえ。この世で絞しめ殺ころされれば天下無敵だ」

「どういうことよ」

　フェステの言わんとすることが分からずに聞き返すと、彼は目を細めて微笑んだ。

「死んじまえば、怖いものなしでしょ？　無敵だと思うな」

　フェステの返答は、相変わらずのものだった。確かに道化とは、うまい具合に言葉遊びをしてそれで人を喜ばせるのが職業みたいなものだ。

（でも、それはお嬢様に対してだけでいいと思うのよね）

　会うたびにこうしてくるくると会話を回されてしまうと、道化だからそうした言い回しをするのではなく、これがそもそもの性しよう分ぶんなのだと思わないではいられない。

「……素す敵てきなお答えね。でも、どれだけ口実をもうけても、あなたは縛り首になるか、クビになるかのどっちかよ。だってこんなに長い間お邸をあけたんだもの」

「縛り首になったおかげで悪い女に首ったけにならずに済んだ奴がいくらでもいるよ。でも、クビになるなら夏がいいなあ。首筋がひんやりしてしのぎやすくなるもの」

「じゃ、腹はくくっているのね？」

「ああ。片腹だけじゃなくて両腹ともね」

「良かった。両腹ともくくってないとハラハラするわ。ズボンがずり落ちるんじゃないかって思うもの」

　フェステと話していると、こうした言葉遊びがうまくなるものだ。

　軽口ばかり叩くフェステを言い負かすつもりで言ったマライアだったが、どうやらかえってフェステを喜ばせたらしい。

「うまいうまい」

　にこにこと笑って、フェステが満足げにぱちぱちと手を叩く。

「さっすがだね、マライア。あとはトービーの旦だん那なが酒をやめさえすりゃ、君もイリリア一幸せな花はな嫁よめさんになれるんだけどねえ」

　あけすけなフェステの言葉に、マライアはさっと顔を赤くした。

「もう、調子に乗らないで！　大体、トービーにその気があるかどうか分からないじゃない」

「あの男は、頭のいい子が好きだよ」

　断定するように言ったかと思うと、マライアの返答も聞かずにフェステは立ち上がった。急にどうしたのかと思ったマライアだったが、向こうから歩いてくる人影を見て、口をつぐんだ。

　この邸の主であるオリヴィアが、執事のマルヴォーリオを伴って姿を現したからだ。

　昼間の日差しの元で見るオリヴィアは、いつにも増して可か憐れんだった。背の中ほどまで垂らした小麦色のふんわりとした髪が、昼間の日差しを受けて輝く。

　ほっそりとした首は華きや奢しやな印象を持たせており、目鼻立ちは人形のように整っていた。しかしその顔色は良いとはいえず、マライアは今ひとたび胸を痛める。

　最愛の兄を亡くしてからというもの、オリヴィアの顔に笑顔が浮かぶことは滅多になくなっていたのだ。

「これはこれはお嬢さん、ご機き嫌げんよろしゅう」

　機嫌を取るように、しかし悪びれた様子もなくフェステがうやうやしくお辞儀をする。そんな彼を見て、オリヴィアは呆あつ気けにとられた様子だった。まさか、謝罪よりも先に挨あい拶さつが出てくるとは思わなかったのだろう。

　オリヴィアは、澄んだ青色の瞳でじっとフェステを見ると、長い睫毛を伏せて彼から視線を逸らした。

「マライア。阿呆をあっちへ連れておいき」

　その刺とげ々とげしい声色を聞く限り、どうやら彼女はフェステの不在にきっちり腹を立てていたらしい。オリヴィアの父の代からいる道化なのだ。家族のようにも思っているはずであり、兄が死んだ後、彼まで消えたことで彼女も気を揉もんでいたのだろう。

「だってさ、マライア。お嬢さんをあっちへお連れしてくれる？」

　いけしゃあしゃあとのたまうフェステのあまりの不ふ遜そんさにマライアが呆れていると、オリヴィアも溜息をついた。

「わたくしが連れて行けと言ったのは、お前のことよ」

「これはとんでもない大間違いだ！　だってぼくよりも君のほうがずっと阿呆だもの。ねえ、お嬢さん。君が阿呆だってこと証明してみせようか」

「できるかしら、お前に？」

「できるさ、見事に」

「なら、証明してごらんなさい」

　毅き然ぜんと言ったオリヴィアに、フェステは幼子に言い聞かせるように優しげに言った。

「じゃあお嬢さん。聞いてみるけど、君はどうして嘆いているの？」

「兄上が亡くなったからに決まっているでしょう。阿呆にはそんなことも分からないのね」

「ふぅん。じゃあ、兄上の魂たましいは地じ獄ごくにおいでなんだ」

「なにを言うの！　兄上の魂は、天国においでに決まっているじゃない」

「ほら！　それだから阿呆だって言うんだよ。兄上が天国においでなら、嘆くことはないだろう？」

　フェステの言葉にオリヴィアははっとして顔を上げた。気き鬱うつげに見えていた瞳に、僅かに光が灯ともる。フェステの言葉は、立派にオリヴィアを励ましたのだ。

「そうね……。確かに、そうだわ」

　誰にも聞こえないぐらい小さく、オリヴィアは囁いた。フェステの言う通り、兄がいないことは悲しくても、それで嘆くのは兄に失礼なのかもと、オリヴィアも思い直したのだ。

（さすがはフェステね……）
















　彼の手しゆ腕わんにマライアが感心していると、オリヴィアの背後から盛せい大だいな咳払いが聞こえた。マルヴォーリオだ。

「お嬢様。いつまでこのような無知無能な輩やからを喜んでおそばに置かれるのですか。私はもう、呆れるばかりですよ」

　厳格なマルヴォーリオは、こうした言葉遊びが特に嫌いなのだ。彼にとって尊ばれるべきは礼れい儀ぎであり、この邸の主であるオリヴィアに対等に口を利きくなどあってはならないことなのだろう。

「お嬢様。こいつが帰ってきた今この時にこそ、はっきりと申し上げます。こういう馬鹿専門の阿呆はさっさと追い出しておしまいになるべきです」

　マルヴォーリオは、道化のことを本気で疎うとんじているのだ。それは、父親が生きていた頃から変わらない。

　ここぞとばかりに言い放ったマルヴォーリオに、オリヴィアはうんざりした。彼の頭の固さは邸一で、いくら主人のオリヴィアが言ってもそこだけは変わらないのだ。

「それが自うぬ惚ぼれ病というものよ、マルヴォーリオ。あなたはもう少し、心を広く持ちなさい」

「いいえ。私は、事実を申し上げているのです」

　態度を改めようとしないマルヴォーリオに、オリヴィアがどうしたものかと思っていると、足早に侍女の一人がやってきた。

「お嬢様。若い紳しん士しがお見えになり、ぜひともお話ししたいと申しております」

「オーシーノー公爵のお使いね？」

　一層うんざりとして、オリヴィアは振り返った。兄の喪に服す間誰一人通さないと言っているのに使いをよこしてくるような無礼な人間は、オーシーノー公爵しか思い当たらないからだ。

（いい加減に諦めて欲しいものだわ）

　女嫌いで人嫌いのオーシーノー。そんな彼が自分に求婚する理わ由けは、けして恋こいに落ちたからではないとオリヴィアは知っていた。オーシーノーのよこす従者の熱意のなさや、あまりにあっさりとした手紙を見れば、おのずと知れるというものだ。

「さあ、どなたかは存じ上げませんが、とっても美青年で、立派な供をお連れになっています」

「そう。それで、今は誰がお相手をしているの？」

「サー・トービーです、お嬢様」

　侍女の言葉に、オリヴィアは慌てた。

「まあ大変！　すぐに引っ込ませて。あの人ときたらいつだって酔よっぱらってるんだから。マルヴォーリオ、代わりにお前が出てちょうだい。それで、公爵のお使いだったら、私は病気だとか留守だとか適当に言い繕つくろって追い返してちょうだい」

「かしこまりました」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなお辞儀をして、マルヴォーリオが去っていく。その背中が見えなくなったかと思うと、入れ違いに人がやってくるのが見えた。その人こそ、オリヴィアの叔父であり、この邸の居い候そうろうであるサー・トービーだ。どうやらマルヴォーリオに言われる前に、引っ込んできたらしい。

　ついさっきまで飲んでいたのだろう。酒さか瓶びんを片手に、彼は大変機嫌の良い様子だ。足取りも、さだかではない。

「よぉ、オリヴィア。今日も相変わらず陰いん気きそうな格好してるね」

　トービーは、姪が今日も喪も服ふくを着ていることが気に入らないのだ。薄く笑いながら言ったトービーに、オリヴィアは溜息と共に返事をした。

「わたくしは、お兄様の喪に服しているだけよ。それよりも、どなたがお見えだったの、叔父様？」

「紳士だよ」

「ですから、どんな紳士？」

「正しよう真しん正しよう銘めいの紳士さ」

「ですから、誰なの？」

「悪あく魔まだっていうんなら、悪魔だっていいぜ。俺は構わん。ま、気になるなら自分で見ることだな」

　男に会わない誓いを立てていることを知っているはずなのに、トービーはそれだけ言って去ってしまった。いい加減な言い回しで、無理やり外の人に会わせようとするところを見ると、喪服を着ていることだけではなく、部屋に閉じこもっていることまでもが気に入らないらしい。

　そのことは分かったが、オリヴィアはなによりも彼の酔っぱらいぶりが気になった。あんなに昼から酒を飲んでは、体にも悪いだろう。

（前は、あんなに飲むこともなかったのに）

　以前から酒好きではあったが、あそこまで節操なく酔うことはなかった。彼が、酒に溺おぼれるようになったのは父が亡くなってからだ。彼なりに、兄の死を悼いたんでいるのだろうか。それとも、泣き暮らすオリヴィアを励ますつもりでいるのか──

　なんにせよ、酒を飲むことの正当化にはならない。オリヴィアはフェステを振り返った。

「ねえ、お前。酔っぱらいってなんに似てる？」

「阿呆に変人に水死体ってとこかな。酒ってやつは度を過ごすとまず馬鹿な真似を始める。そしてとことんまで行くと溺れちまう」

「じゃあ、検死のお役人を呼んでちょうだい。叔父様はもうとことんまで行って水死体よ」

「なあに、まだ正常な範はん囲いの内だよ、お嬢さん」

「……あれ以上の酔い方があるとは思いたくないわ」

　まったくもって、困った叔父だ。げんなりとしながら、オリヴィアは告げた。

「とにかく、叔父様を介かい抱ほうしてきてちょうだい。水死体でなかったとしても、転んで頭を打たないとは限らないわ」

「了りよう解かい。さあて、阿呆が変人の介抱をするのか」

　くすくすと笑って、フェステがトービーの後を追いかけていく。なんだかんだと彼に任せておけば、トービーは大丈夫だろう。軽口が多いものの、フェステは人の機き微びに敏さとい人なのだ。

　しかし、フェステはあんなに気のいい若者なのに、マルヴォーリオはどうして彼を疎むのだろう。叔父に関してもそうだ。彼は、自分が最も正しいと信じて疑わず、ほんの少しのユーモアさえも許さない。

（困った執事ね）

　仕事ぶりに問題はないものの、もう少し柔じゆう軟なんになれないものかと思ってしまう。すると、向こうからキビキビと歩く男が現れた。あの歩き方は顔を見ないでも分かる。件くだんの執事、マルヴォーリオだ。

「お嬢様、ご門前に参りました若い男が、どうしてもお目にかかりたいと申しております」

　マルヴォーリオが断りきれずこうしてオリヴィアにお伺いを立てるのは、大変珍しいことだった。不思議に思いながらも、オリヴィアは言った。

「病気だと言って、追おい払はらってちょうだい」

「それが、お嬢様はご病気だと言いますと、それは承知している。だからお目にかかりたいのだと申します」

「……じゃあ、眠っているのだと言ってちょうだい」

「それが、今はお休みだと言いますと、それも元より承知している。だからお目にかかりたいのだと申します。いかがいたしましょう？　どう断っても頑がんとして聞き入れません」

　どうやら、今日の使者はずいぶんと頑がん固こ者ものらしい。厄介なことになったと思いながら、オリヴィアはマルヴォーリオのことを見上げた。

「じゃあ、お会いしたくないとはっきりおっしゃいなさい」

「言いました。すると、たとえ門前の柱になろうと足に根が生えようとお目にかかるまでは動かぬと申します」

（それはまた、ずいぶんな言い様ね……）

　辟へき易えきしたのも事実だったが、ふとその男への興味が湧わいてきた。言葉の厳しいマルヴォーリオにここまで断られてそれでも食い下がった人は、今までいなかったのだ。

「見たところ、どんな感じの人なの？」

「見たところ、どうしても人間の感じです」

「どんな人柄の、いくつぐらいの人？」

「一人前の男にしては幼過ぎるし、子供にしては大人過ぎます。豆になる前のサヤエンドウ、色づく前の青リンゴ、子供と大人を隔へだてる溝みぞ、といったところです。顔立ちはいいが口は悪い。乳ちち離ばなれしたかしないかのヒヨッコで」

　それは、意外な言葉だった。オーシーノーの使いは大抵、オリヴィアよりもずっと年が上の男ばかりだったのだ。

　若い青年が来ていると知った途端、固い意思を持って断っていたオリヴィアの心も揺らいだ。その青年はきっと、オリヴィアに会うまで帰ってくるなとオーシーノーに言われているに違いない。

　特にオーシーノーは、召使いに厳しい人だと聞いている。オーシーノーの求婚に応えるつもりはなくとも、この使いのせいで若い青年が叱られるのは出来れば避けたい事態だ。

「……ここに通しなさい。特別に今回だけ、お使いの方に会いましょう」

「よいのですか？」

「ええ。でも、その前に。マライア、あなたもヴェールを顔にかけてちょうだい」

「私もですか？」

　声をかけられると思っていなかったのだろう。びっくりした顔のマライアに、オリヴィアは不敵に微笑んだ。

「ええ。あなたもヴェールをかければ、傍はた目めにはわたくしとあなたのどちらがこの家の主人だか分からなくなるわ。どちらが本当のオリヴィアか当てさせてみせるの。そして見事に正解したら、言い分を聞いてあげるのよ」
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　やっとの思いで通されたオリヴィアの邸は、無骨で堅けん牢ろうな印象の拭えないオーシーノーの邸とは違い、住む人の繊せん細さいさを感じさせるような壮そう麗れいで優美な邸だった。

　けれどすっかり疲ひ弊へいしきったヴァイオラに、部屋の装飾を楽しむ余裕はない。

　緊張しながら門もん扉ぴを叩いたまではよかったが、いきなりオリヴィアの叔父を名乗る酔っぱらいの男性にからかわれ、さらには居い丈たけ高だかな執事の相手をしていたのだ。

　彼はヴァイオラのことを、これでもかというほどに拒絶した。それでもヴァイオラはめげずに、「オリヴィアに会わせてくれ」と必死に言い募ったのだ。

　粘ねばり強づよく押し続けた甲か斐いあって邸に入ることは叶ったが、それでも安あん寧ねいは訪れなかった。

　今度は目の前に、同じように喪服に身を包んだ娘が二人も現れたからだ。

（ど、どういうことなの……！）

　片方は華奢で幼い印象のある小麦色の髪の娘で、もう片方は彼女よりも年上で落ち着いた印象のある栗くり色いろの髪の娘だ。

　どちらも、ヴァイオラが話し出すのを待っているのか、一言も言葉を発さない。その上同じようにヴェールを被かぶっているのだ。服装だけだと、どちらも伯爵令嬢のように見える。

（どうしよう）

　はっきり言って、立ち居振る舞いを見てもまったく分からない。二人ともどこまでも優雅で上品で、名家の娘に相応しい佇たたずまいなのだ。

「……あのう、当伯爵家のお嬢様はどちらさまですか？」

　結局ヴァイオラは、素直に聞くことにした。知らずに無礼を働くよりは、ずっといいだろうと思ったのだ。しかし二人の娘は答えを与えてはくれない。

「わたくしにお話しなされば、かわりにお答えしましょう。ご用件は？」

　小麦色の髪のほうの娘が、一歩前に出る。普通であれば、この人が侍女だと考えるのが妥だ当とうだろう。しかし顎あごをそびやかしてヴァイオラを見るそのブルーの瞳は、いかにも気位が高そうだ。

（もしかして、こちらの方がお嬢様かしら）

　すました顔も、洗練されて美しい立ち姿も、どこを取っても立派な淑女に見える。かといって彼女がこの家の主だという確かく証しようも持てなかった。伯爵令嬢ほどの人に仕える侍女にはやはり、それなりの美しい振る舞いが求められるからだ。混乱した末に、ヴァイオラはやや捨て鉢ばちになって暗記してきた口説き文句を早速言うことにした。

「いとも麗うるわしく、艶あでやかな、たぐいまれな姫ひめ君ぎみ──」

　ここに来るまで必死に考えた台詞だった。しかし、どちらがお嬢様か分からないのに言うのもおかしい気がして、ヴァイオラは途中で言葉を切ると苦笑を浮かべて言った。

「ね、どうかおっしゃってください。あなたがご当家のお嬢様ですか？　ぼくも、せっかくの台詞を無駄にしたくないんです。なかなかの名文句ですし、暗記するのにさんざん苦労したんですよ」

　おどけて言ってみせると、二人は顔を見合わせてくすくすと忍しのび笑わらいを漏もらした。しかしやはり、答えるつもりはないらしい。ヴァイオラが困っているのを見て、楽しんでいるようだ。

（参ったなあ）

　からかわれていると思ったが、不思議と腹は立たなかった。元より、目通りが叶うとも思っていなかったのだ。ずっと門の外で立ち尽くすことになるよりはずっとましというものだろう。なにより、二人からは悪意を感じない。

　とはいえ、このまま押おし問もん答どうを続けていたら永遠にはぐらかされたまま終わってしまうに違いない。せめて、どちらがオリヴィアかだけでも見み極きわめて帰りたかった。

（こんな時、お兄様だったらどうするかしら……）

　兄の女性の扱いはというと、それはもう鮮あざやかなものだった。兄の言葉を聞かない女性は一人もおらず、誰もが兄に声をかけられると頰を赤らめ、瞳を潤うるませ、一言も聞き漏らすまいと兄の顔をじっと見つめていたものだ。

　兄の振る舞いは、一体どんなだっただろう。必死に記憶を手た繰ぐり寄よせると、ヴァイオラは記憶の中の兄と同じように背筋を伸ばし、少女たちに控ひかえめに微笑みかけた。

「そんなに笑わないでください。美しいお二人に少しでも意地悪されると、ぼくはすぐに傷ついてしまうのですから」

　伏ふし目めがちに、吐と息いきと共に甘く囁く。それから機嫌を窺うかがうように少女に目配せすると、小麦色の髪の少女は、はっと目を見張った。その瞳が僅かに熱を帯びる。

　ヴァイオラに、興味を持った証拠だ。

（やった！）

　やはり、兄のように振る舞うのが正解なのだ。いよいよ気合を入れると、ヴァイオラは懸命に頭を回転させ、兄の仕草を思い返す。

「……どちらからいらしたの？」

　懸命にすました顔を取り繕いながら言う少女を、ヴァイオラは熱を込こめて見つめた。

「稽けい古こした台詞の他には、なにも申せません。今のご質問は私の台本にはないのです。お優しいあなたにお願いします。あなたがご当家のお嬢様なら、どうかそうおっしゃってください。私の台詞が続けられるように」

　ヴァイオラの流れるような視線を受けて、彼女はぱっと頰を赤らめさせた。それでもと、抗あらがうように視線を逸らす。

「あなたは、役者なの？」

　彼女の動揺が見て取れるにつれ、ヴァイオラはどんどん余裕を取り戻していった。自分の側に主導権のある会話というものは、こういうものなのかと感心する。

「ご賢けん察さつ恐れいりますが、これ以上意地悪な誤解をされないようにはっきりと申しましょう。本当の私は、今演じている役の私とは違います。──あなたが、ご当家のお嬢様ですね？」

　最後の一押しをするように、一歩前へと進む。そして間近で彼女の顔を覗き込むと、少女は青色の瞳を潤ませてヴァイオラのことを見つめた。兄を見る女性らと、まったく同じ表情だ。

「……そうよ。わたくしが、わたくし自身を裏切っているのでなければ」

「良かった。これで台詞を続けられる」

　今度は無防備に見えるよう、そして彼女を安心させるように、ヴァイオラは力を抜いて笑った。その笑顔を見て、オリヴィアが瞳に動揺を浮かべる。

「肝かん心じんな点だけ言ってちょうだい。余計な台詞はいらないわ」

「残念だな。覚えるのに苦労したんですよ。詩的な名文句なんです」

　もう一歩。近づけば、オリヴィアは逃げるようにヴァイオラに背を向けてしまった。

「とすれば、きっと素敵な噓でしょう。ならばしまっておいてちょうだい。さあ、肝心な要件だけをおっしゃって」

　そっぽを向いて懸命に言うオリヴィアの背後に忍び寄って、ヴァイオラは耳元で囁く。

「あなたの耳にだけ、入れたいのです」

「……！」

　息を吞む声が、聞こえた。彼女の耳が、みるみるうちに赤くなっていく。兄の真似をするのが楽しくて、つい悪ふざけが過ぎたかもしれない。慌てて身を引くと、オリヴィアは振り返ってヴァイオラのことを潤んだ瞳で睨んだ。

「あなたはどういう人？　わたくしをどうしようというの？」

　懸命に己を奮い立たせようとするオリヴィアの姿は、まるで追おい詰つめられた兎うさぎのようだった。ヴァイオラはやり過ぎを反省したが、それでもこの好機を逃すつもりはない。今こそ、役目を果たすべきだと思ったのだ。

　いざ彼女を口説こうとしたヴァイオラだったが、もう一人の侍女の姿が気にかかった。きっとオーシーノーは、ヴァイオラの口から出たものであっても求愛の言葉が他人の耳に入るのを嫌がるだろう。街中の噂になっていることを厭あいていたのだ。そもそも最初から彼は、この求婚に乗り気ではない。

　こほん、と咳払いをすると、ヴァイオラはオリヴィアに微笑みかけた。

「私がどういう人間でどうしようとしているかは、少女の操みさおのように大切な秘密です。お嬢様のお耳に入れば神聖な言葉となりますが、他人の耳に入れば汚けがれたものとなるでしょう」

　つまりは、遠回しに侍女の退室を促うながしたのだ。オリヴィアはすぐにヴァイオラの意図に気づき、心得たように頷いた。

「マライア、席を外してちょうだい。……その神聖な言葉を謹つつしんで伺いましょう」

　マライアと呼ばれた侍女が部屋を出て行ったのを確かく認にんすると、オリヴィアは祈りを捧ささげる敬けい虔けんな修道女のように、ほんの少し上にあるヴァイオラの顔を見上げた。

「さ、神父様。神聖なお言葉を」

　いよいよ、覚えてきた台詞の役立つ時が来たのだ。ヴァイオラはつかの間元の自分に戻り、深く息を吸った。

「いとも麗うるわしき姫君──」

「まあ、ありがたいお説教ですこと」

　しかし、せっかくの台詞はオリヴィアに遮られ、またしても役に立たなかった。

「その聖書の言葉には、色々な注ちゆう釈しやくがつけられそうね。本文はどこにあるのかしら？」

　冷ややかに言われ、ヴァイオラは慌てて言った。

「我わが主、オーシーノー様の胸の中に」

「あの方の胸？　胸の第何章？」

「章で申し上げるなら、心の第一章です」

「ああ、それならもう読んだわ。あれは異い端たんの教えよ。言うことはそれだけ？」

　今度は、オリヴィアが優位に立つ番だった。あっさりと口説きの文句を退けられたヴァイオラは、焦あせりを浮かべてじりじりと考える。先ほど一瞬油断してしまったせいか、ここへ来てどう返答したらいいのか分からなくなったのだ。

（ええと、お兄様なら、多分きっと──）

　兄ならばおそらく、こんな時も余裕を失わないはずだった。言葉に詰まったとしても、あの端整な顔立ちで意味ありげに相手の顔を見れば、大抵の女性は逆にうろたえることとなるのだから。

　ヴァイオラは焦っているのを隠すように、微笑んでオリヴィアの顔を見つめた。しばし、そのまま見つめ続ける。

　すると、今度はオリヴィアがたじろいでヴァイオラのことを見上げた。顔が困惑と羞しゆう恥ちに染まっていく。

「な、なんですの？」

　今や、彼女の中にさっきまでの問答は残っていないように見えた。しかし、だからといって言うべき言葉は見つからない。これ以上彼女は、口説かれることを望んでいないだろう。だとしたら、今日のやりとりでどれだけ彼女が自分に心を許しているのかを見極める必要があった。

「……お嬢様。どうかヴェールをお取りになって、私にお顔をお見せください」

　せめてヴェールを取らせることが出来れば、少しは心が近づいた証拠となる。そう思って言ったが、オリヴィアは首を横に振った。

「見せなくても、お話は出来るでしょう？」

「ええ。ですが、私があなたのお顔を見てお話ししたいのです」

　笑みを含んだ声で囁くと、オリヴィアの肩がびくりと震えた。

　彼女はしばらく躊躇っていたが、ヴァイオラが真っ直ぐ見つめ続けていると、やがて頰を赤らめながら頷いた。

「え、ええいいわ。カーテンを引いて絵をお見せしましょう」

　ゆっくりと、もったいぶった動きでオリヴィアがヴェールをめくる。その途と端たん現れた繊細な顔立ちに、ヴァイオラは素直に驚いた。噂に違たがわず、オリヴィアは本当に美しかったのだ。

　肌は陶とう器きのようになめらかで、小さな唇は桃もも色いろに色づいている。憂うれうように伏せられた長い睫毛は、頰に影を落としているが、そこに陰鬱な印象はない。聖女の像のように神聖に見え、しかし風に揺れる花のようなたおやかさがオリヴィアにはあった。

（すごく、可愛らしいお嬢様だわ……）

　思えばヴァイオラは、初めこそオリヴィアに仕えたいと思っていたのだ。流れ着いた時に覚えたオリヴィアへの好感が、再び湧いてくる。

「どう？　今のところこれがわたくしの肖像画。悪くない出で来き栄ばえでしょう？」

「ええ。実に見事な出来栄えです……」

　溜息と共に、ヴァイオラは賞賛を口にした。

「これこそ自然がたくみな腕うでを振るい、赤と白を見事に混ぜあわせて描えがいた本当の美しさです」

　だからこそ、もったいないとヴァイオラは思った。彼女は、このヴェールに顔を隠して、七年もの歳さい月げつを兄の喪に服し続けるというのだ。

「オリヴィア様。この美しさをそのまま墓場までお持ちになってこの世に一枚の写しさえもお残しにならないとすれば、それほど残酷なことはありません」

　賞賛は兄の真似でもなく、素直にヴァイオラから出た言葉だった。ヴァイオラは立派に褒ほめ称たたえたつもりだったが、オリヴィアはそうは受け取らなかったらしい。彼女のほうが、ヴァイオラの役目を忘れていなかったのである。

「あら。わたくしはそんなに冷たい女ではないわ。自分の美しさを明細書にして残しておきましょう。ひとつ、かなり赤い唇二枚。ひとつ、青い目二個、まぶた付き。ひとつ、首一個。顎一個、といった具合に。──それで、あなたがここに来たのは、わたくしの品定めのため？」

　値ね踏ぶみするようなオリヴィアの視線に、ヴァイオラもまた当初の目的を思い出した。彼女の愛らしさに見惚れている場合ではない。自分は、立派に口説きに来たのだ。

「お嬢様。私の主人は、あなたを愛しております。どうか、その愛に報むくいてはくれませんか？　たとえあなたが、並ぶもののないように美しいお方であっても」

　ヴァイオラの言葉に、オリヴィアはつまらないものを聞いたように溜息をついた。瞳は伏せられ、どこか不機嫌そうだ。

「どのように愛してくださるの？」

「……神をあがめるように恋焦がれ、涙は滝たきのごとく、切ないうめきは嵐のごとく、溜息は火を噴ふかんばかり」

　まったくのでたらめだったが、それでもヴァイオラは真しん剣けんに言った。この愛し方は、自身のもの。オーシーノーを想う時のことを思おもい浮うかべて表現したものだ。

　しかし、ヴァイオラが心を込めて言えば言うほど、オリヴィアの機嫌は悪くなるようだった。愛らしい顔が、みるみるうちに険しくなっていく。

「公爵はわたくしの心をご存知のはずよ。愛することは出来ないわ」

「でも──」

「確かにあの方はご身分も高く、御領地も広く、容姿も人並み以上に優すぐれた方でしょう。でも、わたくしには愛することはできません。だってあの方、誰にも興味を持っていないんですもの」

　オリヴィアに告げられた言葉に、ヴァイオラはこっそり息を吞んだ。まさか彼女が、オーシーノーのことをここまで分かっているとは思わなかったのだ。

　確かにオーシーノーが他人に興味を向けることはほとんどない。けれどそれは、人の心に踏み込むのを恐れているだけなのである。

　オリヴィアのはっきりとした拒絶を聞いてなお、ヴァイオラは懸命に食い下がった。自分の主人の素晴らしいところを知って欲しいと思ったのと、愛を拒絶される痛みを想像してしまったのとで、とにかくなにかを言わねばと思ったのだ。

「もし私が、あなたへの想いに身を焼くこととなれば、あなたの拒絶の意味が摑めないでしょう。きっと、納得しないと言うに違いありません」

　真しんに迫って言うヴァイオラに、オリヴィアは頰を朱しゆ色いろに染めて瞳を伏せた。

「もし、あなただったらそういう時はどうなさるの？」

（私、だったら……？）

　この想いを拒絶された時、自分ならどうするだろう。想像したヴァイオラは、口調を激しくして言った。

「門の前からお邸の中に呼びかけます。こだまする山々に向かってあなたのお名前を叫び、おしゃべりな大気まで声を震ふるわせて、『オリヴィア』と言うようにしてやります。そうすればあなたは、この天地の間に身の置きどころがなくなるでしょう。私を憐あわれとお思いにならぬ限り」

　それは、ヴァイオラがオーシーノーに向かってやりたいことだった。自分が呼びたい名前はオリヴィアではなくオーシーノーだ。

　この想いに従順になって行動することが出来たら、自分は自由になれる。それなのにどうして自分は、ここでオーシーノーのためにオリヴィアを口説いているのだろう。

　急に居ても立ってもいられなくなり、ヴァイオラは胸に手を置いて目を伏せた。

　自分の感情を堪えるための行動だったが、それは立派にオリヴィアの心を揺さぶる。若い青年が苦く悩のうを浮かべる様というのは、どこまでも悩ましく、秀しゆう麗れいに見えるものだったのである。

「ねえ、あなたのお家柄は？」

　急に熱を持って詰め寄ったオリヴィアに、一瞬気圧されながらもヴァイオラは静かに答えた。

「今の運命よりは上ですが、今でも紳士の身分です」

　答えた瞬間、オリヴィアは息を吞んだ。その目が、真剣な色味を帯びていく。

　紳士とは、正式には貴族ではないものの、それなりの家柄の人間を示す言葉だ。本来の身分を明かせないために使った言葉だが、オリヴィアはその返答で満足したらしい。それ以上の追つい及きゆうをせずに、ようやく下がってくれる。

「ご主人のところに戻ってお言いなさい。あの方を愛することはできません。もう二度とお使いをよこさないように、って」

　どうやら、自分は交こう渉しように失敗したようだ。ヴァイオラは落胆したが、同時に安堵も覚えていた。彼女がオーシーノーの気持ちに応えたら、自分は泣き暮らすしかないのだから。

（オーシーノー様にはなんて言おう……）

　密かにヴァイオラが悩んでいると、オリヴィアは微笑んだ。

「でも、あなたがご主人の反応を知らせに来てくれるなら別よ」

「え？」

　彼女は、オーシーノーの反応などが気になるのだろうか。ヴァイオラがきょとんとしていると、目の前に硬こう貨かが差し出された。

「さ、これを」

　彼女は、使いの駄だ賃ちんをヴァイオラに渡すつもりなのだ。彼女が報いようとしてくれた気持ちは分かったが、受け取ることは己の誇りに反した。

「私は金で雇やとわれる使い走りではありません。それに報いが必要なのは私ではなく、主人のほうです」

　さっと手を上げてそれを拒絶すると、ヴァイオラは胸に手を当てて姿勢よくお辞儀をした。とにかく、伝えるべきことは伝えた。彼女も、これ以上話すことはないようだ。ならば、長居は不要だった。

「それではさようなら。美しい残酷な方」




　去っていく青年の姿を、オリヴィアはただ呆然と見送っていた。

　扉が閉まり、足音が遠ざかっていく。静寂が訪れた頃になってようやく、オリヴィアは呪じゆ縛ばくから解けたように音を立てて息を吸った。

「『あなたのお家柄は？』『今の運命よりは上ですが、今でも紳士の身分です』ですって！」

　確かに彼は、紳士だ。だがあの言こと葉ば遣づかい、顔立ち、体つき、物もの腰ごし、心構え、全ては身分の高いしるしだ。

　彼はなんて高貴で美しい青年だったのだろう。

　上気する頰に手を当てながら、オリヴィアは一人密かに恥はじらった。

（早まってはいけないわ、オリヴィア）

　召使いに心を奪われたりして、自分はどうしたというのだろう。彼はただ、主人の想いを伝えに来ただけの青年なのだ。そう思うために、オリヴィアは使いの駄賃を渡そうとした。けれども気高いあの青年は、その受け取りを拒絶したのだ。

（きっと、本来であればずっとずっと身分の高い方なのだわ）

　オーシーノーの使いに甘んじているのも、なにか事情があるに違いない。あの人が公爵であったらいいのにと考えてしまいながら、オリヴィアは自分の心がすっかり浮うわつき、平静を失っていることを自覚した。

（わたくしったらどうしたのかしら……）

　この胸の中に広がる甘くも切ない痛み。これは多分きっと、恋と呼ぶ感情だ。

　けれど恋の病やまいとは、こんなにも早くとりつかれるものだっただろうか。

　小鳥のように軽かろやかな足取りで窓辺まで行くと、オリヴィアは窓の外を覗のぞき込んだ。すると、ちょうどさっきの青年が家の門を出ようとしているのが見える。

（行ってしまう──）

　彼の後ろ姿を見た途端、胸が苦しくなった。名前すら、聞かなかったのだ。その上、また彼に会える見込みもない。オーシーノーが今日の言こと伝づてで諦めたら、彼がここへ使いに訪れる理由もなくなってしまう。

「マルヴォーリオ！」

　オリヴィアは、ほとんど衝動的に自分の執事の名前を呼んだ。次の約束を取り付けなければ。彼がここへ来たいと思わせるような──

「どうかなさいましたか、お嬢様」

「この指輪を、さっきの青年に渡してちょうだい！」

　この指輪を渡せば、自分の気持ちに気づいてもらえるはず。そう思ったオリヴィアだったが、マルヴォーリオの真面目一いつ辺ぺん倒とうの顔を見た途端、ふっと我に返った。自分のしようとしていることがあまりにつつしみないと思ったのだ。

「この指輪を、でございますか？」

　マルヴォーリオが、怪訝そうに眉をしかめる。彼がこの恋こい心ごころに気がついたら、きっと伯爵令嬢に相応しくない振る舞いだと辛しん辣らつに叱るだろう。オリヴィアは、自分の浮ついた気持ちが気取られないように、髪を撫でつけながら頷いた。

「え、ええ。あの生意気なお使い、この指輪を無理やり置いて行ったの。こんなものいらない。ご主人に気休めを言ったり、望みを持たせたりしないようにって言って返してきてちょうだい」

　つんとすまし顔をしながら、続ける。

「もちろん、あの方の妻にはならない、その話は二度と聞かないと言って。でも、その拒絶の理わ由けなら話してあげてもいいとおっしゃい。だから急いでね、マルヴォーリオ」

「かしこまりました」

　部屋を出て行くマルヴォーリオを眺ながめながら、オリヴィアは胸に手を当ててそっと目を伏せた。

（わたくしったら、なにをしているのかしら）

　こんなことをすれば、あの青年は驚くだろう。もしかしたら呆れられるかもしれない。けれど、なにもしないではいられなかったのだ。この伝言を聞き、彼が再び理由を聞きに来てくれればいい。今のオリヴィアには、そうとしか考えられなかった。

　まるで、自分の心が自分のものではなくなってしまったようだ。他人のことのように自分のことが分からない。分かるのは、この心がなにも知らないうちに、目だけが彼にのぼせてしまったということだけだ。

　とにかく、今は成り行きに任せるしかない。人間は、自分のことを思い通りには出来ないのだから。





[image: ]






　オリヴィアの邸を出て、ヴァイオラが海の見える通りを歩いていた時だった。

「あなただな、先ほどオリヴィア様の邸に来たのは」

　突とつ如じよ背後から呼び止められ、ヴァイオラはびっくりして振り返った。そこにいたのは、しかめつらの男。オリヴィアの邸で押し問答をした、マルヴォーリオと呼ばれていた執事だった。

「ええ、そうですけど……」

　訝いぶかしげにしていると、マルヴォーリオは値踏みするようにヴァイオラを眺めながら、もったいぶった素そ振ぶりで手を掲かかげた。

「お嬢様が、この指輪をお返しするとのことだ。自分で持って帰ってくれればこちらの手間が省けたというのに」

（指輪……？）

　見ると、マルヴォーリオは小ぶりの指輪を掲げていた。まったくもって見覚えのない指輪だ。暮れかけた午後の光を受けて、鈍にぶく光っている。

「それと、お嬢様から伝言を承うけたまわった。一つ、お嬢様は絶対に公爵のお話をお受け出来ない。もう一つ、お嬢様はこの件で二度とあなたに出向いてもらいたくない、ただし公爵がそれを聞いてどうおっしゃったか知らせに参るなら差さし支つかえないとのことだ。分かったらこれを受け取るがいい」

　顎をそびやかして、マルヴォーリオがヴァイオラのことを見下すようにしながら指輪を差し出す。しかしヴァイオラは受け取らなかった。どう答えるべきか、考えあぐねていたのだ。

（この人はお返しすると言った。つまり、お嬢様は私がこの指輪を置いていったとこの人に言ったのだ……）

　真実を告げることは容易たやすいが、この男を納得させることは難しいに違いない。どうせ、この人はヴァイオラの言い分を信じはしないだろう。そう考えたヴァイオラは、オリヴィアの作った筋書きを否定しないよう慎重に返事をした。

「その指輪は、お嬢様が一いつ旦たん受け取られたものです。今いま更さら私が受け取るわけにはいきません」

　マルヴォーリオは、苛立たしげに鼻を鳴らした。

「馬鹿なことを。あなたは無作法にもこれをお嬢様に投げつけたそうだな。同じようにして返せとお嬢様は言っておられる」

　言うなり、マルヴォーリオは指輪をヴァイオラに向かって投げつけた。重たそうな指輪が地面にぶつかり、ヴァイオラの足元まで転がってくる。

「さあ、腰をかがめて拾えばいい。嫌なら、拾いたい奴に拾わせなさい」

　居丈高に言い放つと、マルヴォーリオは去って行ってしまった。指輪を返す暇いとまもない。

　遠ざかっていく執事を見送って、ヴァイオラは足元の指輪を拾った。転がしておくのも悪い気がしたのだ。

　手に取ってみれば、なかなかに見事な指輪だということが分かる。

（どういうことかしら。指輪など置いてこなかったのに……）

　彼女がオーシーノーの想いに応こたえようと考えなおしたということは、ありえないだろう。マルヴォーリオは、公爵の話をお受け出来ないときっぱり言っていた。

（ということは、お嬢様はこの指輪を私に渡したかった？）

　駄賃を断ったせいだろうか。だがその考えを、ヴァイオラはすぐに否定した。そんなにまでして、自分が褒められるようなことをした覚えはない。

　だとしたら何故、オリヴィアは使いをよこしてまで指輪を渡したのだろう。理由を考えていたヴァイオラは、最終的に一つの可能性に行き当たってしまった。

（まさか……）

　ぞくりと、寒気のように一つの考えが浮かんでくる。

　オリヴィアは、主人の反応を知らせに来るなら来てもいいと言っていた。愛には応えられないけれど、それでも来てもいいと言ったのだ。それはつまり、自分にまた会いたいがゆえの言葉なのではないだろうか。

（それに、私と話している時、オリヴィア様はずっと私の顔を見つめていたわ）

　予感が、静かに確信へと塗ぬり替かわっていく。

　潤んだ瞳、途と切ぎれ途と切ぎれな声、そして上気した頰。それは、兄を慕う娘たちが見せるものと同じ。

　恋する乙女の仕草だった。

（まさか、お嬢様は私を好きになった……？）

　悟った途端、愕然とした。

　そうだとしたら大変なことになる。自分は、女なのだ。

（どうしよう──）




　オーシーノーは、オリヴィアに求婚している。

　そして男で女の自分は、オーシーノーに片かた想おもいをしている。

　けれどオリヴィアは、男の姿をした女のヴァイオラに恋をしてしまったのだ。




　しかし自分は男だと偽いつわっているから、オーシーノーをどれだけ慕っていても望むべく未来はない。また、自分は女だからオリヴィアに好意を向けられてもどうにもならない。

　とんでもない事態を引き起こしてしまったことに、ヴァイオラは頭を抱えた。

（このもつれた糸は、私の手に余るわ……）

　もはや、時が解決してくれるのを待つしかなかった。

　途方に暮れながら、ヴァイオラは空を仰あおぎ見る。このもつれが、いずれ解消されることを祈りながら──
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　蒼あお色いろの潮しお騒さいが、昼の日差しを涼すずしげに変えていく。

　海辺の国イリリアの端はしにある岩場で、一人の青年が穏おだやかな海を見つめていた。潮気を孕はらんだ風が、麦むぎ穂ほのように美しい金の髪かみを撫なでていく。

　銀糸の縫ぬい取とりがされた白い上着に、漆しつ黒こくのタイツ。そしてささやかなクラヴァット。ヴァイオラが男装したシザーリオと寸分違たがわぬ衣服を身にまとった青年──セバスチャンは、凪ないでいる海を見てその瞳ひとみを曇くもらせた。

　三み月つき前、あの海はその獰どう猛もうな牙きばを剝むき、セバスチャンの乗る船を吞のみ込んでしまった。そして船員全員を海に投げ出したのだ。

　マストを浮うきにして遠くへ流されたセバスチャンは、幸いにして通りすがった船に拾われ一命を取り留めることができた。しかし意識を取とり戻もどし、元通りに動けるようになるまでは、実に三月もの時間がかかってしまった。

　一時は命も危あやぶまれるほどの状態だったのだ。回復を喜んで良いはずだが、セバスチャンの表情は浮かなかった。

　他の船員は──大切な家族である妹は、どうなったのか。

　あれほどまでに荒あれ狂くるう海に投げ出されれば、普ふ通つうは生きてはいられないだろう。

　つまりきっと、妹は死んだのだ。

（ヴァイオラ──）

　心の中で、妹の名を呼ぶ。その時、後ろに人の立つ気配がした。

「もう、行くのか」

　背後から声をかけられ、セバスチャンは振ふり返かえった。そこにいた人こそ、セバスチャンを波間から救い、歩けるようになるまで面めん倒どうを見てくれた船の主、アントーニオだった。

　アントーニオは海の男らしい、よく日焼けした快活な男だった。燃えるような赤毛に、獣けもののように爛らん々らんと光る金の瞳が印象的だ。彼かれの立ち居振ふる舞まいにはどんな困難でさえも笑って打ち破りそうな強さがあり、陸にいた時分にはおよそ接点などないような人物だ。しかし、船の上で共に過ごすうちにすっかり打ち解とけ、今ではセバスチャンにとってかけがえのない友人となっていた。

「どうしても、行く気なのか？」

　アントーニオが、セバスチャンを責めるような目つきでじっと見つめる。

　実はこのイリリアに着いたら、セバスチャンは船を降りると伝えていたのだ。アントーニオには、船を預かる責務がある。必然的に二人は、離はなれ離ばなれになるしかなかった。

「すまない」

　目を逸そらして短く謝あやまると、アントーニオはセバスチャンに詰つめ寄よった。

「なら、俺おれがお前に付いて行く。それならいいだろう？」

　思いがけない言葉を聞いたセバスチャンは、驚おどろいて顔を上げた。アントーニオの顔は真しん剣けんそのもので、冗じよう談だんを言っているようには見えない。それでもセバスチャンは首を横に振ふった。アントーニオは船員によく慕したわれている素す晴ばらしい船長であり、これからセバスチャンが歩むのは、確かとは言えない困難な道のりなのだ。

「すまない。私の運命の星は、暗いんだ。君までこの運の悪さに付き合わせるわけにはいかない」

「一体、どこに行く気なんだよ」

　ぶっきらぼうに言いながらも、アントーニオは眉まゆを下げてセバスチャンのことを見た。セバスチャンの身を、本気で心配しているのだ。

　しかしセバスチャンは、すぐに返答出来なかった。これから彼は、母国メッサリーンへ帰る方法を一人で探そうと考えていたのだ。

　船の上にいる間に、ここが故郷から遠く隔へだたった土地だということは分かっている。帰るためには、ずいぶんと危険な旅をこなさなければならないだろう。

　だからセバスチャンは、アントーニオに理わ由けを話さなかったのだ。話せば、アントーニオは船員たちの危険も顧かえりみず、メッサリーンまでの航海をすると言い出すからだ。

　長い航海には、危険がつきまとう。現に、セバスチャンは嵐あらしに巻まき込まれて全てを失った。

　大切な友人たちの命を、危険に晒さらすわけにはいかない。

「それすらも、教えてくれないのか」

　黙だまりこんだセバスチャンに、アントーニオは寂さびしそうな表情を浮かべた。秘密を抱かかえていることに、ちくりと罪悪感が浮かぶ。

　迷った末に、セバスチャンは口を開いた。アントーニオは自分の命の恩人であり、かけがえのない友人だ。言えるところまでは言っておこうと思ったのだ。

「……実は、アントーニオに隠かくしていたことがあるんだ」

　唇くちびるを舐なめ、セバスチャンは慎しん重ちように言った。

「今まで私は、ロドリーゴーと名乗っていたが、本当の名前は違う。セバスチャンというんだ」

「セバスチャン……？」

「ああ。メッサリーンのセバスチャンだ。父から受うけ継ついだ名前だから、もしかしたら聞き覚えがあるかもしれないな」

　セバスチャンの告げた言葉に、アントーニオはこれ以上ないぐらい目を見開いた。メッサリーンのセバスチャンという名に、聞き覚えがあったのだ。

「そんな！　じゃあ、あなたはまさか伯はく爵しやく家けの……」

「ああ。その、セバスチャンだ」

　息を吞のむ音が聞こえた。アントーニオは、完全に言葉を失ってセバスチャンを凝ぎよう視しする。本気で、驚いているのだ。

「……そして、私には妹がいたのだ。妹は、私と同じ日に生まれた双ふた子ごだった。けれど妹は死んだ。君が、私をあの波間から救い上げてくれた一時間ほど前に、妹は溺おぼれたんだ」

「そう、だったのか……」

「私とそっくりではあったが、それでもみんな妹のことを美しいと言ってくれた。……本当に美しい心の、持ち主だったんだ」

　妹の姿を思おもい浮うかべたセバスチャンは、目め頭がしらが熱くなるのを感じた。彼かの女じよは海で溺れて死んだというのに、その面おも影かげをもう一度涙なみだで溺らせようとしてしまったらしい。

　思わず言葉を途切れさせると、アントーニオが慌あわてて膝ひざをついた。まるで騎き士しが主君に忠誠を誓ちかうように、頭こうべを垂れる。
















「知らぬこととはいえ、とんだ失礼をしました」

　がらりと口調を変えたアントーニオに一いち抹まつの寂しさを覚えながら、セバスチャンは弱々しく微笑ほほえんだ。

「いや。私こそ、ずっと黙っていてすまなかった。すっかり迷めい惑わくをかけてしまった」

　セバスチャンが謝ると、アントーニオは目を丸くした。まさか、自分よりも身分が上の者からそんな言葉を聞くとは思わなかった、というような顔だ。

　しかしすぐにその表情を消すと、アントーニオは再び頭を垂れた。

「私がおこがましくも友情を抱いだいてしまった罰ばつとして殺すというのでなければ、貴方の召めし使つかいとしてお供させてください」

　自由気ままな海の男とはいえ、彼も立派に地上の階級に縛しばられる存在なのだ。よそよそしい友人の姿に、やはり言わなければ良かったという考えがセバスチャンの頭をよぎる。

　しかし多分、これで良いのだ。これが本来の姿であり、今までがいびつだったのだ。素す性じようを隠したまま別れれば、後こう悔かいしていたに違いない。それでも、目の前で膝を折るアントーニオを見ていることは辛つらく、セバスチャンは彼と同じように地面に膝をついて、彼の顔を覗のぞき込んだ。

「アントーニオ。どうか、顔を上げてくれ。友にそのような振る舞いをされるのは、私も心苦しい。私は君に救われたことにこれ以上なく感謝しているんだ」

「セバスチャン、だが……」

　アントーニオの瞳が、揺ゆれる。セバスチャンは、今までとなにも変わらないのだというように微笑むと、ことさら明るい声を出した。

「とにかく、私はもうひとりで平気だ。アントーニオは、自分と船員らを大切にしてやってくれ。私は、これからオーシーノー公こう爵しやくの邸やしきへ行ってみようと思う」

「オーシーノー公爵の邸!?　なんだってそんなとこに」

　驚いたあまり普ふ段だん通りの口調に戻もどったアントーニオに、セバスチャンの表情も綻んだ。

「ああ。父から、話を聞いたことがあったからな」

　この地を治めるオーシーノー公爵を頼たよれば、故郷へ帰るための足がかりがなにかしら摑つかめるはずだ。あまり帰りたい家だとは思えないが、それでも今は他に取るべき方法がない。

　門もん前ぜん払ばらいされたら、それはまたその時だ。決意を固めると、セバスチャンは立ち上がった。これ以上別れを惜おしんでいたら、日が暮れてしまう。自分のことを話し終えた今こそ、発たつべき時だ。

「では、元気で。アントーニオ」




　颯さつ爽そうと歩き去るセバスチャンの姿を、アントーニオは呆ぼう然ぜんと見送っていた。ろくに彼は語らなかったが、その背中を見ていれば分かる。彼はたったひとりで過か酷こくな運命に身を投じようとしているのだ。

　この地に居場所を探しているのか、遠くの故郷までの旅路をたった一人で歩むつもりか──。おそらくは後者だろう。一いつ緒しよにいたのは短い間だったが、彼の考えることならば大たい抵てい予想がつくようになっていた。

　真まっ直すぐな気質の彼のことだ。おそらく自分を巻き込ませまいとしたに違いない。一人孤こ独どくに突つき進すすむ彼の姿に、胸が痛くなる。

　それでも、アントーニオは動けなかった。

　アントーニオはかつて、オーシーノー公爵の艦かん隊たいと海上で一戦を交えたことがある。自分の故郷の利益のために、この街へ向かう船を襲おそい積み荷を奪うばったのだ。幸い血を流すような惨さん事じにはならなかったが、手て柄がらを立てたせいで広く名を知られることとなった。

　だからこそ、アントーニオはこの街を歩きまわるわけにはいかない。万が一オーシーノー公爵家の者に見つかれば、間ま違ちがいなく捕ほ縛ばくされるだろう。

（いや、構うものか。俺は、あいつと共にいると決めたんだ）

　彼と共に過ごした三月の間で、アントーニオは彼の博識ぶりと誠実な人ひと柄がらにすっかり惚ほれ込んでいたのだ。

　彼は機知に富んでいて、剣けんの腕うでも、話術も、なにもかもが完かん璧ぺきだった。それでいて驕おごったところはなく、どこまでも気のいい青年だ。

　あれほど立派な男は、アントーニオの生きてきた中に一人もいなかった。ここで自分の恐おそれに負ければ、一生後悔するに違いない。それに、今まで多くの危険を遊びと思うほどにかいくぐってきたアントーニオだ。今いま更さら、公爵ごとき恐れる存在でもない。

　アントーニオは、これからの自分の身の振り様を船員たちに告げるため、一いつ旦たん船へと足を向けたのだった。
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　ヴァイオラがオリヴィアの邸を去った晩のこと。オリヴィアの部屋を退出してきたマライアは、一人小さく笑えみを漏もらしていた。

（お嬢じよう様さまったら、本当に分かりやすいんだから）

　恋こいわずらいをする人がみなそうであるように、オリヴィアは溜ため息いきばかりをついていた。その目はどこか遠くを見つめるようで、口を開けばあの青年の話しか出てこない。

　今までずっとオリヴィアに侍じ女じよとして仕えてきたマライアには分かる。これは、オリヴィアがすっかりあの青年に心を奪われたということだ。

（でも、いい傾けい向こうね。ここのところ、ずっと部屋に閉じこもっていたもの）

　相手が小こ姓しようであれ、興味が外へ向くのは良いことだった。ずっと喪もに服していたら、誰だれだって参ってしまうに違いない。

　いつ彼がまた訪れてもいいように、着慣れた喪も服ふく以外も用意しておこうとマライアは思った。主人は一応否定するだろうが、恋する乙おと女めは誰だって、好きな人の前では可か愛わいくありたいからだ。

　夜の静せい寂じやくに包まれた廊ろう下かを足早に歩いていく。その時、曲がり角の先から押おし殺ころした叱しつ責せきの声が聞こえてきて、マライアは思わず足を止めた。

「お前は、どうして私の言う通りにしないのだ！」

　声の主ぬしは、マルヴォーリオだった。内容を聴きく限り、どうやら彼の従者が廊下で叱しかられているらしい。従者の少年のことを気の毒に思いながらも引き返そうとしたところで、ぎょっとするような言葉がマライアの耳に飛び込んでくる。

「ともかく、お前は私の言うことを聞いていればいい。そうすれば私が伯爵となった暁あかつきには、お前を小姓として取り立ててやるのだから」

（はい!?）

　さすがに、聞き捨てならない言葉だった。

（私が伯爵となったら、ってなにそれ）

　執しつ事じが伯爵になるだなんて、逆立ちしてもありえない。──オリヴィアと結けつ婚こんするのでなければ。

　まさか彼は、オリヴィアと結婚する気なのだろうか。

　マライアが呆然としていると、乱暴な足音が聞こえてくる。叱り終え、マルヴォーリオは満足したのだろう。従者を伴ともなってマライアと反対の方向へと去っていく。

（前から偉えらそうだとは思ってたけど、まさか彼があんなことを考えてただなんて……）

　偉そうに振る舞っていたのは、将来自分が本当に身分を得るつもりだったからだ。

　つまりマルヴォーリオは、オリヴィアを利用して伯爵の地位を得ようとしているのだ。そこに恋こい心ごころはなく、あるのは下げ卑びた野心のみだ。

（なんて馬ば鹿かげているのかしら、あの人）

　腹を立てて、マライアは唇を嚙かんだ。召使いの側の人間が、主人を手に入れようなどと考えるのもおこがましい。もちろん、玉たまの輿こしを狙ねらうのが悪いとは言わない。しかし、あのようにオリヴィアを見下すような態度を取るのが、許せなかった。

（いつか、あの高いプライドをへし折ってやるんだから）

　元より、彼のことは気に入らないと思っていた。マライアなど自分よりも目下の人間に、マルヴォーリオはどこまでも傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞ってきたからだ。

　こうなったらいよいよ、彼に自分の立場を自覚させるためになにがしかの行動を起こすべきだろう。ひとり思案しながら歩いていた時だった。けたたましい笑い声が聞こえ、マライアはぎょっとする。こんな夜よる遅おそくに、一体誰が騒さわいでいるのだろう。

　確かく認にんしないでも、なんとなく予想はついている。

　多分、いや間違いなくトービーたちだろう。

　庭に面した廊下へと向かい、マライアは恐おそる恐おそる窓から外を覗き込んだ。

　──案の定そこには、トービーとアンドルーの姿があった。




　夜風が、酔よいに火ほ照てった頰ほおを撫でていく。

　オリヴィアの叔お父じであるサー・トービー・ベルチは、庭のベンチに腰こし掛かけながら、一人酒を呷あおっていた。

　ちらりと顔を上げると、姪めいの部屋の灯あかりがまだついているのが見える。多分、兄への祈いのりでも捧ささげているのだろう。

（オリヴィアも、いい加減元通りにならんかね）

　以前は明るかった姪が、毎日泣き暮らしているのを見るのは、トービーにとっても辛いことだった。他人にはいい加減に見えるトービーだが、実は姪思いの叔父なのである。

（結婚でもすりゃ、気分も変わるんだろうがねえ）

　かといって、今彼女に言い寄っているのは、オーシーノー公爵とアンドルーの二人だ。どちらと結婚しても幸せな未来があるとは思えず、トービーは苦く笑しようを浮かべた。

　気難しいオーシーノーと結婚すれば毎日はつまらないだろうし、アンドルーとはそもそも結婚したがらないだろう。

（どうしたもんかね）

　一人そんなことを考えていると、ふらふらと寝ね巻まき姿で歩いてくる人が見えた。アンドルーだ。

「サー・トービー！　こんなところにいたんだ！」

「よお、サー・アンドルー。お前も飲むか？」

「ぼくも君と飲みたくて、探してたんだ。でも、こんな遅おそくから飲んでもいいのかなあ」

「真夜中すぎても寝ね床どこに入らないってことはつまり早起きってことだ。早起きは健康のもとなりってのは知ってるだろう？」

「いいや、知らないなあぼくは。でも、夜遅くまで起きてるってことは、夜遅くまで寝ねないってことなら知ってるよ」

　素す直なおに言ったアンドルーを、トービーは簡単にあしらった。ひらひらと手を振り、もっともらしく顔をしかめて見せる。

「いーや、そいつは誤った結論だ。真夜中すぎまで起きてりゃ、寝床に入るのは朝早くだろう？　つまり、真夜中過ぎて寝床に入るは、これすなわち早はや寝ねなり、ってことだ。我々の命は、地水火風の四元素で成り立っているのは知ってるだろう？」

　煙けむに巻まくようなトービーの話しぶりに、アンドルーは首を傾かしげた。トービーの話を、立派に理解しようとしているのだ。

「そうだねえ。でも、ぼくは飲み食いで成り立ってると思うけど」

「おお、そりゃそうだ。さすが、学があるな。では、早さつ速そく飲んだり食ったりしようじゃないか」

　切り返しのうまいトービーに言いくるめられたアンドルーは、最初の疑問も忘れ、喜々として懐ふところからワインの瓶を取り出した。どうやら、本当に飲みたくてトービーを探していたらしい。

　すっかり彼に懐なつかれていることに苦笑しながら、乾かん杯ぱいする。そこに、足音が響ひびいた。

「やあ、お二人さん。ずいぶん楽しそうだねえ」

　来たのは、道どう化けのフェステだった。相変わらず機き嫌げんの良さそうなフェステを振り返って、トービーは酒瓶を振る。

「おう、来たな阿あ呆ほう。お前も飲むか？」

「いいねえ」

　フェステの声は、夜の静寂の中で聞くと一いつ層そう甘あまく響いた。彼は、見目が良いだけでなく、声までいいのだ。主人を喜ばせるのが仕事というだけある。

　アンドルーは、速いペースでワインを飲みながらうっとりと言った。

「ほんとにこの阿呆はいい声をしてるなあ。この阿呆みたいに綺き麗れいな足といい、喉のどまでぼくのものになるというのなら、四十シリング出してもぼく惜おしくないよ」

「よし、ならこいつに歌ってもらおうじゃないか」

　気持ちよく酒を飲むのに、音楽は必要だ。早速、トービーは懐から六ペンスを取り出す。それを見て、アンドルーも慌てて六ペンスを引っ張り出した。

　二人から駄だ賃ちんを受け取って、フェステが形の良い唇をしならせて微笑む。

「それで、恋の歌がいい？　それとも酒盛りの歌かな？」

「そりゃあもちろん、恋の歌だ」

　トービーのリクエストに、フェステは頷うなずいて応こたえた。

　ふわりと踊おどるように二人から距きよ離りを取り、背筋をしゃんとして前を見る。

　そして、息を吐はくようにさりげなく、歌い始めた。





おお恋こい人びとよ、どこへ行く？

聞いておくれよ、君慕したう

心からなる恋の歌。

旅に出たとて、恋人よ、

旅の終わりは、君慕う

思いも切ない歌のうち。







おお恋人よ、なに思う？

恋は明日のものでなし、

今日の喜びこそいのち。

待っていたとて、恋人よ、

待てば花はな咲さくものでなし、

若さもはかない夢のうち。






　フェステの声は蜜みつのように甘く、どこまでも伸のびやかに響いた。酔いすら忘れさせるような歌声に心地ここちよくなりながらトービーとアンドルーがしみじみと溜息をつく。

「いやあ、まったくいい声だな」

「ほんと。ぼくもう、とろけちゃいそうだよ」

　目を瞑つむってしみじみとする二人に、フェステがにやっと笑う。

「じゃあ、次は陽気な歌といこうか」

「お、いいねえ。酒がうまくなるような歌を歌おうじゃないか！」

「やろうやろう！　ぼく、しりとり歌ならプロフェッショナルさ！」

　意気投合して、早速三人が口々に歌い始める。呂ろ律れつの回らないトービーの声に、調子っぱずれなアンドルーの声。そして、先ほどとは打って変わって明めい朗ろうなフェステの声が星空の下で混ざり合う。マライアがやってきたのは、そんな最さ中なかだった。

「ちょっと、三人とも！　声が邸のほうまで響いてきているわよ！　マルヴォーリオに見つかったら、お嬢様に言いつけられてしまうわ！」

　喪に服すオリヴィアのことだ。騒がしい三人は、本当に追い出されてしまうかもしれない。マライアは表情を険しくして言ったが、三人はまったく取り合わなかった。

「オレ様は、お嬢様の血けつ縁えんだぜ？　血の繫つながりがあるんだ、言わせやしねえよ。マルヴォーリオなんざまるめて捨てちまえ！」

　トービーにしては珍めずらしく、その口ぶりは勇ましかった。きっと、マルヴォーリオに馬鹿にされていることが、彼も腹に据すえかねていたのだろう。

　気にしないことをことさら強調するように、トービーがアンドルーらと共に騒ぎ始める。

　煩うるさい歌声に顔をしかめながら、マライアがなんとか彼らを静めようとしていると、ふいにフェステが足音を忍しのばせてそろそろと歩き出すのが見えた。歌う声を小さくしながら、まるで泥どろ棒ぼうかなにかのように、こそこそと去っていく。

「フェステ？」

　驚いて声をかけると、フェステは静かに微笑んだまま唇に指を当てて、邸の中へと入ってしまった。しかし歌っているトービーとアンドルーは気づいていない。

（フェステったら盛り上げるだけ盛り上げていなくなっちゃうなんて！）

　こうして猫ねこのようにふらりといなくなるのがフェステだったが、せめて盛り下げるところまでいて欲ほしかった。しかし何な故ぜ急に帰ってしまったのだろうとマライアが思っていたその時、中庭に怒ど鳴なり声が響く。

「みなさん！　気でも狂くるわれたか！」

　振り返ると、そこには汚きたないものを見るように顔をしかめているマルヴォーリオの姿があった。おそらくフェステは、マルヴォーリオが来る気配を察知して一足先に去って行ったのだ。なにも言わないで行ってしまったフェステに腹を立てつつもマライアが焦あせっていると、マルヴォーリオは顎あごをそびやかしてトービーを見下ろした。その目には、はっきりと軽けい蔑べつが浮かんでいる。

「あなた方の分別は、行ぎよう儀ぎは、体面はどこに捨てられた。まったくもって嘆なげかわしい！　下しも々じもの者が歌うような歌を大声で喚わめき立てるとは！　あなた方には、場所、時間、身分のわきまえがないのですか？」

「身分のわきまえならあるぞ。俺はお嬢様の叔父上様だ。お前なんぞの言いなりにはならねえぞ。ざまあみろってんだ」

　トービーは、わざと乱暴に聞こえるように言ったようだった。そんなトービーを、マルヴォーリオが憤ふん然ぜんと鼻を鳴らしながら睨にらみつける。

「サー・トービー！　そこまで聞き分けがないのでしたら、ここで率そつ直ちよくに申し上げましょう。お嬢様は、あなたを叔父上の縁えんでこの邸に置いてはおりますが、あなたのご乱行とは縁はございません。もしもあなたが今後そのような素行を改めないようでしたら、この邸から立たち退のいて頂きます」

　居い丈たけ高だかに言い放つマルヴォーリオに対し、トービーの目にも剣けん吞のんな色が浮かぶ。珍しいことに、彼が腹を立てたのだ。

「執事なんかに俺を追い出せると思うなよ」

「お嬢様が、そうおっしゃっておいでなのです」

　得意げに笑ったマルヴォーリオを、マライアは白い目で見た。

（どうかしら）

　この執事には、自分の発言をまるで主人の意見だというように言うところがあった。どうせ今の意見も実際にオリヴィアが言ったわけではなく、彼女ならばそう思うだろうから彼女の意見として言って差さし支つかえないと考えたに違いない。

　それとも、将来伯爵になるつもりだから、主として発言していいとでも思ったのか──。先ほど盗ぬすみ聞きした内容を思い出し、マライアが一人密ひそかに怒いかりを腹に溜ためていると、突とつ然ぜんトービーが笑い声を上げた。

「たかが執事のくせに、てめえが堅かた物ぶつだからって酒も騒ぎも許さない気か？」

　にっとトービーは唇で笑ったが、目が笑っていなかった。酔いを感じさせない据すわった目つきで、マルヴォーリオを真正面から見据える。

　いつだって陽気なトービーだったが、その気になれば彼でも身分相応に堂々と凄すごむことが出来るのである。

「さあ、失うせやがれ。パン屑くずでその大事な執事の鎖くさりでも磨みがいてろ」

　ぞっとするほど低い声を出したトービーに、マルヴォーリオは初めてたじろいだような表情を浮かべた。そんな彼を獰猛な獣のように睨みつけながら、トービーがにやりと笑う。

「おい。マライア、酒だ！」

　あくまでマルヴォーリオの言いなりにはならないということを示すつもりなのだろう。声こわ高だかに言ったトービーに、ついにマルヴォーリオは彼を睨むのを諦あきらめ、マライアに向き直った。

「マライア殿どの。お嬢様のご恩をないがしろにするつもりがないのでしたら、このような男の言いなりになってはいけませんよ。さもなければ、お嬢様のお耳に必ず入れますから」

　まるで捨すて台詞ぜりふのように言って、マルヴォーリオは足早に去って行った。最後にマライアに文句を言うところが、どこまでもマルヴォーリオらしい。トービーに敵かなわないと分かるやいなや、彼はこの中で最も反論しなさそうで、なおかつ自分よりも下の人間に嫌いや味みを言って、自尊心を守ったのである。

「なんで執事のくせにあんなに偉そうなのかしら！」

　腹を立ててマライアが言うと、アンドルーもそうだというように頷いた。一度も会話に加わらなかったが、どうやらアンドルーも立派に腹を立てていたらしい。

「あいつに決けつ闘とうを申もうし込んですっぽかしてみせたら、いい気分だろうなあ」

「やれよ、騎士殿。俺が決闘状を書いてやる。なんなら、君が頭に来てるってことを口頭で伝えてもいいぜ」

　彼の目は、まだ凶きよう暴ぼうさを失っていなかった。

　早速実行しかねないトービーに、マライアは急いで言う。

「今夜のところは我が慢まんなさいな、トービー。いいから、マルヴォーリオ先生のことは私にまかせてちょうだい。うまく騙だましていい笑いものにしてやるわ」

　先ほどから、マライアはその方法を探していたのだ。マルヴォーリオが良からぬ野心を抱きつつ態度も改めないつもりなら、彼の自信をくじいてしまえば良いのだと。

　一体どんな目に遭あったら、彼は謙けん虚きよになるだろう。懸けん命めいに頭を働かせていたマライアは、ふと閃ひらめいた。これ以上ないほど、愉ゆ快かいな方法だ。

「これであの人を笑いの種に出来ないようなら、私のことは阿呆と思って下さって結構よ。大だい丈じよう夫ぶ、自信があるわ」

　目を輝かがやかせたマライアに、トービーが興味を持った様子で微笑む。

「教えてくれよマライア。どうするんだい？」

「あの人ったらね、厳格で潔けつ癖ぺきなフリばっかりしてるでしょう？　でも実際はこうと決まった主義なんてなくて、とんでもないその時次し第だいの日和ひより見み主義なのよ。キザな阿呆で、ご大層な文句を頭に詰つめ込んでは、めったやたらに吐はき出しているだけ。しかも、大変な自惚うぬぼれ屋。人間のあらゆる美点を一身にそなえていると思い込んで、誰だって自分を見たら惚ほれずにはいられないと信じて疑わないの」

　普段から気に入らないと思っていたことを並べ立てて一息に言うと、マライアはにやりと笑った。

「だからね、その弱みにつけ込めば、簡単に仕返しが出来ると思うわ」

　自信ありげなマライアに、トービーの目に面おも白しろがるような色が浮かぶ。

「脚きやく本ほんはどうなるんだ？」

「あの人が通るところに、宛あて先さき不明のラブレターを落としておくのよ。その中に書いてある髭ひげの色、足の形、歩きぶり、目鼻立ちなどで、こいつはてっきり自分宛のものに違いないって思い込ませるわけ」

　それからマライアは、意味ありげに微笑んだ。

「しかもね、私はお嬢様そっくりの字が書けるの」

「読めたぞ！　お前の落としたラブレターを姪が書いたものと奴に思い込ませる。そして奴はオリヴィアが自分に惚れたとつけ上がるのか！」

「ええ。でも、それだけじゃつまらないじゃない？　だから私、こう書こうと思うの。黄色い靴くつ下したに十字の靴下留めをして笑っているあなたのことが好きだ、ってね」

　オリヴィアが自分に惚れていると勘かん違ちがいすれば、彼はきっとすっかり舞まい上がって手紙の通りに振る舞うだろう。普段自分らを非常識だと怒鳴る彼かれ自じ身しんが非常識な行動を取った時こそ、この仕返しは成立するのだ。

「因ちなみにね、黄色い靴下も十字の靴下留めもお嬢様が大だい嫌きらいなものなの。ニタニタ笑いも、今のお嬢様の気持ちに最もそぐわない顔つきよ。だって今はお兄様の喪に服しているのだから。まともな冷静さがあればそんなおかしな格好はしないわ。でも、あの自惚れ屋ならやりかねないと思わない？」

　マライアの提案に、トービーとアンドルーは揃そろって膝を叩たたいて喜んだ。

「あいつは絶対その格好をするだろうよ。賭かけてもいいぜ！」

「ぼくもだ！」

「じゃあ私は早速、手紙にとりかかるとするわ。だから今夜はこの楽しみの夢でも見て、あなたたちはおやすみなさい」

　すっかり夜も更ふけているのだ。彼らの怒りがすっかり影かげを潜ひそめたのを確認して、マライアは部屋へと戻ろうとした。

　けれどすぐ、トービーに手を引かれる。かと思うと、トービーはその手ての甲こうにそっとキスをした。

「ああ、おやすみ。女じよ傑けつ殿」

　どこまでも甘い囁ささやきだった。彼がこの悪戯いたずらを心底喜んでくれたということが伝わってきて、これ以上なく幸福な気持ちになる。それでもマライアは、懸命に平静を装よそおうと、お辞じ儀ぎをして足早にその場を後にした。

　夜風が、マライアの火照った頰を優やさしく撫でていく。

　颯爽と歩く彼女を見送りながら、残された二人はしみじみと溜息を漏らしたのだった。

「まったく。いい女だな」
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（はあ……。なんて言おう）

　翌朝。

　ヴァイオラは、オーシーノーの執しつ務む室しつの前で一人立たち尽つくしていた。

　いい加減、オリヴィアの使いに行った時のことを伝えなければならないと思っているものの、どうしても勇気が出ないためだ。

　話す機会は、いくらでもあった。

　昨日ヴァイオラが帰ってきた時、オーシーノーは外出していて夕食を共に出来なかったが、今朝の朝食は一緒にとったのだ。

　それでもヴァイオラは、切り出せなかった。なんというべきか分からなかったし、出来ればオーシーノーとの穏やかな朝食の時間を、不ふ穏おんな話題で失いたくなかったのだ。

　けれども、さすがに報告を怠おこたったまま今日の分の仕事をこなすわけにはいかない。

　悩なやんだ末に、ヴァイオラは扉とびらを叩いた。

「入れ」

　短いオーシーノーの声に促うながされ、ついに部屋へと足を踏ふみ入れる。

　しかし仕事をするオーシーノーの姿を見た途と端たん、ヴァイオラは言葉を詰つまらせてしまった。彼への愛いとおしさがこみ上げ、オリヴィアのことを話したくなくなったのだ。たとえそれが、求きゆう婚こんを断られたという話であっても。

「どうした？」

　立ち尽くすヴァイオラに、オーシーノーが書く手を止めて顔を上げる。そこに浮かぶ表情はいつもと変わらない。無表情に近いはずのその瞳に、ヴァイオラへの気き遣づかいを見つけてしまい、ヴァイオラの脳はますます苦しくなった。

「その……」

　懸命に言葉を絞しぼり出し、か細い声で話し始める。

「昨日の、ことなんですけど……」

　昨日、という言葉でどんな話題か分かったらしい。オーシーノーは眉み間けんの皺しわをぐっと深くして、ヴァイオラのことを見た。鋭するどい眼光に、ぞくりと背筋が寒くなる。

　オリヴィアの話をされるのが、嫌いやなのだろうか。それとも、──ずっと気にしていたのだろうか。

　もしそうだとしたら、ヴァイオラがずっと報告しなかったことに腹を立てているかもしれない。ヴァイオラはごくりとつばを飲み込むと、慌てて姿勢を正した。

「報告が、遅くなってごめんなさい。なんて、言えばいいか分からなくて。それで、オリヴィア様のことなんですが──」

「シザーリオ」

　オーシーノーが、ヴァイオラの言葉を遮さえぎる。かと思うと彼は急に椅い子すから立ち上がってそばまで来て、ヴァイオラの手首を摑んだ。

「……っ！」

　間近に迫せまった彼の顔に、息をすることも忘れる。近くで見ると、彼の双そう眸ぼうはこんなにも美しく見えるのだ。深い、底の見えない金の瞳に、縛しばり付けられたようになる。

「オーシーノー、さま……？」

　かろうじて彼の名前を呟つぶやくと、オーシーノーはヴァイオラの手を引いて執務室の扉を開いた。

「ここだと、人が来る。──こちらへ来い」

　なるほど彼は、この話を人に聞かれたくないのだ。

　確かに、執務室には多くの人が訪おとずれる。執事がいない今、なにを行うにしてもこの邸の主であるオーシーノーの承しよう認にんが必要だからだ。

　それにオーシーノーは、嵐の晩以降人前でヴァイオラと話すことを嫌きらっていた。それまで和なごやかに話していても、人が通りかかるとむっつりと黙りこんでしまうのだ。

　おそらく、普段の自分が壊こわされるのが怖こわいのだ。だからいつまで経たっても、殻からに閉じこもったままのようにオーシーノーの表情は固い。

（自分の邸なんだから、もっと寛くつろいでくれたらいいのに……）

　ぼんやりと考えながら彼に腕を引かれたまま歩いて行くと、驚いたことに辿たどり着いた部屋は、オーシーノーの私室だった。他人に聞かれず話せる場所が、ここしかなかったのだろう。

　それでも、彼があたりまえのようにこの部屋に呼んでくれたことを、ヴァイオラは嬉うれしく思った。これまでオーシーノーは、けして他人を私室に入れようとしなかったのである。

「ここへ来るがいい、シザーリオ」

　長なが椅い子すへ座すわると、オーシーノーは眼光を和やわらげて手を差さし伸のべた。その口元には、うっすらと笑みが浮かんでいる。

（怒おこって、ない……？）

　さっき不ふ機き嫌げんそうに見えたのは、ただオリヴィアの話を聞きたくなかっただけなのだろうか。ヴァイオラは戸と惑まどいながらも、長椅子には座らず彼の足元に腰こしを下ろす。小姓の立場である自分が主と並んで座るわけにはいかないし、なにより恥はずかしかったからだ。しかしそんな考えに気づかない様子で、オーシーノーは抱き寄せるようにヴァイオラの肩かたに手を置いた。

「……っ」

　この体勢は、部屋の外に声が漏れないようにするため。そう自分に懸命に言い聞かせたが、鼓こ動どうが速くなるのを止めることは出来ない。

　男性らしい固く骨ばった手の感かん触しよくに、耳に当たる吐と息いきに、ただただ頰が熱くなる。それでも、身動みじろぎせずにヴァイオラはそのままでいた。彼のそばにいられるこの瞬しゆん間かんが、幸せでたまらなかったのだ。

「それで？」

　耳元で静かに問われ、更さらに体温が上がる。

　緊きん張ちようで声が上うわ擦ずりそうになるのを必死で堪こらえると、ヴァイオラはゆっくりとオリヴィアのことを話し始めた。

　最初は邸に入れてもらえなかったこと。でも粘ねばり続けたら、ようやく通してもらえたこと。精せい一いつ杯ぱい口説いてみたものの興味を持ってもらえなかったこと。でも、このことをオーシーノーに伝えて、彼がどんな反応を示したかを伝えに来るのは構わないとのこと。

　彼女が自分に惚れたらしいことだけは割かつ愛あいしながら伝えると、オーシーノーは苛いら立だたしげに鼻を鳴らした。

「こちらの要求には応えられないが反応は気になる、か。相変わらず偉そうな女だな」

　声は苦々しげで、彼がオリヴィアの態度を気に入らないと思っていることが、ありありと伝わってきた。そして、彼女に良いようにあしらわれていることに、腹立たしいと思っていることも。

（せめて、街の噂うわさになっていなければ良かったのに……）

　そうすればオーシーノーは、こうも彼女を無理に自分のものにしようと躍やつ起きにはならなかったのではないだろうか。つかの間そう考えたヴァイオラだが、ことはそう簡単ではないのにも気づいた。イリリアで過ごすうちに分かってきたが、この地には公爵の結婚相手として相応ふさわしい身分の女性が、オリヴィア以外にいないようなのだ。

　余計に、自分が本来の身分を隠していることが辛くなる。

（私が女だと知ったら、オーシーノー様はどうするかしら）

　ヴァイオラの本来の身分は、伯爵令れい嬢じよう──つまり、オリヴィアと同じだ。

「世の女が、お前みたいに素直な奴ならな……」

　ふいに、独り言のように耳元で囁かれ、ヴァイオラは息が止まりそうになった。まるで、ヴァイオラの考えを読んだかのようだったからだ。

（でも、オーシーノー様は言わない。私が女ならば、と……）

　そう言われれば今すぐにでも、素性を打ち明けただろう。

　けれど、オーシーノーは言わなかった。だからヴァイオラもまた、真実を口に出来ない。初めて覚えた恋に騒ぐ心が、頭の片かた隅すみに残った理性に押おしとどめられる。

　心臓の音に紛まぎれて、窓の外から音楽が聞こえてきた。街のほうで祭りでもやっているのだろうか。

　風に乗って届く調べはどこか切なく、オーシーノーへの恋に痛む胸にはひどく沁しみる。

　それでも、この苦しさを紛らわすためには、音楽にでも耳を傾かたむけたほうがいいに違いない。ヴァイオラはそっと目を瞑って、音楽に聞き入った。





来るがいい、来るがいい、死よ、

この身を杉すぎの柩ひつぎに横たえよ。

去るがいい、去るがいい、息よ、

美しいむごい娘むすめに殺されて。

櫟くぬぎの枝、経帷子きようかたびらの胸にさし、

着せておくれ、

二人とないまことの愛に死ぬものを

飾かざるために。







花一つ、花一つさえ、

この身をおさめた柩にそなえるな。

友一人、友一人さえ

悲しみの野辺の送りに従うな。

人知れぬ山やま奥おくの地に、この身を

埋うめておくれ、

墓を見てまことの愛に泣くものを

避さけるために。






　しかし、耳を傾けたのは過あやまちだった。これは恋する心に沁みるような、穢けがれなき愛の歌だったのだ。

　自分の鼓動が騒がしいのは、この音楽に心をかき乱されているからだろうか。それとも、愛しい人がすぐそばにいるからだろうか。

「……き、綺麗な、音楽ですね」

　動どう揺ようを隠すようにヴァイオラが小さく呟くと、オーシーノーは言った。

「こんな音楽がいいのか？」

「はい。まるで、恋の神様の、胸の底から響くこだまのようです」

　思ったままに答えると、オーシーノーは小さく笑いを漏らした。

「お前、まだ子供のくせに恋しい人の面影にその目を奪われたことがあるようだな」

　その相手が自分であることにも気づかずに言うオーシーノーに、ヴァイオラは胸を痛めながら頷いた。

「はい。あなた様のおかげで」

「……っ」

　頷くと、オーシーノーのたじろいだ気配がした。

「どんな女だ？」

　僅わずかに、オーシーノーの声が低くなる。焦ったような、怒ったような声だ。

　けれど彼のそんな様子に、ヴァイオラは気づくはずもなかった。彼の目に、やはり自分は男としてしか映っていないのだという事実に、落ち込んでいたのである。当然のことのはずなのに、胸が痛む。

　それでも自分の想おもいに気づいて欲しくて、ヴァイオラは言った。

「あなた様のような、顔立ちです」

「俺の、ような顔？」

　ぎょっとしたように、オーシーノーは言った。

「それはお前にはもったいないだろう！　年はいくつなんだ」

「あなた様ぐらいの年ごろです」

　囁くように言った瞬間、急に肩かたをぐいと引かれた。顔を覗き込んでくるオーシーノーに、無理やり振ふり向むかされたことに気がつく。

（え……っ）

　今、顔を見られたくはなかった。ヴァイオラは慌てて背を向けようとしたが、それは叶かなわなかった。オーシーノーに、強く両肩を摑まれていたのだ。

「年上過ぎだ！　そんな女、やめておけ！」

　オーシーノーの顔は、真剣そのものだった。その目が、悔くやしそうな、苛立たしげな色を浮かべている。

（なんで……）

　まるで、嫉しつ妬としているようだとヴァイオラは思った。

　お気に入りの小姓が、自分以外の者に心を奪われるのが許せない、とでもいうような。

（ま、まさかそんなわけ……）

　さすがに自分の都合の良いように解かい釈しやくし過ぎだ。慌ててその考えを追いやろうとしたが、一度浮かんだ考えは簡単には消えてくれなかった。

　なんと言えばいいのか分からなくなり、ヴァイオラは俯うつむいてしまう。その途と端たん、小さく息を吞む声が聞こえた。声を荒あららげたことを後悔しているように、オーシーノーが肩から手を離はなす。

「……大体、愛なんて下らないだろう。お前はそんなもの、覚えなくていい」

　独り言のように、オーシーノーは言った。投げやりな声に、息が苦しくなる。

「オーシーノー様は、やっぱり愛を否定なさるんですね」

　俯いたままヴァイオラが呟くと、オーシーノーの笑った気配がした。

「当然だろう。人間は、信用ならん。どうせ、いつかいなくなるんだ」

　その声は、自じ嘲ちようめいていた。他人を拒きよ絶ぜつし続ける彼の心に、ずきりと胸が痛くなる。自分には少しでも心を開いてくれていると思っていた。けれどまだ、彼は恐れているのだろうか。人を信じることを。

　どうせヴァイオラもそばからいなくなると、そう思っているのだろうか。

　頑かたくなに愛を拒絶するオーシーノーに、悲しくなる。

　──それでもヴァイオラは、そんなオーシーノーが好きなのだ。

「では……もし、もしあなた様を愛している娘が他にいるとしたら、どうします？」

　ゆっくりと、ヴァイオラは顔を上げた。

「あなた様に報むくいてもらわなければ死んでしまうというような、苦しみを抱えていたら」

　ひたむきに、オーシーノーの顔を見つめる。オーシーノーは僅かにたじろいだように目を見張り、長椅子の背に体を預けて深々と溜息をついた。

「そんな女、いるはずがないだろう。第一、女がそんな恋をするだなんて信じられん。どうせ、愛しているというのも口先だけのことだ。俺が報いたところで、いつかは去っていくに決まっている」

　オーシーノーはけして、人の愛を信じないのだ。──母の愛が、父を裏切るようなものだったから。

　小こ馬ば鹿かにするように言ったオーシーノーに、しかしヴァイオラは首を横に振った。

「でも、私は知っております。女の愛が、どんなものであるか」

　囁くように言って、ヴァイオラは長椅子の縁ふちに手を置いた。身を乗り出し、下から懸命にオーシーノーの顔を見上げる。

「私の父に娘がありまして、ある男を愛しました。私が女でしたら、きっとあなた様に抱いたであろうような、深い愛でした」

　真剣なヴァイオラの眼まな差ざしを受けて、オーシーノーが居い心地ごこち悪わるげに視線を逸そらす。

「……で、その恋物語はどうなったんだ？」

　視線が、合わない。ヴァイオラは苦しくなりながらも、続けた。

「白紙のままです。自分の恋を誰にも言わず胸に秘めて、蕾つぼみに潜む虫のような片かた想おもいにバラの頰を蝕むしばませたのです。そして次第に病やみ、青ざめた憂うれいに沈しずみ込み、それでも石に刻んだ忍にん耐たいの像のように、悲しみに微笑みかけていました」

　ヴァイオラの秘めた告白は、海の底で生まれた泡あわのようだった。明るみに出る頃ころには弾はじけて消えてしまう。

　それでも、言わずにはいられなかった。オーシーノーを想う娘がこれほど苦しんでいるのだということを。自分が彼を愛して止まないこと、自分という存在が、ここにいるということを。

「──これが、女のまことの愛です、オーシーノー様」

　だから女の愛を拒絶しないで欲しい。その一心でヴァイオラは言ったが、オーシーノーの顔に浮かんだのは気遣いの表情だけだった。

「それで、その父上の娘むすめ御ごは、恋のために亡なくなったのか？」

　彼は、この話がヴァイオラの姉か妹の話だと思っているようだ。そして、家族を失った苦しみを、ヴァイオラが訴うつたえていると勘違いしたのだろう。オーシーノーの心配するような柔やわらかい眼差しに、息が苦しくなる。

（違うのに。私が言いたいのは──）

　悔しさと切なさに、胸が張はり裂さけそうだった。彼に気づいてもらえないのが辛くて、そして彼の優しさに悲しくなるのだ。

「今、父の子供に娘はおりません」

「そうか」

　ヴァイオラが俯くと、頭にあたたかいものが載った。オーシーノーの手だった。

　ぎこちなく慰なぐさめるような手のひらのぬくもりに、目頭が熱くなる。

（どうしよう。やっぱり私、オーシーノー様が好き……）

　この想いを我慢することは拷ごう問もんに等ひとしい。

　オーシーノーの残ざん酷こくな優しさに苦しくなり、ついに涙が溢あふれた。ぽたぽたと、膝の上に雫しずくが落ちていく。

「……シザーリオ？」

　涙を見てぎょっとしたオーシーノーに、ヴァイオラは首を横に振った。

「ごめんなさい。なんだか、思い出しちゃって……」

　これは、家族を失った涙だ。そう思わせたくて、ヴァイオラは必死に言い訳を口にした。細い肩を震ふるわせ、懸命にオーシーノーから顔を逸らす。

　この秘めた恋心を、悟さとられるわけにはいかない。荒れ狂う感情を懸命に堪えていると、ふと腕を摑まれ強ごう引いんに引き寄せられた。

「──っ！」

　オーシーノーに抱き締められていると気がついたのは、その直後だった。

　いつの間にか長椅子を降りていたオーシーノーが、ヴァイオラのことを強く抱き締める。

　彼の逞たくましい胸むな板いたに、伝わってくる体温の熱さに、ヴァイオラは息を吸うことも敵かなわなくなった。心臓が張り裂けそうになり、ただ、陸に打ち上げられた魚のように口をわななかせることしか出来なくなる。

「シザーリオ、泣くな」

　どこまでも優しい声が、耳じ朶だを打つ。オーシーノーはただ、ヴァイオラを泣なき止やませたいだけなのだ。そうと分かっていても、激しく脈打つのだけは止めようがなかった。

　好きな人に抱き締められているというのに、どうして冷静でいられるというのだろう。

「ごめん、なさい……。でも、大丈夫、ですから」

　弱々しく、オーシーノーの体を押し返す。そしてヴァイオラが睫まつ毛げを濡ぬらしたまま顔を上げると、オーシーノーははっと目を見開いた。頰がさっと赤くなり、その瞳に動揺が浮かぶ。

（オーシーノー様……？）

　まるで、信じられないものを見たというように彼が硬こう直ちよくする。そんな彼の顔に、ヴァイオラはさっきとは別の意味で頰が熱くなるのが分かった。泣きはらした顔を間近で見られていることに気がついたのだ。

　もしかして、男なのに情けないと思われているのだろうか。思えば、オーシーノーの前で泣くのは二度目だ。さぞや、軟なん弱じやくな男だと思われていることだろう。

　涙を隠すように身を引こうとしたが、オーシーノーに両りよう腕うでを摑まれておりそれは叶かなわなかった。

「シザーリオ……」

　掠かすれた声で囁いて、彼は涙を拭ぬぐうようにヴァイオラの目め尻じりにそっと口づけをした。柔らかい唇の感触に、ヴァイオラの頭が一気に茹ゆで上がる。
















「ん……っ」

　くすぐったさに身を捩よじったが、オーシーノーはヴァイオラの腕を離さなかった。両腕を摑んで拘こう束そくしたまま、何度も目元にキスをする。

「泣くな。シザーリオ……」

　その声は、どこまでも真しん摯しなものだった。泣いていることを本気で心配し、懸命に慰めようとしてくれていることが伝わってくる声だ。オーシーノーの優しさが胸に染しみ込むようで、またしても涙が溢れてしまう。

　彼は、こんなにも優しく慰めてくれているのに、自分は彼に本当の気持ちを話すことが出来ないのだ。

（こんなに、好きなのに……）

　ぎゅっと目を瞑ると唇の感触が余計に感じられ、ヴァイオラはめまいを感じながら熱い吐息を漏らした。頭がぼうっとしてきて、うまく物事が考えられなくなる。

「オーシーノー、様……」

　ゆるゆると目を開いて、熱に浮かされた眼差しでオーシーノーの顔を見上げる。その瞬間、彼のまとう空気が変わった。

「シザーリオ……」

　ぐっと低い声で囁いて、オーシーノーはヴァイオラの頰をそっと手のひらで包つつみ込んだ。憂うれいたような薄うすい金の瞳に引きこまれ、目が逸らせなくなる。

（まさか──）

　焼けつくような唇の近さに、触ふれる吐息の熱さに頭が真っ白になる。経験がなくても、分かることがある。予感出来るものは、あるのだ。

　苦しくなった胸むな元もとに、思わず手を当てる。

　その刹せつ那な、ヴァイオラは我に返った。

　指に触れた生き地じの質感に、今の自分の性別を思い出したのだ。オーシーノーから逃のがれるように慌てて俯く。

「ぼ、ぼく……男ですよ、オーシーノー様……」

「──っ！」

　かろうじて聞こえるようなか細い声で囁くと、オーシーノーは弾かれたようにヴァイオラから離れた。

「そう、だった」

　くぐもった声が聞こえる。顔を上げると、オーシーノーは口元を手で覆おおって顔を赤くしていた。

「お前は、男だったな……」

　顔を逸らすオーシーノーの眉が、悩ましげにひそめられる。心なしか、耳まで赤く染まっているように見えた。

　照れている。そうと分かった瞬間、余計に恥ずかしさが募つのり、ヴァイオラは俯いてしまった。真っ赤になったヴァイオラを見て、オーシーノーが慌てた声を上げる。

「い、言っておくが俺は、男だん色しよく家かじゃない。ただ少し、うっかりしていただけだ」

　言い訳のように、オーシーノーは早口に言った。

「その……お前を見ているとつい、忘れるんだ。お前が、男だということを……」

（え……っ？）

　正体が見破られたのではとどきりとして顔を上げたが、彼の顔を見る限りそういうわけではないようだった。困こん惑わくした表情のまま、オーシーノーが言い聞かせるように呟く。

「そうだ。お前は、男なんだ。……どれだけ女に見えても……男、なんだ」

　どこか悔くやむような、寂しそうな声だった。まるで男であることを惜しんでいるかのような声に、一気にヴァイオラの鼓動が跳はね上がる。

（もし──）

　もし自分が女だと言ったら、どうするというのだろう。

　つい、声に出して訊きいてしまいそうになる。しかしそれは、言葉になることはなかった。それより先にオーシーノーが口を開いたのだ。

「シザーリオ。オリヴィアの元に使いに行ってくれ」

「……っ」

　断たち切きるような、拒絶するような硬い声に、はっとする。

　そうだ。自分たちは、確かにその話をしていたのだ。

　今やもう、オーシーノーの顔は平常に戻っていた。現実を見据えるような厳しい表情が浮かんでいる。

「──あの高こう慢まんな女に、伝えてくれ。どのような拒絶にあおうと諦めない、とな」

　そう言うオーシーノーの瞳には冷ややかな色が宿っており、彼が決意をしたのが分かった。自分のすべきことは、オリヴィアと結婚することだ、と──。
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　──いつから、自分は変わってしまったのだろう。

　シザーリオが出て行った後の扉とびらを見つめながら、オーシーノーは一人、彼かれが来てからのことを思い返していた。

　初めて見た時は、なんとも思わなかった。ただ、ずいぶんと非力で役に立たなそうな少年が来たものだと思っただけだ。

　けれどすぐにその印象は思おもい違ちがいだと分かった。彼はどこまでも有能で、驚おどろくようなひたむきさで自分の与あたえた仕事をこなしていったのだ。

　それでもどうせ、彼もすぐに辞やめるだろうと思っていた。誰だれもが簡単に自分のそばから去って行く。だから、シザーリオのことも必要以上には近づけまいとしていた。

　なのに彼は、やすやすとその壁かべを越こえてきたのだ。

　あの、嵐あらしの晩。シザーリオは言った。

　一いつ緒しよにいたい、と。

　──ずっと、ずっとそばにいる、と。

　あんな言葉を言われたのは、生まれて初めてだった。そして言われた瞬しゆん間かん、自分がその言葉をずっと渇かつ望ぼうし続けていたことに気がついたのだ。

　だから、怖こわかった。

　このままシザーリオと一緒にいたら自分を見失うのではないかと。自分を守るために懸けん命めいに覆おおってきた殻からが破れ、耐たえ切れない心の痛みが己おのれを襲おそうのではないか、と。

　それでも、一心に慕したってくる彼を遠ざけることはもはや出来なかった。だからオーシーノーは、シザーリオをそばに近づける代わりに、他人の目を遠ざけたのだ。シザーリオと話している時の自分を、見られないように。無防備さを晒さらけ出してしまう自分が、人目につかないように、と。

　しかしそれでも、オーシーノーの心は平へい穏おんを取とり戻もどせなかった。

　あの嵐の晩以来、シザーリオが女にしか見えなくなってしまったからだ。

　多分、あの晩に触ふれた震ふるえる華きや奢しやな肩かたが、男とは思えないほど細い体たい軀くが、オーシーノーを狂くるわせたのだ。あの時のシザーリオは少女と見み紛まがうほど愛らしく、男だと思えないほど可か憐れんで儚はかなげに見えたのだから。

　どれだけ自分に言い聞かせても、もはやシザーリオのことを男として見ることは出来なくなった。

　翌日出かけた時にも、通りかかった服屋でドレスを見て足を止めてしまったほどだ。シザーリオに似合いそうだ、と。

　それでも懸命に自分を律りつしようとした。男なのだから、妙みような目で見てはならない、ドレスを着せたいと思ってはならない、と。

　それだというのに今日、頰ほおを濡ぬらすシザーリオを見た瞬間、彼が男であるという事実を完全に忘れてしまった。

　だから、触れてしまった。──キスしたいと、思ってしまった。

「くそっ」

　自分を惑まどわす感情に、オーシーノーは思わず悪あく態たいをついた。

　今もまだ、シザーリオの肩の熱さがこの手のひらに残っている。涙なみだで濡れた長い睫まつ毛げが、艷つややかな唇くちびるが、目に焼き付いて離はなれない──。

　女おんな嫌ぎらいだという自覚はあった。だが、だからといって男が好きなつもりもない。

　今まで、こんな感情を覚えたことなどなかったのだ。

（どういうことなんだ、これは……！）

　このままでは、道ならぬ道に足を踏ふみ出しかねない。だから、シザーリオをオリヴィアの元へ行かせたのだ。

　正直、オリヴィアと結けつ婚こんしたいなどとは微み塵じんも思えない。

　それでも、自分はオリヴィアに求きゆう婚こんしなければならないのだ。

　でなければ、男であるシザーリオを好きになったと認めることになるのだから──。
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　オリヴィアの邸やしきへと向かうヴァイオラは、先ほどのオーシーノーの眼まな差ざしを一人思い出しては悶もん絶ぜつしていた。

（さっき……キス、されると思った……）

　間近で見るオーシーノーの双そう眸ぼうは、なんと美しかっただろう。思い出せば出すほどに息が苦しくなって、ヴァイオラはぎゅっと胸むな元もとを握にぎった。

（でも、オーシーノー様はオリヴィア様と結婚する気なんだ……）

　いざとなればオーシーノーは、自分も邸に赴おもむくつもりだと言っていた。それほどまでに本気で、彼かの女じよと姻いん戚せき関係を結ぶ気になったのだ。

（嫌いやだ──）

　自分が芳かんばしい結果を残さなければ、オーシーノーが直接オリヴィアを口く説どくことになる。

　けれど自分がうまく話を進めても、オーシーノーはオリヴィアと結婚してしまうのだ。

　こんなこと、我が慢まん出来ない。

　はっきりと悟さとったが、ヴァイオラの歩みは止まらなかった。どうすべきか分からないにしても、なにもしないままでいたら状じよう況きようは悪化する一方なのだ。

　せめて、オリヴィアに会えばなにか事態が好転するかもしれない。

　そんな一いち縷るの望みを胸に、ヴァイオラはよろよろと歩いていた。

　こんな自分に、オリヴィアを上手に口説けるだろうか。自分はオーシーノーに恋こいをしているのに。そしてオリヴィアは、自分に惚ほれているかもしれないのに──。

（で、でもそれは私の気のせいかもしれないし！）

　必死にそう考えてみたが、それでも受け取った指輪の存在が消えるわけではない。

　一体どんな顔をして彼女に会えば良いのかと悩なやみながら歩いているうちに、ヴァイオラは結局オリヴィアの邸へと辿り着いてしまった。

　もう、逃にげも隠かくれも出来ない。

　諦あきらめて邸に入ろうとしたヴァイオラだったが、鉄てつ柵さくで出来た門の前まで来て立たち尽つくしてしまった。というのも、案内の人間が誰だれ一人ひとりいなかったからである。

（困ったなあ）

　さすがに、勝手に入るわけにもいかない。きょろきょろと辺りを見回していたその時、小こ太だい鼓こを機き嫌げんよく叩たたいている道どう化けがこちらへ歩いてくるのが見えた。その軽快な調べに心が弾はずんでくる。

　オリヴィアにまだ会いたくなかったヴァイオラは、門の中に入るのを二の次にして道化のそばへと駆かけ寄よった。彼と話して少し気を紛まぎらわせたいと考えたのだ。

「ご機き嫌げんよう」

　挨あい拶さつしてみて、ヴァイオラは驚いた。彼が、あまりに美しい青年だったからだ。白銀の癖くせ毛げが、淡あわく輝かがやいて見える。こんなに美しい道化を見たことのなかったヴァイオラは、思わず首をひねった。彼は道化のように見えるが、実際は楽師かなにかなのだろうか。

「君はその小太鼓のおかげで暮らしているの？」

　素す直なおに疑問を問いかけてみると、彼は悪いた戯ずらっぽく瞳ひとみを輝かせて小太鼓を鳴らした。

「まさか。教会のおかげで暮らしてるんだ」

「じゃあ、君は神父さんなの？」

　とてもではないけれど聖職者には見えない。ヴァイオラが驚いていると、道化は薄うすく微笑ほほえんだ。

「それほどのものじゃないさ。でも、教会のおかげで暮らしてる。ぼくの暮らしている家は、教会の陰に立ってるんだ」

（なあんだ）

　見事な言葉遊びをしてみせるところを見るとなるほど、やはり彼は見た目通り道化なのだ。ヴァイオラは、仕返しとばかりに口を開いた。

「陰がおかげなら、物もの乞ごいが王様の領地の森の中に住んでいれば、王様は物乞いのお守りをしていることになるし、君が教会のそばで鐘や太たい鼓こを鳴らせば、教会は君のお金で成り立つことになるね」

　どうだと言わんばかりに道化を見ると、彼は笑いながら自分の額をぺしりと手で叩いた。

「いやあ、参った。阿あ呆ほうの住みにくい時代になったなあ。利口者の手にかかっちゃ、言葉も手て袋ぶくろみたいにあっという間にひっくり返されちゃうんだもの」

「それで、君はオリヴィア様の阿呆だろう？」

　でなければ、道化がこんな場所をふらふらと歩いているはずがない。案内してもらえないかと思って訪ねてみたが、彼はそらとぼけるばかりだ。

「とんでもない。オリヴィア様は阿呆とは無む縁えんだよ。結婚すればご亭てい主しゆって阿呆を抱かかえることになるだろうけどね。ぼくはオリヴィア様の阿呆じゃない。言葉の遊び人ってことさ」

「じゃあ、誰の阿呆なのさ」

「阿呆ってのは、おてんと様みたいに地球の上を歩きまわる。どこだってまんべんなく照らすんだ。そういう阿呆がうちのお嬢じよう様さまばかり照らして、他のご主人を照らさないようじゃあおてんと様に申し訳ないでしょう？　おかげで利口者のあんたにもお目にかかれたってわけさ」

　のらりくらりと躱かわす彼に、ヴァイオラは呆あきれた顔をした。彼が、道化であることを思い出したのだ。彼の本分は会話をすることであり、それによって駄だ賃ちんをもらうのが仕事なのだ。つまり、要求を通すためには、見返りが必要ということだった。

「分かったよ。はい、お疲つかれ様さま」

　言葉遊びの駄賃としてコインを一枚渡わたすと、道化は嬉うれしそうに受け取った。

「ありがと。神様がお恵めぐみで髪かみだけでなく髭ひげにも恵まれますように」

「……それで、お嬢様はご在宅？」

「このお金がつれあいを持てば、子を生むかな？」

　にやっと笑った道化に、ヴァイオラはやれやれと思った。どうやら、これだけのコインでは足りないらしい。確かにヴァイオラは、この使いのためにオーシーノーから少しばかりのお金を預けてもらっている。こうして、道化に金をせびられることもあると主人はちゃんと理解していたに違ちがいない。渡してもいいとは思ったが、なんとなく癪しやくでヴァイオラは彼と同じようにとぼけてみせた。

「うまく回せば、利息を生むんじゃないかな？」

「ぼくは取り持ち役になって、この〝トロイラス〟に〝クレシダ〟を合わせてあげたいんだよねぇ」

　トロイラスにクレシダ──それは、とある戯ぎ曲きよくの中の登場人物であり、密ひそかに愛し合っている二人の男女の名前だった。つまり彼は、手元のコインをトロイラスとし、ヴァイオラの懐ふところのコインをクレシダに見立ててその間を取り持ちたいと言っているのだ。うまい彼の言い回しに、呆れるのも忘れて感心してしまう。

「うまいなあ、せびり方が。分かったよ、はい」

　折れてヴァイオラがコインをもう一枚渡すと、彼は機嫌良く言った。

「お嬢様はご在宅だよ。ついでに、君のことも取り次いであげる。因ちなみにぼくはフェステって言うんだ。以後、お見知り置きを」

　気持ちよさそうに笑って、フェステはあっという間に門の中に引っ込んでしまった。門の前に立ったまま彼を見送ったヴァイオラは、一人になるとほっと溜息をつく。

（ああ疲れた。言葉遊びってどうしてこんなに頭を使うのかしら）

　つい張り合いたくて必死に知ち恵えを絞しぼってしまったが、彼はこれぐらいの言葉遊びはどうということもないのだろう。やはり、阿呆をつとめるにはそれだけの知恵がいるようだ。

　きっと彼は、利口だから阿呆の真ま似ねが出来るのだろう。

　しみじみと、ヴァイオラは感心した。冗じよう談だんを言うにも、相手の気持ちを探さぐり、人ひと柄がらを見み極きわめ、時と場合を心得ていなければならない。そして道化ともなると、目の前を横切る獲え物ものを、鷹たかのように逃のがさず捕とらえなければならないのだ。

（これは、大変な仕事だわ。利口な人が知恵を働かせる以上に）

　自分にもあれだけの度ど胸きようと機き転てんがあれば、どんなにいいだろう。オリヴィアと会うこともこんなに憂ゆう鬱うつにはならないかもしれない。

（そうだ、なんて言おう……）

　自分の置かれた状況をはたと思い出し、ヴァイオラは呆あつ気けにとられた。

　結局、なんの心構えも出来なかった。それでも、自分はこれからオーシーノーに代わって彼女を口説かなければならないのだ。

（なんにせよ、オリヴィア様に好かれないように気をつけないと……）

　せめて彼女に幻げん滅めつされれば、ひとまず一つの問題は解消される。はたしてどう振ふる舞まうのが正解だろうかと悩みながら待っていると、向こうから奇き妙みような姿をした人が歩いてくるのが見えてヴァイオラはぎょっとした。

（えっ、なにあれ……）

　そこにいたのは、黄色い靴くつ下したに十字の靴下留めをした男の姿。顔は確かに昨日会ったマルヴォーリオという執しつ事じのはずだが、その立ち姿はまったくもって以前と違うものとなっていた。

　にやにやと笑いながら、自分の影かげ法ぼう師しを相手にお辞じ儀ぎの稽けい古こをしている。その姿はどこまでも滑こつ稽けいで、しかしあまりに真しん剣けんなものなので、笑い飛ばすことも出来ずにヴァイオラは呆ぼう然ぜんとした。

（ええと──）

　こういう時は、見なかったフリをするのが一番だ。慌あわてて目を逸らそうとしたが、うっかりマルヴォーリオと目が合ってしまった。

　お辞儀の稽古をやめ、マルヴォーリオが歩いてくる。かと思うと彼は、門もん扉ぴを開いてヴァイオラのことを見下ろした。

「また来たのか、オーシーノーのお使い」

　偉えらそうな態度ではあったが、その顔には何な故ぜか隠し切れない喜びが溢あふれている。

「は、はい。今、道化の方に案内をお願いしていて……」

「そうか」

　ふふ、と含ふくみ笑わらいを浮うかべる。かと思うと、マルヴォーリオはふんぞり返って言った。

「だが残念だったな！　なにを言おうとお嬢様がお前の主になびくことはない！　何故なら、お嬢様の好みはこの私のような姿なのだから！」

　胸を張り、マルヴォーリオがわざとらしく足を前に出す。その黄色い靴下にどんな顔をしたらいいのか分からないまま、ヴァイオラは目を瞬しばたたかせた。

「……そう、なんですか？」

　到とう底てい信じられず聞き返したヴァイオラに、マルヴォーリオは満足げに胸を反そらした。

「ああ、疑う余地もない。お嬢様は、私に手紙を下さったのだからな！　ほれ、見るがいい！」

　喜々として、マルヴォーリオが一枚の手紙をヴァイオラに見せる。秘密にしなければならないが誰かに話したくて仕方がない、そんな態度だ。

「ええと……？」

　悩んだ末に、ヴァイオラはその手紙を受け取った。恐おそる恐おそる開いて、中に視線を落とす。





　この手紙がお手元に届けば、よくお考えくださいますよう。

　私の運命の星があなたより上にあろうと、高貴な身分を恐おそれてはなりませぬ。

　高貴な身分に生まれるものもあり、高貴な身分を自ら獲かく得とくするものもあり、高貴な身分を投なげ与あたえられるものもあります。

　あなたの運命は、あなたに手を差さし伸のべています。決然たる勇気をもってその手をおとりなさい。

　将来のご自分の地位にそなえ、卑いやしい衣ころもを脱ぬぎ捨すて、新しい姿をお示しなさい。

　親族には敵意を、召めし使つかいには横おう柄へいさを、言葉には荘そう重ちような響ひびきを、服装には他と異なる装よそおいを誇こ示じしなさい。こう申すのもあなたをお慕したいすればこそ。

　思い出してください。あなたの黄色い靴下を褒ほめ、あなたの十字の靴下留めを常に見たいと願いました者のことを。なにとぞ、思い出してください。

　あなたに以上のお心があれば、高貴な身分は目の前です。さもなければ、永久に執事、召使いの地位に留とどまり、幸運の指先に触れることさえ叶わないでしょう。




さようなら、あなたと主従の地位を変えたいと願う、幸せにして不幸せな女より






（えーと……）

　確かに筆ひつ跡せきは美しく、育ちの良さを感じさせるものだった。しかし本当にこれはオリヴィアの書いたものなのだろうか。ヴァイオラが固まっていると、マルヴォーリオが苛いら立だたしげに鼻を鳴らす音が聞こえた。

「まさか、疑っているのではなかろうな？」

「え？　いえ……」

「言っておくが、執事であるこの私がお嬢様の字を見間違えるわけがない！　そもそもオリヴィア様の愛用しているルークリースの姿のある封ふう印いんで閉じられている以上、疑いようもないのだ！」

　裏返すと、確かにそこにはルークリース──古代ローマの軍人コラタインの妻の図ず柄がら──の封印で押おされた封ふう蠟ろうの跡があった。彼がここまで自信たっぷりに言う以上、本当のことなのだろう。

（ってことは──）

　オリヴィアは、マルヴォーリオが好きだということだ。その事実に、急に安あん堵ど感かんが湧わき起おこってくる。

（なあんだ、良かった。お嬢様が私に恋をしたと思ったのは、勘かん違ちがいだったんだわ）

　この手紙の内容を信じる限り、自分は彼女の好みからは程ほど遠とおい。黄色い靴下も、十字の靴下留めも、つけたことはないのだから。

「分かったら、さっさと帰るがよい。望みは一ひと欠片かけらもないのだからな！」

　ひったくるようにして手紙を取り返すと、マルヴォーリオは門を閉めるのも忘れたまま大おお股また歩きで去って行った。その背中を、黙だまったまま見送る。

（帰れるものなら、帰りたいけど……）

　ついさっき、オリヴィアを呼んで来て欲しいと頼たのんでしまったのだ。黙って帰るわけにはいかない。

　それでも、自分がどう振る舞うか悩んでいたヴァイオラにとって、マルヴォーリオの言葉はこれ以上ない朗報だった。普ふ段だん通りにしていればいいと分かったのだから。

　それになにより、彼女が恋をしているというのは良い報しらせだった。オーシーノーにそう伝えれば、求婚を諦めてくれるかもしれない。

　自分は、マルヴォーリオとオリヴィアの恋を応おう援えんしよう。二人が結婚すれば、オーシーノーは当分独り身でいられるようになる。

　ほっとしながらヴァイオラがそんなことを考えていると、庭の植木の陰かげから三人の男女が姿を現した。

（あれは──）

　栗くり色いろの髪の女性。あの背格好には見覚えがある。オリヴィアにマライアと呼ばれていた侍じ女じよだ。それに、オリヴィアの叔お父じだと名乗っていた男も一緒にいる。

「おいおい、今の見たかよ！　傑けつ作さくだなアンドルー！」

「ぼくもう、お腹なかが捩よじれそうだよトービー！」

「お楽しみはまだこんなものじゃないわ。さっ、早くあの人がお嬢様の前に行くところを見に行きましょう！」

　げらげらと笑いながら、三人がマルヴォーリオの去って行ったほうへと走っていく。あまりに楽しそうなものだからつい気になってヴァイオラも門の中へ足を踏ふみ入れると、邸のほうからオリヴィアが走ってくるのが見えた。

　三人には目もくれず、真まっ直すぐにヴァイオラの元へとやってくる。そして頰を上気させたまま、彼女はヴァイオラの手をぎゅっと握ったのだった。

「さ、こっちへいらして！　お話ししたいことがいっぱいあるの！」




　ヴァイオラに連れて来られたのは、美しい花の咲さき誇ほこる庭園だった。

　庭木戸が閉められると、取り囲む木々のせいで、周囲から少しだけ隔かく絶ぜつされたようになる。

　むせ返るような花の香かおりに、色とりどりの美しい花。ヴァイオラは取とり繕つくろうことも忘れてうっとりと目を細めた。自分の家のことを思い出したのだ。

　ヴァイオラの生家も、美しい庭園が自じ慢まんだった。咲き誇る花々の陰に隠れ、双ふた子ごの兄とよくかくれんぼをしたものだった──

「あなた、お名前は？」

　不意に響いたオリヴィアの声に、ヴァイオラははっと我に返った。今は、花に見み惚ほれている場合ではない。使いとしての役目を果たさなければならないのだ。

「シザーリオと申します」

　背筋を正してお辞儀をすると、ヴァイオラは早さつ速そく要件を伝えるべく口を開いた。

「それで、お嬢様。私がこの邸へ参ったわけですが──」

「わたくし、公こう爵しやくのことはなんとも思っていないの。あの方も、わたくしのことなんかきれいさっぱり忘れてくださればいいのに」

　あっという間に言葉を遮さえぎられてしまったことに慌てて、ヴァイオラは懸命に言いい募つのった。

「それでも今日私が参りましたのは、お嬢様のお優やさしい想おもいを公爵に向けて頂くためです」

「お願いやめて！」

　ヴァイオラの言葉にオリヴィアは憮ぶ然ぜんとして、そんな言葉は聞きたくないというように、耳を塞ふさいだ。幼子の癇かん癪しやくのように、いやいやと首を横に振る。

「公爵のことは二度と口にしないでちょうだい！」

「お嬢様──」

　やはり彼女は、マルヴォーリオのことが好きなのだ。だからきっと、他の男の口説き文句を聞きたくないのだろう。

　その上彼女は、身分の差を気にして彼に想いを直接伝えることも出来ないのだ。

　あんな回りくどい手紙を送ることしか出来なかったオリヴィアのことが急に気の毒に思えてきて、ヴァイオラは心を込めて言った。

「お悩みなのですね。でもきっと、お嬢様の想いはもうすぐ成じよう就じゆなさるはずです」

　マルヴォーリオがあれほど喜々としていたのだ。すぐに、オリヴィアの想いに応こたえるに違いない。慰なぐさめたくて言ったことだが、それは思いがけない反応を引き出すこととなる。オリヴィアが、身を乗り出してヴァイオラの手をぎゅうっと握ったのだ。

「私の想いに応えてくれるの!?」

「えっ？」

　話についていけずたじろいでいると、オリヴィアは瞳を潤うるませてヴァイオラのことを見上げた。その顔には期待の色が浮かんでいる。

「嬉しい！　わたくしね、あなたにどう思われているかずっと不安だったの。このあいだは指輪を届けたりしてびっくりしたでしょう？　でも勘かんの良いあなたのことだもの。わたくしの気持ちに気づいたのよね？」

「ええと、なんのことだか……」

（どういうこと？　だって、オリヴィア様はマルヴォーリオのことが──）

　まさか、と冷ひや汗あせが浮かぶ。

　もしあの手紙がオリヴィアの物ではなく、マルヴォーリオが勘違いしているだけだとしたら。

　そうだとしたら、ヴァイオラは彼女に言ってはいけない台詞せりふを口にしてしまったことになる。

　じりじりと逃げるようにヴァイオラが下がると、更さらに距きよ離りを詰つめるようにオリヴィアが前へと出た。

「分からないの？　ならはっきり言ってみせるわ。わたくし、シザーリオ──あなたのことが好きなの」

　きっぱりと言い放ったオリヴィアに、ヴァイオラはああしまった、と思った。

　やはり、自分の予想は外れていなかったのだ。それなのに、ヴァイオラはマルヴォーリオの言葉を信じてしまった。──彼の言葉を信じたほうが自分にとって都合が良いから、つい疑うことを忘れてしまったのだ。マルヴォーリオと、同じように。

「わたくし、あなたに心をすっかり惑わされてしまったの。自分でも不思議なのよ。こんなこと、初めてなんだもの」

　うっとりと歌うように言いながら、オリヴィアはヴァイオラの手を抱だき締めるように握った。

「あなたはわたくしのこと、どう思っている？　ね、なにかおっしゃって」

　熱心に詰つめ寄よるオリヴィアに、ヴァイオラは必死に目を逸らしながら言った。

「ご、ご同情申し上げます」

「同情は、恋への第一歩よ」

「そうとも、限りません。敵に同情することさえよくありますし……」

　ヴァイオラがしどろもどろになりながら言うと、オリヴィアの目に怒いかりが灯ともった。

「そう、じゃあもう笑って忘れることにしましょう！　どうぞご心配なく、あなたのことは諦めて差し上げるわ。さ、お帰りはあちらよ！」

　憤ふん然ぜんと叫さけんで、オリヴィアが庭木戸のほうを指さす。思い通りにならないことに彼女が苛立っていると分かったが、ヴァイオラはこの機を逃のがすまいとばかりに頭を下げた。下へ手たに慰めたりしたらややこしいことになると思ったのだ。

「分かりました。帰るとします」

　彼女の気が変わらないうちにと急いで庭木戸を開こうとする。しかしオリヴィアにすがられて、一歩も歩けなくなった。

「待って！」

　ヴァイオラの腕うでを摑つかんで、オリヴィアが必死に引き止める。

「ねえ、シザーリオ。穢けがれを知らぬ春のバラにかけて、乙女おとめの操みさお、名めい誉よ、真実、全てのものにかけて、あなたを愛しているわ」

　瞳を潤ませてオリヴィアがヴァイオラの目を覗のぞき込む。その中に希望を見み出いだすように。

「あなたがどんなに傲ごう慢まんでも、わたくしの熱い想いは知恵や理性では隠せないの。だから、こう思って。求めて得た愛もいいけれど、求めずに得られた愛はもっといいと」

　愛らしい彼女にこうまで言い寄られて、心が揺ゆらがない男はいないだろうとヴァイオラは思った。

　けれど、自分は女なのだ。

　どうやったって、彼女の気持ちには応えられない。

　彼女を突つき放はなすのに心が痛んだが、それでもヴァイオラは言った。

「私も、汚けがれない純潔と若さにかけて誓ちかいます。私の心は、どんな女性にも捧ささげる気はありません。それを所有するのは、私の他には誰一人いないのです」

　ここで彼女に優しくしても、ヴァイオラが女である限り幸せな未来はない。やんわりと手を押おし戻もどすと、ヴァイオラは頭を下げた。

「では、失礼します。二度とここには参りません」

　背を向けたヴァイオラに、しかしオリヴィアは必死に言い募った。

「お願い、またいらして。だってあなたのお話を伺うかがえば、気が変わってあの方を好きになるかもしれないもの」

　必死なオリヴィアの声が、耳の奥おくでこだまする。それでもヴァイオラは、振ふり返かえらなかった。振り返っては、いけなかった。
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「もーいやだー！　ぼく、こんなところに一刻も長居したくないー！」

　その頃ころ、アンドルーは憤然としながら邸の廊ろう下かをのしのしと歩いていた。まるで子供のように駄だ々だをこねる彼の姿に、トービーとマライアが揃そろって顔を見合わせる。

「どうしたんだよ、アンドルー」

　アンドルーがこうまで怒おこるのは滅めつ多たになかった。トービーが一応声をかけると、彼は立ち止まって、口をへの字にしながらトービーのことを睨にらむ。

「だって君の姪めいったら公爵のお小こ姓しようにだけいい顔して、ぼくには知らん顔なんだもん！　二人もさっき見たでしょ！　ぼくは入っちゃ駄だ目めって言われてた庭にあのお小姓とお嬢様二人が入って行くところを！」

　つまり、アンドルーは、姪に相手をされなかったから帰ると癇癪を起こしているのだ。最初からどう見ても望みはないのに、と言いかけてトービーは慌てて口をつぐんだ。

（どうしたもんかね）

　アンドルーは、愉ゆ快かいな友人だった。そして、なによりも立派な金づるだ。

　それでも、可か愛わいい姪との間を取り持ちたいとは思わない。彼は、こう見えても二十を過ぎているのだ。

「お前なあ。もう立派な大人なのに、そんなんでいいのかよ」

　いつまでも幼い子供のようなアンドルーに呆れて言うと、彼は頰を膨ふくらませた。

「どうせぼくは馬ば鹿かだよ。トービーだって、そう思ってるんでしょ」

「馬鹿かどうかはともかく。そんなに姪が好きなら、お前も態度で示したらどうだ」

「態度？」

　アンドルーは、きょとんとしてトービーを見た。

「どういうこと？」

「お前、一回もオリヴィアにきちんとアプローチをしたことないじゃないか。それじゃあ伝わるもんも伝わらんだろう。もし本気なら、一度勇気を示すか、頭を使うかするんだな」

　でなければ望みはないと伝えたつもりだったが、アンドルーはトービーの言葉を真面目に受け取ったようだ。

「そっかあ。でも、どっちかって言うならぼくは勇気を示すほうがいいなあ。頭を使うなんて大だい嫌きらいだもん。それぐらいなら、頭を丸めて坊ぼう主ずになるよ」

　要は、きちんと勇気を示してオリヴィアに求婚する気があるということだ。そうと分かった途と端たん、トービーの中でいつもの悪戯っけが芽生えた。このままいけば、面おも白しろい見世物が見られると思ったのだ。

「ようし。じゃあお前、あの公爵の若造に決けつ闘とうを申もうし込んでみろよ」

「決闘？　ぼくが……？」

「男が女を振ふり向むかせるのに一番効果てきめんなのは、この男には勇気があるって思わせることだぜ」

　にやりと笑って小こ突づくと、アンドルーはみるみるうちに顔を輝かせていった。アンドルーは実は、喧けん嘩かっ早ぱやい性しよう分ぶんだったのである。同時に臆おく病びようの才能にも恵まれているせいで、その気き性しようが他人に知られることは滅多になかったが。

「そっか、その手があったね！　トービー、ぼくの決闘状を届けてくれる？」

　すっかりその気になったアンドルーを見て、にやりとトービーが笑う。

「もちろんさ。言っとくが、勇ましい字で書けよ。インクの許す限りに罵ば倒とうしてやれ。この噓うそつきめ、洞ほら穴あなみたいな口でほらを吹ふくな、ってぐあいにな。そういった悪口を書き並べてやるんだ。さあ、行ってこい。毒々しいインクで文字を書くんだぞ」

　送り出す勢いで背中を押すと、アンドルーはつんのめりながらも振り返った。

「どこで待っててくれる？」

「こっちからお前の部屋を訪ねるさ。さあ行け」

　ひらひらと手を振ふって、アンドルーを追おい払はらってしまう。彼の姿が見えなくなると、マライアは呆れた顔でトービーのことを見た。

「相変わらず性格悪いわね、トービーったら」

「本人がやるって言ってるんだぜ？　俺おれは悪かないよ」

「それで、これまでにいくらぐらい貢みつがせたの？」

「ま、二千ポンドばかりかね」

　なんてことはないようにしれっと答えるトービーに、マライアは肩をすくめた。

「それにしても、アンドルーの書く文章ときたら懐かい滅めつ的てきじゃない。世にも珍めずらしい決闘状になるんじゃないの？　まさか、本当に届けたりしないわよね？」

「いいや、もちろん届けるさ。それで、なにがなんでもあの若造に応じさせるんだ。つっても、あの二人じゃ首に縄なわつけて牛に引かせたって、決闘場に連れ出すのは無理だろうがな」

　あの青年の華奢な体つきでは、ろくに剣けんも振るえないだろう。腕も細く、まるで女のようだ。そしてやはりアンドルーも、剣を扱あつかうのがめっぽう下手なのだ。そもそも、彼は血の気という言葉とは無縁だ。肝かん臓ぞうを解かい剖ぼうしたとしても、ノミが吸うほどの血の気も出てこないだろう。

　つまりこれは、血が流れるはずのない決闘なのだ。そうと分かっているからこそ、どんな滑稽な決闘になるかという期待感があった。

　とはいえ、万が一血が流れそうになる場合はきちんと止めるつもりだった。これでも、剣の腕には覚えのあるトービーだ。

「確かに、公爵のお使いも、血に飢うえてるって顔じゃないものね……」

「だろ？」

　顔を見合わせて、密かにほくそ笑えむ。共きよう謀ぼう者しやの笑みだ。

「さあて、マルヴォーリオを探しに行くとするかね。そろそろオリヴィアとも顔を合わせるだろうよ」

「ええ、そうね。お嬢様の前でもあのニタニタ笑いだったらきっと不興を買うわ。そうすれば、いい加減あの鼻はなっ柱ぱしらも折れるでしょうよ。さ、行きましょ」

　自信満々に歩いて行くマライアの後ろ姿に、トービーはにやりと笑った。

「ああ。地じ獄ごくの入り口でも付いて行くぜ。悪わる知ぢ恵えの魔ま女じよの後ならな」
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　石いし畳だたみが、太陽の光を受けてまるで水面のようにきらめく。

　海の岩場から続く一本道を歩き続け、無事にイリリアの街に辿り着いたセバスチャンは、きらきらと光ひかり輝かがやくような街並みを見て感かん嘆たんの息を漏もらした。

（美しい街だな……）

　建物一つとっても、故郷のメッサリーンとはまるで違う。メッサリーンは石造りの重々しい邸ばかりだったのに対して、イリリアは装そう飾しよく的てきで色の明るい建物群が建ち並んでいるのだ。

　これはやはり、海が近く、様々な文化が流れ込んでくる場所だからだろうか。

　つかの間未来への不安を忘れ、イリリアの街に目を奪うばわれていたセバスチャンは、背後から聞き慣れた声で呼ばれて驚いた。

「セバスチャン」

　振り返った先にいたのは、海辺で別れたはずの友の姿だった。

「アントーニオ！　どうして」

　アントーニオは、船にいた頃と寸分変わらない笑え顔がおを浮かべ、照れくさそうに鼻の頭を搔かく。

「一人取り残されると我慢出来なくなってな。つい、追いかけてきちまった」

　その顔は、誇ほこらしげだ。

　しかし、セバスチャンは素直に喜ぶことが出来なかった。元より、彼に苦労をかけると分かっているから、彼と別れて一人でここまで来たはずなのだ。

「アントーニオ。君の気き遣づかいはありがたいが──」

　やんわりと断ろうとしたセバスチャンだったが、反論を許さぬ強さで、アントーニオが言葉を遮る。

「セバスチャン。俺は、あんたのためならどんな長い航海も厭いとわないつもりだ」

　背の高いアントーニオが、自分の目線よりも僅かに下にあるセバスチャンの目を、真っ直ぐに見み据すえる。

　その目は、とっくに覚かく悟ごを決めたという瞳だった。

「だが、会いに来たのは友情のためだけじゃないぜ。あんたの身の上に、なにが起こるか心配だったからだ。なんたって、お前にとってここは不案内な土地だろう？　でも、俺にとってはそうじゃない」

「アントーニオ……」

　頼もしげなアントーニオの姿に、セバスチャンは胸が熱くなるのを感じた。彼を巻まき込みたくないと思っていたが、それでも一人でいるのは心細かったのだ。彼がいるだけで、こんなにも心強く感じられる。

（私は、良い友を持ったな）

　死の淵ふちにあった自分の息を吹ふき返かえしてくれただけではなく、こうしてこの身の心配までしてくれる。ようやくセバスチャンは彼を遠ざけるのを諦め、控ひかえめに微笑んだ。

「ありがとう。……しかし、ありがとうという以外、なんのお礼も出来ないのは辛つらいな。財産が、私の気持ちほど豊かであればいいのに」

「お前に、そう言ってもらえるだけで十分だよ」

　アントーニオは眩まぶしそうに目を細めて、セバスチャンを見つめた。その羨せん望ぼうにも似た眼差しにこそばゆさを感じながら、セバスチャンは街へと視線を向ける。

「それで、これからどうする？　せっかく二人でいるんだ。今日ぐらい、この街の名所見物にでも出かけるか？」

　実のところ、セバスチャンの心にはこの街を心ゆくまで歩いてみたいという願望があった。こんなにも魅み力りよく的てきな街に来たことが、これまでなかったのだ。

　しかしアントーニオは視線を逸らして言葉を濁にごす。

「……いや、それは明日にしてまずは宿を決めよう」

「だが、私はそう疲れていないし、夜までは間がある。どうだろう、それまで目を楽しませないか？」

　うきうきと言ったセバスチャンに、しかしアントーニオは首を横に振った。

「悪い。俺は行けないんだ」

　それから、遠くにある大きな邸のほうへと視線を向けて、歯切れ悪く言う。

「お前には言ってなかったが、実はここの公爵の艦かん隊たいと、海上で一戦交えたことがあるんだ。その際に手て柄がらを立てちまってな。万が一見つかったら、捕らえられると思うんだ」

　一戦交えた、という言葉にセバスチャンは息を吞のんだ。初めて会った時から荒あらっぽいところのある男だったが、まさかそこまでとは思わなかったのだ。

「……この街の人を、殺したのか？」

　声を潜ひそめて聞いたセバスチャンに、アントーニオは慌てて言った。

「まさか！　そういう血を流すようなことはしてねーよ。ちょっと、積み荷を拝借したっつうか、その……」

　気まずい沈ちん黙もくが流れる。セバスチャンは、聞かなかったフリをしてにっこりと笑った。

「分かった。出歩かないようにすればいいんだな」

「あ、ああ。それで頼む」

　こほん、と気を取り直すように咳せき払ばらいをして、アントーニオは顔を上げた。

「この街の南の郊こう外がいに、エレファント亭ていっていういい宿があるんだ。俺は先にそっちに行って食事を用意させとくから、お前はゆっくりこの街を見物してきなよ」

「だが……」

　離れるのは得策ではない。そう言おうとしたセバスチャンだったが、アントーニオはその言葉を遮った。

「お前は、この街を歩いてみたくて仕方ないんだろう？」

　セバスチャンがそわそわしていることに、彼はちゃんと気づいていたのだ。顔を赤くすると、それを了りよう承しようと取ったのか、アントーニオがセバスチャンの手に財さい布ふを載せる。濃こい茶色の革かわ袋ぶくろに、セバスチャンは目を瞬いた。

「この財布は？」

「もしかしたら、なんか珍しいもんが買いたくなるかもしれないからな」

　つまりは、お小こ遣づかい代わりということだ。アントーニオの心こころ遣づかいが嬉しく、セバスチャンは素直にその財布を受け取った。

「ありがとう、アントーニオ。ありがたく、この財布を預からせてもらうよ。では、一時間ほど後に」

「ああ。エレファント亭だからな」
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　忙せわしない足音が、部屋中に響く。

　シザーリオの去った後、オリヴィアは落ち着かなげに居間をうろうろと歩いていた。

　しかし、シザーリオにこの想いを拒こばまれたことを落ち込んでいるのではない。彼のことばかり考えて、すっかり浮うわついていたのである。

　彼が次に来る日を待つことは出来ず、またしても使いまで送ってしまった。きっと彼は呆れるだろうが、それでもじっとしてはいられなかったのだ。

（もしまた来てくれたら、どうやってもてなそうかしら。なにをあげようかしら？　若い人の心を得るには、願ったりせがんだりするよりも、贈おくり物ものをするのが一番よね）

　宝石を渡そうか、そんなことをしたらかえって彼に嫌きらわれるだろうか。いくら考えても正解は分からず、ただただ気分が騒さわいで仕方なかった。

（こんな調子では、もしまた来てくれても断られてしまうわ）

　なんとかして、彼の心を振り向かせる算段を立てなければ。

　そわそわと歩きまわっていたオリヴィアは、気持ちを落ち着かせたくて、自分の執事の姿を探した。真面目で落ち着いている執事こそ、熱に浮かされている今の自分には相応ふさわしいと思ったのだ。

「マルヴォーリオ。マルヴォーリオ、どこ？」

　声を張り上げて、執事の名を呼ぶ。すると、待ってましたと言わんばかりに勢い良く扉が開き、マルヴォーリオが姿を現した。

「これはこれは、お嬢様！」

　入ってきた執事の姿に、オリヴィアはぎょっとした。

　今までしかめつらしか見せてこなかったマルヴォーリオが、あろうことか、ニタニタと不気味な笑みを浮かべていたからだ。

「わたくし、真面目な話があるのでお前を呼んだのよ……？」

　恐る恐る聞いてみると、マルヴォーリオの笑みが濃くなった。

「真面目ですか、お嬢様！　はい、真面目になりましょう」

　もっともらしく頷うなずいたが、その顔に浮かぶ笑みは消えなかった。機嫌良くうんうんと頷きながら、わざとらしくマルヴォーリオが足を前に突き出す。

「しかしどうも血液の循じゆん環かんを阻そ害がいするものですな、この十字の靴下留めというやつは。いや、それもまたけっこう。一人の方の目を楽しませるものであれば、私は満足です」

「まあ、一体どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「暗い心はさらりと捨てて、明るい靴下を履はきました。例のもの、確かに当人が入手いたしました。お指図は早速実行しております。かの麗うるわしい筆跡は万ばん人にんの知るところでありますゆえ」

　満面の笑顔で、マルヴォーリオは深々とお辞儀をする。その姿たるや道化よりも阿呆に見え、オリヴィアは本気で心配した。

　マルヴォーリオは冗談でも、こんなことを言う人ではないのだ。疲れ過ぎておかしくなったとしか思えない。

「少し休んだほうが良さそうね。寝しん室しつにいらっしゃい、マルヴォーリオ」

　気遣って言うと、マルヴォーリオはとんでもないことを聞いたかのように飛び上がった。

「寝室に！　いらっしゃい！　ええ、ええ行きますとも愛いとしい恋こい人びと！　お前とならば行くぞ、世界の果てまでも！」

　叫んで、マルヴォーリオが己おのれの手ての甲こうに何度もキスをする。

（可か哀わい想そうに。きっと、本当に疲れているんだわ）

　もしかしたら、医者に見てもらったほうがいいかもしれない。

「マライア、いるかしら？　マルヴォーリオがおかしいの」

　呼ぶと、すぐそばにいたのか、マライアが急いで居間に入ってきた。そしてマルヴォーリオの姿を見て、大げさなまでに驚く。

「どうなさったの、マルヴォーリオ？」

　マルヴォーリオはというとマライアを見た途端しかめ面つらを取り戻した。しかし、今までのような仏ぶつ頂ちよう面づらではない。大げさなまでの、蔑さげすむ眼差しだ。

「なにゆえ、侍女殿どののご質問に答えねばならぬか。ま、よかろう。ウグイスがカラスに誘さそわれて鳴き出すこともあるからな」

「よくもまあそんなみっともないなりをして、お嬢様の前に出られたものね」

　呆れたマライアの声を無視して、マルヴォーリオは胸を張ってオリヴィアの前へとやってくる。

「高貴な身分を恐れてはなりませぬ──ちゃんと書いてありました」

「どういうこと、マルヴォーリオ？」

「高貴な身分に生まれるものもあり──」

「え？」

「高貴な身分を自ら獲得するものもあり──」

「なあに、それ？」

「高貴な身分を投げ与えられるものもあります」

　さっぱりわけが分からず、オリヴィアはマライアを見た。

「やっぱり、正気とは思えないわ」

　うんうんと、マライアが頷く。しかし、マルヴォーリオは聞こえていないのか、言葉を続けた。

「思い出してください、あなたの黄色い靴下を褒め──」

　得意げに、マルヴォーリオが足を一歩前へと突き出す。そこでようやくオリヴィアは、彼が黄色い靴下を履いていることに気がついた。あろうことか、それがオリヴィアのものであることにも気がついたのである。

「わたくしの靴下！」

　悲鳴を上げたが、マルヴォーリオは止まらない。

「あなたの十字の靴下留めを、常に見たいと願いましたもののことを」

「わたくしの十字の靴下留め！」

「あなたに以上のお心があれば、高貴な身分は目の前です──」

「わたくしの心が異常じゃないと、召使いの身分ってわけ？」

「さもなければ、永久に召使いの地位に留まるでしょう」
















　うっとりと夢見る目つきで、マルヴォーリオが歌うように言う。

（まあ、これは本当に異常だわ）

　医者か、それとも司祭様を呼ぶべきか。なんにせよこのままにしてはおけず、マライアに相談しようとしたその時、扉が開いて使い走りの少年が飛び込んできた。

「お嬢様！　オーシーノー公爵の若いお使いの方が、ただいま戻もどりました。無理に頼みまして、向こうに控えて頂いております」

「っ！」

　またたく間にオリヴィアのマルヴォーリオへの気遣いは飛び去り、鼓こ動どうが騒がしくなった。

（シザーリオが、戻ってきてくれた！）

　無理に頼んだということは、すぐに行かなければまた帰ってしまうかもしれない。それだけは避さけたく、オリヴィアは急いで部屋を出ていこうとしたが、その寸前、からくもマルヴォーリオのことを思い出した。

　振り返れば、先ほどと変わらずニヤニヤ笑いを浮かべてそこに立つマルヴォーリオの姿がある。黄色い靴下も、十字の靴下留めも、どこからどう見ても滑稽だ。

（やはり、おかしくなってしまったのだわ）

「マライア！　この人の世話を頼むわ」

　マライアが頷いたのを見て改めて部屋を出ようと思ったが、思い直してやはり立ち止まる。マライア一人には荷が重いと思ったのだ。

「叔父様はどこ？　だれか家族の者にこの人の面めん倒どうを見させたいのだけど。たとえ財産の一部を失っても、この人に間ま違ちがいがあって欲しくないわ」

　マルヴォーリオは、父がいた時から仕えている執事だ。少々問題があるものの、オリヴィアにとって大切な召使いの一人であることには違いなかった。




　マライアに言こと付づけて部屋を去っていくオリヴィアを見送りながら、マルヴォーリオは自分の心にふわふわと幸福感が広がっていくのを感じた。

（この人！　お嬢様は、私のことをこの人と呼んだ！　マルヴォーリオでも、執事でもなく、この人と！）

　その上彼女は、叔父に面倒を見させたいと言っていた。召使いではなく、自分の叔父に世話を頼んだのだ。それこそ、自分を最も重んじているという証しよう拠こに他ならない。

　つまり、これからの人生はバラ色ということだ。自分が伯はく爵しやくとなった時の妄もう想そうが、マルヴォーリオの目の前に広がる。

　この居間は、これから自分の物になるのだ。この立派な邸も、この家の財産も、そして美しいオリヴィアのことも！

（素す晴ばらしい、素晴らしいぞ！　これで私は執事なんて窮きゆう屈くつな身分とはおさらばだ！）

　喜びに打ち震え、マルヴォーリオが高らかに笑い声を上げる。その瞬間、派手な音を立てて居間の扉が開いた。

「どこにいやがる、悪あく魔まにとっつかれた野や郎ろうは！　たとえ地獄の悪魔という悪魔がシラミのようにうじゃうじゃあいつにたかっていようと、俺が話をつけてやる！」

　入ってきたのは、トービーだった。手に、何故か十じゆう字じ架かを持っている。

「控えろ、この無礼者が！」

　馬鹿にしたようなトービーの面つらに腹を立ててマルヴォーリオが言うと、彼はマライアと顔を見合わせてぶんぶんと十字架を振った。

「おいおい、いい大人が悪魔と遊んでちゃあいかんよ。さ、叩たたき出しちまえよ悪戯っ子の悪魔なんかさ！」

　相変わらずのふざけた口調だった。前からマルヴォーリオは、この人を小こ馬ば鹿かにしたようなトービーの話しぶりが嫌いだったのだ。しかしこれからは、彼のこの口ぶりに我慢することもなくなる。オリヴィアと結婚し、伯爵の身分を手に入れれば──。

「ええい、卑しい阿呆ども！　この身とは属する世界が違うと言っているのだ！　今に思い知るだろう」

　叩きつけるように言って、マルヴォーリオは部屋を後にした。今すぐオリヴィアに会って、手紙の通りに振る舞ったから返事が欲しいというつもりだった。そうすれば、彼女はすぐに自分を評価し、この身分を押し上げてくれるはずなのだから。




　マルヴォーリオが去った後、部屋に取り残された二人は、顔を見合わせた。その顔には、なんともいえないような──笑いを堪こらえるような表情が浮かんでいる。

「夢じゃあ、ないよな、今のは？」

　トービーの言葉に、マライアが頷く。

「こんなのが舞ぶ台たいで上演されたら、あんまりバカバカしい作り話だって文句つけてみせるわ」

　だが、信じられないことにこれは現実なのだ。自分たちの撒まいた罠わなにこうまで潔いさぎよく引っかかるとは思わず、ついに二人は笑いを弾はじけさせた。

「奴やつめ、魂たましいの底までとっぷり毒にひたりやがったぜ」

「さ、すぐに追いかけましょ。毒を盛ったことがばれないように」

　ここまで効果のあるものだと思っていなかったマライアは、さすがにことの顚てん末まつを恐れた。きっと、騙だまされていたことを知れば、マルヴォーリオはカンカンに怒るだろう。

　マライアが声を潜めて言うと、さしものトービーも頷いた。

「このままじゃ、ホンモノの病人になりかねないもんなぁ」

「そうなれば、お邸が少しは静かになるでしょうけどね」

「とにかく、一いつ旦たん暗い部屋にでも放り込んで頭を冷やさせようぜ。あいつは、俺らの言葉なんざ聞きゃしねえからな」

　居間を出て、手近なところにいた召使いにマルヴォーリオが戻ってきたら部屋に閉じ込めておくようにと伝える。

　それから自分らでもマルヴォーリオを探そうと思った二人は、行く手に別の人ひと影かげを見て顔を見合わせた。アンドルーが、こっちに向かって走ってきていたのだ。

「おおい、トービー！」

「入いれ替かわって、次の余興の主人公が出てきたな」

　トービーの独り言にも気づかず、アンドルーはにこにこと笑って丸めた手紙を差し出す。

「決闘状、書いたよ、読んでくれ！　カラシと胡こ椒しようはうんときかしたつもりだ」

「どれどれ？」

　紙を開いて、読み上げようとしていたトービーはそのまま固まった。その腕が、小刻みに震えている。

「トービー。どうだったの？」

　マライアが声をかけると、トービーはこほんと咳払いをして読み始めた。




「──お若わけえの、きさまがいかなり身分のものかはしらんけど、卑ひ怯きよう者ものだってことはたしかなり。

　なぜぼくがそう呼ぶか、きさまが胸に手を当てて驚きあやしんでも駄目なり。なぜならば、ぼくはまだその理由を教えてないからなり。

　きさまはオリヴィア姫ひめのところにくる、すると、姫はぼくの見てるところできさまにやさしくする。しかしながら、きさまは大噓つきなり。これこそぼくがきさまに決闘を申し入れる理由にあらざるなり。

　ぼくはきさまが家に帰るところを待まち伏ぶせてやるぞ。もしかしてたまたまきさまがぼくを殺すようだと、きさまはゴロツキないし悪党のような人殺しなり。

　ごきげんよう。神が二人のうち一人の魂に恵みをたれるように。もしかして神はぼくの魂に恵みをたれて、ぼくが天国に行くことになるかもしれんけど、ぼくはそうはいかんと希望するなり。したがってきさまは自分を大事にしてくれ。


きさま次し第だいできさまの親友にも仇きゆう敵てきにもなるアンドルー・エーギュチーク」






　トービーが読み終えた後、重苦しい沈黙が落ちた。

　マライアは、首が取れそうなほど必死に横へと顔をそむけている。けれど、その肩を見れば笑いを堪えているのはよく分かった。小刻みに震えているからだ。

　それでもトービーのほうは笑い出さずに真面目な顔をして口を開いた。

　こんなに出来の良い決闘状が仕上がって、それを楽しまないのは損そんだからだ。

「この決闘状に応じて腰こしのものを抜ぬかないようなら、腰抜けだ。ようし、俺が渡してきてやるよ」

　もっともらしくトービーが言うと、なんとか笑いを収めたマライアが懸命に顔を深刻そうにしかめながら頷いた。

「ちょうどよかったわ。今お嬢様と密談中だけど、間もなく帰る頃よ」

「ようし行け、サー・アンドルー！　庭の片かた隅すみで借金取りのように見張るんだ。奴が現れたらすかさず抜け。抜いたらすかさず、啖たん呵かを切るんだ。さあ行け！」

　笑い出さないようトービーが一息に言うと、それが威い勢せいよく聞こえたのだろう。アンドルーも勢いきおいづいた様子で頷いた。

「うん、啖呵ならまかせて！　それだけはぼく、得意なんだ」

　自信満々に胸を反そらして、アンドルーが走り去っていく。彼の姿が見えなくなったところで、二人は顔を見合わせた。

「で、どうするの？　これ」

「この手紙を渡すわけにはいかんな。あの若造は才能もありそうだし血統も良さそうだ。こんな馬鹿げた決闘状じゃ、恐れを抱くことなんか無理だろうよ。馬鹿が書いたってことが一目で分かっちまう」

「じゃあ、どうするの？」

「俺が、口頭で伝えることにするよ」

　悪わる巧だくみをしている時いつもそうするように、トービーはぱちりとウィンクをした。

「アンドルー・エーギュチークは名だたる武勇の騎き士しだって言ってやりゃあ、向こうはくちばしの黄色い若造だ。そのまま信じ込むだろうよ。そうなりゃ二人ともおっかなびっくりだ。互たがいに相手の顔を見ただけで逃にげ出すだろうぜ」

　そこへ、廊下の遠くからオリヴィアの声が聞こえてきた。どうやら、いよいよあの青年が帰るらしい。オリヴィアがそれを、引き止めているらしい声がする。

「おっと。話が終わったようだな。別れの挨拶が済んだところで、奴を捕つかまえるとするか」

　うまく回り込めば、アンドルーがあの若者に無む謀ぼうな戦いを挑いどむ前に、もっともらしい文句を伝えられる。

「あんまりやり過ぎないようにね」

　悪戯が過ぎないか心配しているのだろう。不安そうに眉まゆを下げるマライアの頭をぽんぽんと撫なでて、トービーはにやっと笑った。

「大丈夫だって。退ひき際ぎわはきちんとわきまえてるよ。……ありがとな、嬢じようちゃん」

　囁ささやいて、掠かすめるようにマライアの頰にキスをする。マルヴォーリオへの素晴らしい悪戯を思いついてくれたことと、自分に懸命に尽つくしてくれることへの礼のつもりだった。

（この子となら──）

　もしかしたら、長いこと一緒にいられるのかもしれない。

　今まで誰かをそばに置くことを考えもしなかったトービーは、初めてそう思った。だからつい、キスをしてしまったのかもしれない。

「じゃ、行ってくるとするよ」

　呆気にとられるマライアを置いて、トービーが去っていく。その背中を、マライアは真っ赤に染まった顔で長いこと見つめていたのだった。
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　無理やりオリヴィア邸ていに引ひき戻もどされたヴァイオラは、しぶしぶ応接間へ行ったものの、彼女に迫せまられて心底困っていた。

（私、女の子を泣かせたくないんだけどな……）

　そう願っても、優しくするわけにはいかない。優しくすれば彼女が余計に自分に惚れることが明白だったからだ。

　だから懸命につれない素振りをするヴァイオラだったが、それでもどれほどの効果があるかは定さだかではない。オリヴィアは、ヴァイオラがなにをしても頰を上気させてうっとりするばかりだったのだ。

「いくら胸の想いをうちあけても、あなたの心は石のよう。わたくしの名めい誉よは傷つくばかりね。わたくしだってこれは罪つみだと自分を叱しかってはいるのよ。でも、このように真っ逆さまに落ちていく罪は、いくら罵ののしられても止めようがないわ」

　目を潤ませながら、オリヴィアがじっとヴァイオラのことを見つめる。いたいけで愛らしいその眼まな差ざしに、ヴァイオラは胸が痛むのを覚えながら、それでも必死に首を横に振った。

「あなた様の激しい想いが味わっている苦しみを、私の主人も同じく味わっているのです」

「噓ばっかり。あの人が、わたくしを愛してるだなんて思えないわ。それより、ね、この飾かざりを身につけて」

　おもむろに首からペンダントを取り外すと、オリヴィアはそれをヴァイオラの手に握らせた。

「これはわたくしの肖しよう像ぞう画がよ。お願い、受け取って。これならおしゃべりであなたを悩ませないもの」

「ですが──」

　ヴァイオラに断る暇ひまも与えず、オリヴィアは続けて言った。

「明日また来て。わたくしの名誉が損そこなわれない限り、あなたの欲しいものはなんでも差し上げるわ」

「欲しいものは、主人へのまことの愛だけです」

「それは出来ないわ！　大体、あなたにあげたものをあの方に渡したりしたらわたくしの名誉はどうなるの？」

　顔がつきそうになるほど前のめりになっているオリヴィアから、ヴァイオラは上体を反らして必死に逃げる。

「……私のほうは、結構ですから」

　叫びそうになるのを懸命に堪えてじりじりと下がると、オリヴィアはようやく頷いてくれた。

「とにかく明日もいらしてね。わたくし、地獄にでも行くわ。あなたのような悪魔となら」

　ひたむきな顔で言うオリヴィアから目を逸らし、逃げるように部屋を後にする。それから、これ以上呼び止められないようにとヴァイオラは半分走るようになりながら廊下を歩き、出口へと向かった。

（大変なことになった……）

　まさか、ここまで気に入られてしまうとは思わなかった。どうすれば、オリヴィアを傷つけずに断ることが出来るのだろう。そもそも、こうなったことをオーシーノーになんと報告すればいいというのか。

　時が経たつにつれ、もつれていくこの関係に、ヴァイオラは深く溜息をついた。

　このことをオーシーノーに伝えたら、きっと彼は不ふ機き嫌げんになるだろう。元より、彼女に断られて腹を立てていたオーシーノーなのだ。そんな彼女が自分の小姓に夢中になっていると知ったら、ひどく自じ尊そん心しんを傷つけられるだろう。

　せっかく得られた彼の信しん頼らいを、こんな形で失いたくはない。けれども、自分の力だけではオリヴィアの気持ちをそむけることが出来そうにないのだ。

（どうするのが、正解なの）

　悩みながら足早に庭を横切り、門へ向かう。その時だった。

「これはこれは、ご機嫌よろしゅう」

　声をかけられ、顔を上げるとそこには赤茶色の髪の男がいた。確か、初めてオリヴィアの邸に来た時に出で迎むかえてくれた人──オリヴィアの叔父であるサー・トービーのはずだ。

「ご機嫌よろしゅう」

　丁てい寧ねいに頭を下げ、そのまま彼を追おい越こして門へと向かう。少々失礼かとも思ったが、オリヴィアに再び呼よび戻もどされる危険がある今、少しでも早くこの邸を後にしたかったのだ。しかし、直後耳に飛び込んできた言葉に、ヴァイオラは動けなくなった。

「さ、その腰のものを抜いて身を守られるがいい。あなたがいかなる侮ぶ辱じよくを加えられたかは存ぜぬが、庭先にあなたを待ち伏せている男がいるからな」

「え……？」

　なんのことかと顔を上げたが、トービーの顔つきは本気だった。

「怒りに狂う形ぎよう相そうは血に飢えた猟りよう犬けんさながらだ。鞘さやを払はらい、いざという場合に備えられよ。あなたを狙ねらう男は抜く手も見せぬ剣の達人。血を見ずにはおかんと息巻いてるからな」

「な、なにかの間違いではありませんか？　私に喧けん嘩かを売る人がいるはずはありませんし、私が人に侮辱を与えた覚えもありません」

　慌てて言ったが、トービーは憐あわれむような目つきでヴァイオラを見るばかりだ。

「間違いでないことは、今に分かるだろうよ。あなたの名前は？」

「私は、シザーリオと申しますが……」

　ヴァイオラが名乗ると、トービーはああ、と頭を押さえた。

「やはり、あの男が狙っているのはあなただ。したがって、命を粗そ末まつにしたくなければ、剣を構えられるがいい」

「あの……その人とは、どういう方なんですか？」

　恐る恐る聞いてみると、トービーは声を低くして、辺りを憚はばかるように言った。

「騎士の称しよう号ごうを持つ男だ。ただし戦場の武ぶ勲くんによるものではなく、宮きゆう廷ていの都合による叙じよ勲くんらしいがな。もっとも一対一の喧嘩となると鬼おにより怖い。すでに三人の魂と体を別れ別れにさせている」

「そんな人が、私に怒っているのですか……？」

　震え出しそうな声で問いかけると、彼は重々しく頷いた。

「今のところ、あの剣けん幕まくはなだめる術がない。相手を墓場に叩たたき込んで初めて収まるようなものだろうな」

（そんな！）

　そんな人と剣を交えるなど、到底考えられなかった。剣の得意な兄であれば良かっただろうけれど、ヴァイオラは剣を握ったことすらないのだ。

　腰には確かに剣を帯びているが、これはオーシーノーに持つべきだと言われて携たずさえているようなもの。いわば飾りだ。

「お邸に戻って、お嬢様に護衛をつけてくださるようお願いしてみます。私は喧嘩が嫌いなのです。わざと人に喧嘩を売って勇気を試ためしたりする人もいるそうですが、その方もきっとそういうおかしな癖くせがあるのでしょう」

　すばやく踵きびすを返かえして立ち去ろうとしたヴァイオラだったが、その前にトービーが立ちはだかるほうが先だった。

「いいや、それは違う。あの男の怒りはそれ相応の不当な侮辱が加えられたことによって生じたものだ。したがって、あの男の要望に応じて相手をするといい。邸に戻ることは断じて許さん」

　にやりと笑って、トービーが腰の剣をすらりと抜く。

「帰るというなら、俺が相手だ。だが、あの男を相手にするほうがまだしも安全だろう。したがって、あの男のところに行くか、今ここで剣の鞘を払うか、二つに一つだ。いずれにしろ、あなたには闘たたかうほかないのだ。でなければ、その腰の剣が泣くぜ」

　泣きたいのは、ヴァイオラのほうだった。

（こんな不可解で乱暴な話ってないわ！）

「ならばお願いします。どうか、その騎士に私がどんな無礼を働いたか、伺ってみてくださいませんか？」

　両指を組んで必死に言うと、トービーは頼もしげに頷いた。

「ああ、その願い、聞いてこよう。──俺が戻るまでこの紳しん士しのそばにいてくれ」

　歩いていた小間使いの少年を呼び止めて、トービーが去っていく。できれば今の隙すきに逃げ出したかったが、そうすれば今度はこの少年が怒られるのは明白だ。

（どうしよう。私は騎士よりも牧師様の相手をするほうが向いている人間なのに！）

　一体何がどうしてこんなことになったのだろう。

　泣き出しそうになりながら、ヴァイオラは祈いのるようにぎゅっと両手の指を組み合わせたのだった。
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　一方、今度はアンドルーのほうがトービーに精せい一いつ杯ぱい脅おどされる番だった。

「いやあ、あいつはまさに剣の鬼だね。あいつと細身の剣で一丁手合わせ願ってみたんだよ。鞘をつけたまんまで。ところがいきなりすごい突つきの一本！　必殺の早はや業わざだ。返す刀でまた一本。足が大地を踏ふみ外はずしてもあいつの剣けん先さきは怯ひるまない。さすが、ペルシア王お抱かかえの剣けん士しだけのことはある」

「ぼく、おりるよ」

　アンドルーはなんの葛かつ藤とうも見せずに言った。そんな言葉を聞いてまで、怒りを持続させられるような男ではない。

「そのほうがいいとは思うが、今となってはあちらも収まらんだろうな」

　トービーの迫はく真しんの演技に、アンドルーの眉まゆが下がる。今にも泣き出しそうだ。

「弱ったことになったなあ。あいつがそんなに強いなら、死ぬまで決闘状なんか出さなかったのに。サー・トービー、なんとかしてくれたら、ぼくの芦あし毛げの馬をあげてもいいんだけど」

　芦毛の馬と聞いて、トービーの瞳に光が閃いた。

「オーケー。ならそう話してみせるよ。俺の後をこっそりとついてこい。ただし、堂々と構えているんだ。なんとか魂の昇しよう天てんなしに終わらせなくちゃあな」

（面白い見世物が見れるだけじゃなくて、芦毛の馬までもらえそうだぞ）

　ほくそ笑んで、トービーがさっきの場所へ戻ると、震えて待っているシザーリオの姿があった。すっかり青ざめている様子だ。




「あの、どうでしたか……？」

　姿を現したトービーにヴァイオラが恐る恐る声をかけると、彼は残念そうな表情で首を横に振った。

「もはや、手のうちようがねえな。あの男はやると誓ったからにはやると言っているよ」

　死の宣告に似た言葉に、ヴァイオラは泣き出しそうになりながら立ち尽くした。

「そんな、なんとかならないんですか？」

「ああ。だが、決闘の原因をよくよく考えてみれば取り立てて言うほどのこともなかったようだ。したがって、あくまでこれは騎士道を守るための決闘だ。さ、剣を抜いてくれ。君を傷つけるような真似はしないと彼も言っているんだから」

　そうと言われて、安心出来るはずもなかった。剣を抜けば、すぐに自分が男として何かに欠けているとバレてしまうに違いない。

　しかしそうこうしているうちに、トービーが相手を呼んでしまった。

「おおい、アンドルー。もういいぞ」

　彼の呼びかけに、山やま吹ぶき色いろの髪の青年が姿を現す。

　ヴァイオラのことを見て、彼が剣を抜く。その表情はどことなく悲しそうで、ヴァイオラはぎくりとした。

（私が弱虫だってことに気づいているんだわ……）

　きっと彼は、ヴァイオラが震ふるえ上がっていることを察さつして、哀あわれんでいるのだろう。ならば、手加減してもらえるかもしれない。逡しゆん巡じゆんの後、ヴァイオラも震える手つきで剣を構えた。

　アンドルーとヴァイオラは、しばらくそのまま睨にらみ合っていた。

　冷や汗をかきながら、ヴァイオラは硬こう直ちよくしていた。これからどういった足運びを取ればいいのか、まったく分からない。

　ただただ冷や汗をかきながら、二人して彫ちよう像ぞうのように固まる。だが、いつまでもこのままではいられない。

（誰か、助けて……お兄様！）

　兄の剣けん捌さばきを思おもい浮うかべながら、ヴァイオラが必死に前へ進もうとした。その時だった。

「剣を収めろ！」

　聞き覚えのない声がして、目の前にさっと一人の男が割わり込んだ。

（誰……？）

　助かったと思ったが、この人物には見覚えがない。日に焼けた肌はだも、燃えるような赤毛にも、まったく見覚えがなかった。

　しかしその男は、何故か剣を構えてヴァイオラを守ってくれている。

「もしもこの若い紳士が無礼を働いたなら、その罪は私が引き受けよう。だが、そちらが無礼を働いたなら、代わりに私が相手になる」

「何だと貴き様さま！　何者だ！」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやに、今度はトービーのほうが間に割って入る。しかし男は、動どう揺ようもせずに言った。

「この人のためならなんでもやろうという男だ」

「ようし、貴様がしゃしゃり出るなら、俺が相手だ！」

　喜々として、トービーが剣を抜く。しかし二人の剣が交わるよりも先に響く声があった。

「この男だ！　逮たい捕ほしろ！」

　突然、門が開いて何人もの男が走りこんでくる。その人らの服装を見て、ヴァイオラは驚いた。入ってきたのは、役人たちだったのだ。

　まさか、私し闘とうをしていたのを見み咎とがめられたのだろうか。緊きん張ちようして体を強こわ張ばらせたが、役人はヴァイオラの前を素す通どおりして乱入してきた男を取り囲む。

「アントーニオ。オーシーノー公爵の訴うつたえにより貴様を逮捕する」

「人ひと違ちがいでしょう」

　男は顔をそむけて言ったが、役人たちは怯まなかった。

「違うものか！　船長の帽ぼう子しこそ被かぶっていないがその顔には見覚えがある。引っ立てろ！」

　両側から捕らえられ、アントーニオと呼ばれた男が悔くやしそうに顔を歪ゆがませる。彼はしばらく抵てい抗こうしていたが、やがて諦めたようにおとなしくなってヴァイオラのことを見た。

「これも、お前を探しに来た結果だ。悪いな、お前になにもしてあげられなくて」

「さあ、来るんだ！」

　役人に腕を摑まれても、アントーニオはヴァイオラから視線を逸らさなかった。どこまでも気遣わしげに見ながら、必死に眼めでなにかを訴える。

「こうなった以上預けた財布が必要なんだが、いくらかでも例の金を返してくれないか？」

「例の金？　なんの、ことですか？」

　ヴァイオラが目を瞬まばたかせると、彼が目を見開いた。その顔にさっと絶望の色が浮かぶ。

「どういうつもりだ？」

　傷ついて見えた顔に、ヴァイオラは慌てた。よく分からないが、自分が助かったのは彼のおかげだ。理解出来ないとはいえ、このまま知しらん振ふりするわけにはいかない。

「お金が必要なら、ご用立てします。あまり持ちあわせがなくて、あいにく今はこれだけしかありませんが……」

　懐から財布を引っ張りだして、今あるだけの全てのお金をアントーニオに手て渡わたそうとする。しかし、彼はそれを受け取らなかった。

「この期に及およんで知らん顔するつもりか？」

「ご、ごめんなさい。でも、ぼくは本当になにも知らないんです。あなたのお顔も、お声も初めてです。ぼくが恩を受けて忘れるはずはないのですが……」

「なんてことだ！　あんなにお前に尽くしたというのに！」

　アントーニオは崩くずれ落おちそうになったが、役人の手がそれを許さなかった。

「さあ、来い！　ぐずぐずするな！」

　無理にでも連れて行こうと、役人がアントーニオを引っ立てる。しかし、彼は渾こん身しんの力でそれに抗あらがった。身を捩よじり、燃えるような瞳でヴァイオラを睨みつける。

「死の顎あごに食いつかれるところを助け、あれほど仕え、更には君のために危険なイリリアにまで来たというのにどういうことだ！　俺はお前を許さないぞ。──セバスチャン！」




（──え？）




　彼の叫びは、過あやまたずにヴァイオラの胸を深々と貫つらぬいた。

　今、彼はなんと言った？

（セバスチャン、って……）

　どきりと鼓動が鳴る。ヴァイオラは慌てて口を開こうとしたが、アントーニオが役人たちに連れて行かれるほうが先だった。

　為なす術すべもなく、役人に囲まれ去っていくアントーニオのことを見送る。その間中、ヴァイオラは動かなかった。

　あまりに驚いて、動けなかったのだ。まさか、という期待と、そんなはずはないという思いが交こう錯さくする。

（あの人は、私のことをセバスチャンと呼んだ）

　鼓動が速くなり、息が浅くなっていく。

（もし、もしあの人が、私とお兄様を間違えていたら……。ううん、きっとそうよ。彼は、男の姿をしている私の中にお兄様を見つけてしまったんだわ。だって、お兄様はいつもこういう色や形の服を着ていたもの。──私は、お兄様を真似たんだもの）

　もし、彼が本当に自分と兄を見間違えたのだとしたら。

　そして、彼が言っていたことが──死の顎から助けたという言葉が真実だとしたら。

　兄は、生きているのだ。

　震えるような喜びを覚えたが、その直後ヴァイオラは我に返った。もしアントーニオが兄の命を助けた恩人だとしたら、自分はあまりに酷ひどい仕打ちをしてしまったことに気がついたのだ。我わが身みも顧かえりみず、決闘から救い出してくれたにもかかわらず、彼を知らないと言ってしまった。

　焦しよう燥そう感かんを覚えて、ヴァイオラはアンドルーたちのことも忘れてオリヴィアの邸から走り去った。けれど、役人たちの姿はもう見えない。

（どうしよう、早くしないと──）

　しかし、どこへ行けばいいのかが分からない。逡しゆん巡じゆんの末に、ヴァイオラは一旦オーシーノーの邸に戻ることにした。

　役人たちは「オーシーノーの訴えにより逮捕する」と言っていた。ならば、オーシーノーに頼めば彼を釈しやく放ほうすることが出来るかもしれない。

　とにかく急がなければ、自分の恩人を、そして唯ゆい一いつの手がかりを失ってしまうかもしれないのだから。
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　セバスチャンは、一人険しい表情を浮うかべながらイリリアの街を歩いていた。

（一体、なんなんだこの街は）

　美しいと思っていた街は、今では恐おそろしく得体のしれないものに感じられていた。見ず知らずの人に、まるで旧きゆう知ちの人間であるかのように話しかけられてばかりいるのだ。

　先ほども、道どう化けらしき青年に邸やしきに来るようにと言われてしまった。金をやって追いやったものの、不気味さだけは残っている。

（大体、どうしてみな私のことをシザーリオと呼ぶんだ）

　まったくもって意味が分からない。セバスチャンが深い溜息を吐はき出したその時、目の前の邸から山やま吹ぶき色いろの髪かみの青年が飛び出してきた。

「やい、ここで会ったが百年目だ！」

　叫さけぶなり、その青年はいきなり殴なぐりかかってきた。持ち前の身のこなしでひらりと躱かわし、彼かれのことを睨にらみつける。

「どうかしてるのか？　ここの連中は」

　悪あく態たいをついたが、彼は怯ひるまなかった。立て続けに殴りかかってくる。

（なんなんださっきから！）

　いい加減に腹が立ったセバスチャンは、素す早ばやい身のこなしで拳こぶしを躱すと、あっさりとその青年の手をねじり上げた。

「一体なんのつもりだ」

　背後から低い声で脅おどすように言うと、その青年は痛そうに顔を歪ゆがめながらも、懸けん命めいに振ふり返かえってセバスチャンのことを睨みつけた。

「お前が、困ってる友達を見て知らん顔するような臆おく病びよう者ものだからだ！」

「なんの話だ」

「さっき見捨てたくせに！　ぼく、そういうの許さないんだぞ！」

　彼は、なにかに対して腹を立てているらしい。だが、それは言いがかりというものだった。自分はこの青年に会ったこともないし、彼が腹を立てるような振ふる舞まいをした覚えもないのだ。

「やいてめえ、アンドルーを離はなせ！」

　その時、またしても男が一人走りこんできた。

「トービー！」

　アンドルーと呼ばれた青年が、ぱっと瞳ひとみを輝かがやかせる。トービーと呼ばれた男が、加勢に入るというように剣けんを抜ぬいたのだ。

　その切っ先の鋭するどさを見た瞬しゆん間かん、不意に怒いかりがこみ上げてきた。あまりにも理り不ふ尽じんな目に遭あいすぎて、さすがのセバスチャンも冷静さを欠いたのだ。むしろ、いい加減に鬱うつ憤ぷんを晴らしたいと思っていたのかもしれない。アンドルーのことを突き放し、彼に倣ならって剣を抜ぬき放はなつ。

　そして剣を交えようとしたその瞬間、鈴すずを振ふるうように美しい声が響ひびき渡わたった。

「やめて、トービー！　なにごとなの！」

　泣きそうな顔で飛び込んできた少女に、セバスチャンはつかの間怒りも忘れて見み惚ほれた。彼かの女じよがあまりにも愛らしかったからだ。

　小麦色の柔やわらかい髪が、風をはらんでふわりとひるがえる。黒い喪も服ふくは彼女の肌はだの白さを際きわ立だたせており、体の線は細く、折れそうなほど華きや奢しやだった。

　その少女は、トービーと呼ばれた男の前に立つと、毅き然ぜんと背筋を正して彼のことをキッと睨んだ。

「いつになったらちゃんとなさるの？　みっともない。そのように礼れい儀ぎをわきまえない野や蛮ばん人じんでいたいなら、山の中の洞ほら穴あなにでもお行きなさい！」

「だがなあ、オリヴィア──」

「いいから、下がってちょうだい！」

　ぴしゃりと怒ど鳴なりつけられ、二人の男たちがすごすごと退散していく。セバスチャンがほっとして剣を鞘さやに収めると、オリヴィアと呼ばれた少女は振り返って目に涙なみだを浮かべながらセバスチャンのことを見上げた。

「ごめんなさい、シザーリオ。こんな酷ひどい暴力を受けて、さぞ腹が立ったでしょう。でもどうか、冷静に大目に見てやって。うちへいらしてくださる？　あの人たちがこれまでどんな下らない悪ふざけをしてきたかお話しするわ。そうすれば笑って済ましてくださるでしょう？」

「ええと……」
















　またシザーリオかと言いかけたセバスチャンだったが、口を挟はさむことは出来なかった。オリヴィアが突とつ然ぜん、セバスチャンの手をとってぎゅっと自分の胸に押し付けたからだ。

「駄だ目めよ、いらしてくださらなきゃ。嫌いやとは言わせないわ。ほら、どう？　あの人のおかげでわたくしの心臓はこんなにもひどい動どう悸きがしているの」

　手に触ふれた柔らかい感かん触しよくに、頭が真っ白になる。普ふ段だんそれほど取り乱すことのないセバスチャンではあったが、さすがにこれには動どう揺ようして二の句が継つげなくなった。

　未いまだかつてないほど心臓が騒さわがしくなり、ただ彼女のことを見つめることしか出来なくなる。近くで見れば見るほど、彼女の可か憐れんさは際きわ立だって見えた。熟うれた果実のように色づくバラ色の頰ほおも、薄うすく開かれた艷つややかな唇くちびるも、どれもが芳かぐわしい。

（これは、どういうことなんだ？）

　混乱する頭で、セバスチャンはぼんやりと考えた。

　自分はついにおかしくなってしまったのか、それとも夢を見ているのか。

　分からない。分かるのはただ、自分がこの美しい少女に見惚れているということだけだ。これもまた、初めての感覚だった。今までセバスチャンは、どんなに綺き麗れいな娘むすめを前にしても、心を動かされたことなどなかったのだ。

　しかし今、どうしても彼女から目が離せない──。

「ねえ、お願い。わたくしの言う通りにして？」

　泣きそうになりながら必死に訴うつたえるオリヴィアの瞳ひとみに魅み入いられ、気がつけばセバスチャンはろくに考えないまま頷うなずいていた。

「ああ、分かった」

「それならすぐにいらして！」

　頷くやいなや、オリヴィアが逃のがさないとばかりにセバスチャンの手を握にぎったまま邸へと向かっていく。セバスチャンは、これはなにかの罠わなだろうかと頭の片かた隅すみで考えながらも、この誘ゆう惑わくに打ち勝てず歩みを進めたのだった。




　彼を応接間へと導く間、オリヴィアは浮き立つ心を懸命に鎮しずめようとしていた。

　さっき、帰るシザーリオを見送っていた時に、ようやくオリヴィアは反省したのだ。自分の気持ちを押し付けてばかりいては、彼の心を得られるはずがない、と。

　それに、相手の心を思いやらずに一方的に伝えるのでは、公こう爵しやくのやっていることと変わらない。

（私だって、公爵の求きゆう婚こんを最初から拒きよ絶ぜつしているもの……）

　それは、公爵のことを自分が知らないからだ。理解出来ないものを、愛することは出来ない。

　だからこそ、シザーリオに自分のことを分かってもらおうとしなければならないと、オリヴィアは思い直した。

　本気で想いを伝えて拒絶されるのは、怖こわい。

　それでも好きだと思うなら、この想いに応こたえて欲しいと願うならば、言わなければならないのだ。

　オリヴィアが密ひそかに決意を固めたところで、ついに応接間へと辿たどり着いた。開いた扉とびらの先に一歩踏ふみ出し、振り返る。

　その先にいるのは、オリヴィアが恋こいをした青年。

　ほんの少し困ったような顔をした愛する人を見つめながら、オリヴィアは緊きん張ちようで痛む胸にそっと手を当てて口を開いた。

「シザーリオ。わたくしね……」
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　──数時間後。

　セバスチャンは、応接間で一人長なが椅い子すに腰こし掛かけながら、オリヴィアとの会話を思い返していた。

　この部屋へ入るなり、オリヴィアは自分をどれだけ愛しているのか、そしてこんな想いを抱いだいたのは初めてだということを、真心の込もった言葉で伝えてくれた。

　両親を失い、続けて最愛の兄を失ってからずっと、ひとりぼっちだったこと。

　兄の喪もに服す七年の間は人に会うまいと思っていたが、自分に出会って世界が変わったこと。

　だから、ずっとそばにいたいということを──。

　その様子はどこまでもいじらしく、セバスチャンは気がつけば彼女から目が離せなくなっていた。彼女の言葉を、疑うことすら忘れていた。それほどまでに彼女の言葉は、セバスチャンの心に真まっ直すぐ響ひびいたのだ。

　これまでセバスチャンが出会ったことのある女性は、こうではなかった。みな、熱に浮かされたような潤うるんだ瞳で自分に声をかけられるのを待っているばかりだった。あのように、熱心に想いを伝えてくれる人はいなかったのだ。

（オリヴィア──）

　気がつけば、彼女のことを考えずにはいられなくなっていた。触れた手の細さや、春を思わせる柔らかい香かおりがセバスチャンの理性を狂くるわせる。

　その上彼女は、兄を失ってからたった一人でこの邸を守っているという。

　容易たやすく手た折おられてしまう花を思わせるような可憐な姿だというのに、一体どこにそんな力があるというのだろう。

　強く儚はかないオリヴィア。自分と同じように血を分けた家族を失い、一人で心細かったはずなのに、彼女は懸命に生きているのだ。

　そんな彼女を、ただ守りたい、一人にしたくないと思った。

　彼女が自分を『シザーリオ』という青年と間ま違ちがえていることは知っている。けれどそれでもいいと、セバスチャンは思った。彼女のそばにいられるなら、彼女の笑え顔がおを見られるのなら、どんな名前でもいい、と。

　だからセバスチャンは、彼女の想いに応こたえた。

　その途と端たん、オリヴィアは神父を呼びに行ってしまった。今すぐ誓ちかいを立てたいのだと言う。

　早そう急きゆう過ぎると微かすかに思ったものの、セバスチャンにそれを拒こばむ気はなかった。こうまで激しく愛されたことは今までなく、また同時にここまで人を愛いとおしいと思ったこともなかったのだ。若者に相応ふさわしい情愛の念が、確かにセバスチャンの正常さを欠かせる。

（だが、一体なにが起きているのだろう）

　不可思議な国に迷まよい込んだような気がしたが、それでも狂きよう気きの世界ではないように思える。少なくとも、彼女とはきちんと会話を交わすことが出来たし、目の前の世界が自分の目に映るものと違ちがうということだけはないのだ。

　しかし、だとするとこの異常な状じよう況きように説明がつかない。理性に説明させれば自分か彼女がおかしいということになるが、どう見ても彼女がそうとは思えないのだ。

　彼女は、外見は華奢なだけの少女だったが、話してみると落ち着いてしっかりとしている。でなければ、こうして一家を取り仕切り、召めし使つかいに指示を出し、きちんと仕事を片付けられるはずがない。

　自分への突然の愛だけが、この世界でたった一つ不可解な出来事だった。

（アントーニオに相談出来ればな……）

　このおかしな街の中で、セバスチャンが唯ゆい一いつ信じられるのは、三月も時を共にした友人だけだ。

　しかし、アントーニオが今どこにいるのかが分からない。

　エレファント亭ていに行ったが、彼の姿はなかったのだ。一度は確かに来たが、その直後自分を探しに出て行ってしまったのだという。

　ならば一体彼は、どこに消えてしまったのだろう。ぼんやりと、窓からイリリアの街を見下ろしていると、扉が開いてオリヴィアが戻もどってきた。

「お待たせしてごめんなさい。あの、それで……」

　恥はずかしそうに言葉を切って、オリヴィアがセバスチャンのことを見つめる。しばらく奥おくゆかしそうに口ごもっていたが、やがて彼女は意を決して唇を開いた。

「急な話だからと怒おこらないで欲ほしいのだけど……。あなたの言葉に噓うそがないなら、一いつ緒しよにうちの礼拝堂までいらして。この神父様の前で婚こん約やくし、変わらぬ愛を誓って欲しいの。不安と懸け念ねんにおののくわたくしの心が、安らかになるように」

「オリヴィア……」

「もちろん、神父様には伏ふせておいて頂くわ。公おおやけにしてもいいとあなたが思うまで。でも、その時がきたらわたくしの身分に相応しい式を挙あげるの。ね、いいでしょう？」

　そう言って微笑ほほえむオリヴィアには、風に揺ゆれる花を思わせる可憐さがあった。こんな彼女が、狂きよう人じんであるはずがない。

　セバスチャンは確信すると、オリヴィアに優やさしく微笑みかけた。

「神父様に従い、ご一緒します。変わらぬ愛を誓ったからには、生しよう涯がい誓いを守るつもりです」

　花がほころぶように、オリヴィアは喜色を満面に浮かべた。

「まあ、嬉うれしい！　わたくし、こんな嬉しいこと、今まで一度もなかったわ」

　飛び上がらんばかりになりながら、オリヴィアが頰を赤く染める。これほど手放しに喜ぶ人を見たことはなく、セバスチャンは自分が正しいことをしたのだと嬉しくなった。分からないことは山やま程ほどあるが、それでも彼女が喜んでくれるならそれで良かった。

「では、行きましょう。神父様、どうぞお先に」

　喜々として彼女がセバスチャンの手を取る。その手のあたたかさと柔らかさに有う頂ちよう天てんになりながらも、セバスチャンは後に続いたのだった。
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　急いで邸に戻ったヴァイオラは、渋しぶるオーシーノーを無理やり連れ出して役人の元へと向かっていた。アントーニオを助けに行くのだ。

　そうして二人で歩き、ちょうどオリヴィアの邸の辺りに差さし掛かかったところだった。役人に連れられて歩いてくるアントーニオの姿が見え、ヴァイオラはあっと息を吞のんだ。こちらから出向くまでもなく、役人たちは囚しゆう人じんのアントーニオを公爵の前に引き立てに来ようとしていたのだ。

　後ろ手に縛しばられ、両側からがっちりと腕うでを摑つかまれながら歩くアントーニオの姿は悄しよう然ぜんとしており、ヴァイオラは胸を鷲わし摑づかみにされるような気持ちでオーシーノーの腕を引っ張った。

「あの人です、ぼくを助けてくれたのは！」

　ヴァイオラが息せき切って言うと、オーシーノーは呆あきれた表情を見せた。

「だから、待てばそのうち来ると言っただろうに……」

　待っていればいいと主張したオーシーノーを無理やり連れて来てしまったのは自分だ。頭こうべを垂れ、しおしおと謝あやまる。

「ごめんなさい。もしその間に処しよ刑けいされてしまったらと、思って……」

「まあいい」

　苦く笑しようを浮かべ、オーシーノーがアントーニオへと視線を向ける。その途端、眼光が研とぎ澄すまされた刃は物もののように鋭くなった。

「──どうして貴様がここにいる」

　静かだが、びりびりと腹の底に響くような重たい声だった。初めて聞くオーシーノーの厳しい声に、ヴァイオラは思わずたじろいでしまう。

「オーシーノー様は、あの人を知っているのですか？」

「知ってるもなにも、あの男は我わが艦かん隊たいの精せい鋭えいを相手取って互ご角かくに戦い、多大な損失を与えた奴だ。この前見た時は、真っ黒な火薬のすすにまみれていたがな」

　冷ややかな目で睨むオーシーノーのことを、アントーニオは歯を食いしばりながら悔くやしそうに見上げていた。役人たちが腕を離したら、今すぐ飛びかかりそうにさえ見える。

　間に流れる凍こおり付つきそうな空気の中、ヴァイオラは遠えん慮りよがちに言った。

「あの、オーシーノー様。この人は、突然喧けん嘩かを売られたぼくのことを、剣を抜いて守ってくださったんです。でも、途と中ちゆうから分からないことを言い始めて……」

　どういうことなのかもう一度訊きたかったヴァイオラだが、アントーニオが口を開くほうが先だった。

「分からないのは俺おれのほうだ！　こんな街、本当は来る気なんざなかった。だがオーシーノー、あんたのそばにいる恩知らずの若者のために、俺はここまで来たんだ」

　ヴァイオラをぎろりと睨みながら、アントーニオは早口に語った。

　猛たけり狂くるう荒あら海うみの中から、自分がこの若者を救い出したということ。

　愛を捧ささげ、全ぜん身しん全ぜん霊れいで尽つくしてきたこと。

　それだというのに自分が逮たい捕ほされた途と端たん、危険の巻まき添ぞえは食うまいと知らぬ顔をしたこと。そして、ついさっき手て渡わたした財さい布ふさえ返そうとしないこと──。

「そんな！　それは、ぼくではありません！」

「あんたじゃなきゃ、一体誰だれなんだ！　俺がお前の顔を見み間ま違ちがえるわけないだろう！」

「でも、本当に違うんです」

　彼が話しているのは兄のことだとは思ったが、それでも当人が見当たらない限り確証は持てない。なんというべきか迷いながらも必死に否定したヴァイオラだったが、アントーニオはうろんな目つきでヴァイオラのことを見るばかりだ。

（なんて言えばいいの……）

　すっかりヴァイオラが困り果てていると、その当とう惑わくが伝わったのだろう。代わりに、オーシーノーが口を開いた。

「いつ当地に参った？」

　オーシーノーの問いかけに、アントーニオは苦々しげに答える。

「今日だ。だが、そこにいるそいつとはこの三み月つきというもの、一時たりとも、いや一分たりとも離れることなく昼夜常に一緒に過ごしてきたんだ。他人だなんて通用するわけないだろ」

「三月？」

　オーシーノーは怪け訝げんな顔をして、吐はき捨すてるように言った。

「やはりお前は、おかしくなったとしか思えんな。この三月というもの、こいつは俺に仕えていたんだ」

　そんな馬ば鹿かな、というようにアントーニオが目を見開く。そこに、小鳥のさえずりのように愛らしい声が響いた。

「シザーリオ！　良かった、帰ってきたのね。お友達を探しに行くと言ってお供も連れずにあっという間に行ってしまったから、心配していたの」

「お嬢じよう様さま!?」

　現れたのは、オリヴィアだった。いつの間に着き替がえたのだろう。彼女は喪服を脱ぬぎ、紺こん地じの花模様のたっぷりした上品な服を着ていた。その姿は今まで見た中で一番愛らしく見え、ヴァイオラは驚おどろく。浮うわついていても、どんな時もずっと喪に服していたのに。一体何が短時間で彼女を、ここまで美しくさせたのだろう。

「──オリヴィア」

　幸福そうに微笑んでいるオリヴィアのことを、オーシーノーが苦々しげに睨んだ。出来れば会いたくなかったと、その顔には書いてある。しかしそれを頭から無視して、オリヴィアはシザーリオの手を取って微笑んだ。

「シザーリオったら驚いてどうしたの？　わたくし、ずっと待っていたのよ。さ、うちにあがってちょうだい」

　いつものように熱っぽく──しかし普段よりもどこか嬉しそうにオリヴィアがヴァイオラの手を握る。その姿は、拒絶されることをまるで想像していないように見え、ヴァイオラは居い心地ごこちの悪さを覚えながらその手をやんわりと押おし返かえして後ずさった。

「い、いえ。先に公爵様のお話を」

「あら、オーシーノー公爵様。ごきげんよう。わたくしの愛以外に、このオリヴィアになにをお望みでしょう？」

　冷ややかに微笑んだオリヴィアは、どこまでも気位が高く見えた。小こ馬ば鹿かにするようなその態度に、オーシーノーの額に青筋が立つ。

「どこまでも高こう慢まんな女だな」

「あなたに対してだけですわ」

　ね、というようにオリヴィアがヴァイオラに笑いかける。まるで共きよう謀ぼう者しやのような仕草に、冷ひや汗あせをかいてヴァイオラは救いを求めるようにオーシーノーを見た。彼はヴァイオラを見たあと、オリヴィアを見てから口元に嘲あざけるような笑えみを浮かべる。

「なるほどな、そういうことか。お前の胸の中に誰がいるか、大体察しがついた。そういうことなら、いつまでも貴様は大理石の心を持つ暴君のまま生きるといい。俺こそ、貴様なんぞ願い下げだ」

　淡たん々たんと言ったが、その声こわ色いろの奥に燃えるような怒りを感じて、ヴァイオラはひやりとした。オリヴィアに侮ぶ辱じよくされて、オーシーノーはひどく腹を立てているのだ。

「あの、オーシーノー様……」

　話をアントーニオのほうへと戻したくて彼の袖そでを遠慮がちに引く。しかし、オーシーノーの怒りは収まらない。

「だが、お前なんぞにこいつはやらない。俺も、こいつを気に入ってるんだ。──シザーリオは、俺のものだ」

　低い声で唸うなるように言って、あろうことかオーシーノーはヴァイオラのことを抱だき寄せたのだ。

「っ！」

　熱く強い腕に抱きかかえられ、ヴァイオラは目を白黒させた。オーシーノーの厚い胸むな板いたに顔を押し付けられ、息が止まりそうになる。

（オーシーノー、様……）

　信じられない気持ちで、ヴァイオラは硬こう直ちよくしていた。

　人前で、オーシーノーがこんなことを言うとは思わなかった。邸にいる時でさえ、人前ではヴァイオラのことを遠ざけていたのだ。

　彼は、懸命に一人でいようとしていたのに。

（どうして……）

　これは、ただのオリヴィアへの嫌がらせなのだろうか。それとも、嫉しつ妬と心しんなのだろうか。

　彼の言う通り本当に、オーシーノーはヴァイオラを気に入っていたのだろうか──

　混乱する頭でぐるぐると考えているヴァイオラをよそに、周囲の人間は呆あつ気けにとられた様子でオーシーノーのことを凝ぎよう視ししていた。

　──人ひと嫌ぎらいで女嫌いのオーシーノー。

　目の前にいるのは本当にその人なのかと、全員の目が訴える。

「まさかあなた、男が好きだったの……？」

　ぽつりと呟つぶやいたオリヴィアの言葉を無視して、オーシーノーはヴァイオラの腰こしに腕を回したまま歩き始めた。

「行くぞ、シザーリオ。お前を生いけ贄にえにしてさえも、この女の奥に潜ひそむカラスの心に恨うらみを晴らしてやる」

　オーシーノーの激しい声こわ色いろに、ぞくりとした。彼は、ヴァイオラを使ってでも、オリヴィアに復ふく讐しゆうすると言っているのだ。

　それは、オーシーノーがヴァイオラを手に入れることを指しているのか、それとも文字通り生け贄にして彼女の絶望を誘さそおうとしているのか──

　どちらにしても、オーシーノーに一いつ瞬しゆんでも強く想われるなら幸せだった。

「あなた様の心を休めるためなら、この私は一千回でも生け贄になります」

　微笑みながらヴァイオラが言うと、背後から悲鳴が上がった。

「どこへ行くの、シザーリオ！」

「愛する方について行きます。この命より、この世のなにより、将来妻と呼ぶ女ひとよりも大事な方ですから」

　はっきりと言って、ヴァイオラは振り返った。すると、オリヴィアは目にいっぱいに涙を浮かべてヴァイオラを睨んだ。

「ひどい！　わたくし、騙だまされたのね！」

「騙す？　私が、騙したことがありましたか？」

　目を瞬しばたたかせると、オリヴィアはヴァイオラのことを激しく睨みつけた。

「ご自分を忘れたの？　あれは、そんな昔のこと？　誰か、神父様を呼んで来て！」

　狂きよう乱らんしたように悲鳴を上げるオリヴィアに、さすがのオーシーノーもたじろいだようだった。手の中のヴァイオラを、無意識のうちに抱き寄せる。

「おい、行くぞシザーリオ」

　黙だまったままヴァイオラも頷いて、再び踵きびすを返かえす。しかし、オリヴィアの渾こん身しんの叫びが二人の足を搦からめ捕とった。

「待って、シザーリオ！　わたくしの夫！」

「お前の夫？」

　馬鹿にするように振り返ったオーシーノーに、オリヴィアは昂こう然ぜんと言った。

「ええ。わたくしの夫よ。この人も否定は出来ないはず」

「お前はあいつの、夫か？」

　確かく認にんするように聞いたオーシーノーに、ヴァイオラはぶんぶんと千切れんばかりに首を横に振った。

「まさか！　違います！」

「シザーリオ、恐れることはないわ。胸を張って、あなたの幸運を手に入れなさい。ご自分を恐れずに見れば、あなたは恐れている方と同じ身分になれるのよ」

　オリヴィアは、どこまでも思いやるような声色で言った。ヴァイオラが、オーシーノーを恐れるあまりに噓をついていると思っているようだ。

　あまりに堂々としたその態度に、ヴァイオラは奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。同じ体験を、つい最近したような気がする。

　ボタンを掛かけ違ちがえたように、なにかがずれていく。自分の信じる現実が自分を裏切るような、この感覚は──

（そうだ、アントーニオ！）

　これは、アントーニオと初めて出会った時と同じだった。ヴァイオラが、捕とらえられたままの男のことを思い出したその瞬間、こちらに向かって走ってくる人の姿があった。神父だ。

「神父様！　よくぞ来てくださいました」

　神父の到とう来らいに、オリヴィアは心底ほっとしたように微笑み、それから得意げに胸を張ってヴァイオラのことを見つめた。

「神父様、お願いです。事情があって今公表せねばならなくなったので、あなたの尊とうとい口からご披ひ露ろうしてください。この人とわたくしの間に、なにが執とり行われたか」

　神父は、その穏おだやかで静かな目でヴァイオラを見、そしてオリヴィアを見て深々と頷いた。

「永遠に変わらぬ愛の絆きずなが結ばれました。聖職者として私も、その儀ぎ式しきに初めから終わりまで立ち会っております。私の時計によりますと、その時からまだ二時間ほどしか経たっておりませんが」

　啞あ然ぜんとして、ヴァイオラは神父を凝ぎよう視しした。

　オリヴィアと口裏を揃そろえて自分を謀たばかっているとしか思えない。けれども、神父がそんな心にもない噓をつくはずがないのだ。

（どういうことなの……？）

　自分の足元から地面が崩くずれ落おちていくようだった。ぐらぐらして、足元がおぼつかなくなる。呆ぼう然ぜんとしているヴァイオラの横で、ぽつりとオーシーノーが呟いた。

「お前、俺に噓をついていたのか」

　その静かな声には、深く、激しい怒りが込められていた。

　裏切られた怒りが、信しん頼らいしていた小こ姓しようを失った悲しみが、オーシーノーの目に浮かぶ。

「オーシーノー様、誤解です！　私は誓って──」

「誤解!?　ひどいわシザーリオ、噓をつくのね！」

（ええええ!?）

　噓だと言いたいのは自分のほうだ。何な故ぜ、密ひそかに想いを寄せるオーシーノーにまで誤解されなくてはならないのだろう。そもそも自分は女だ。オリヴィアと結けつ婚こん出来るはずなどないのに。

　なんにせよ、オーシーノーに誤解されるのだけは嫌だった。彼にだけは、信じていて欲しい。

　必死に言いい募つのろうと口を開いたところに、アンドルーが大おお慌あわてで転ころがり込んできた。

「た、た、大変だ！　早く医者を呼んで！」

　あまりの慌あわてように、思わず全員がぎょっとしてアンドルーへと視線を注ぐ。彼は、涙で頰をべとべとにしながら、助けを求めるようにオリヴィアの足元にすがった。その頭には、大きなたんこぶが出来ている。

「あいつが、ぼくの頭を割りやがったんだ！　サー・トービーもだ！　大変なんだ、なんとかしないと！　ああ、四十ポンド出しても家にいりゃあ良かった！」

「誰がそんなことをしましたの、サー・アンドルー？」

「公爵の小姓のシザーリオって男だよ！　臆病者だって思ってたのに、鬼おにの生まれ変わりみたいに強いんだ！」

　アンドルーの叫びに、その場にいる人の視線が一いつ斉せいにヴァイオラへと向いた。

　オーシーノーまでもが、信じられない顔でヴァイオラのことを凝視する。

「俺の小姓、シザーリオだと？」

（えええええ!?）

　悲鳴を上げることも出来ずにヴァイオラが硬直していると、アンドルーは顔を上げ、そしてぎょっとして地面に座すわり込んだまま後ずさった。

「うわああここにいた！　や、やい、ぼくの頭をよくも殴ってくれたな！　ぼくが君に殴りかかったのには、サー・トービーにけしかけられたって立派な理由があったのに！　大体トービーだって酔よっぱらってなけりゃやられなかったんだからね！」

「あ。あの、どういうことですか？　ぼくは、あなたを傷つけなかったはずですが……」

　そもそも、剣を交えることもなく、アントーニオが仲ちゆう裁さいに入ったはずだった。だからこそ彼は、今ここで捕つかまっているのだ。

　ヴァイオラが混乱していると、アンドルーに続く形でトービーまでもが転がり込んできた。彼のほうが余計に手ひどくやられたらしく、その端たん整せいな顔に青タンまで作っている。

「くそお、あいつにやられた！　おい阿あ呆ほう、医者はどうした！」

　トービーが怒鳴ると、いつの間にここに来ていたのか、道化のフェステがひょっこりと姿を現してトービーに肩かたを貸した。

「医者なら酔っぱらってるよ、サー・トービー。一時間も前からね。あの先生ときたら、朝の八時にはもうへべれけなんだ」

「畜ちく生しよう！　俺は酔っぱらいなんて大だい嫌きらいだ！」

　酔っぱらいのトービーの叫びに、オリヴィアは呆れたような、心配するような表情を浮かべた。

「誰か、この人を連れてって介かい抱ほうしてあげて」

「ぼくが介抱するよ。どうせ一緒に包帯に巻かれるんだ」

　アンドルーとフェステに抱かかえられながら、トービーが邸の中へと入って行く。そして静かになると、やはり全員の視線はヴァイオラへと向かった。

「……あの。ぼくじゃ、ないですよ？」

　冷や汗をかきながら、じりじりと下がる。

　その時、救いとも思える初夏の風のように清せい涼りような声が響いた。

「申し訳ありません、お身内の方に怪け我がをさせてしまって。でも、たとえ血を分けた兄弟きようだいでも、身を守るためにはああしたでしょう」

　その場に現れた青年の姿に、全員が言葉を失って彼のことを凝視した。

　黒いリボンで束ねた金の髪が、午後の日差しを受けて鈍にぶく光る。

「なぜ、そのような目で私を？　ああ、なるほど。私のしたことを怒っていらっしゃるのですね。許してください、愛いとしい人。先ほど二人が取とり交かわしたあの愛の誓せい約やくに免めんじて」

　形の良いい唇をしならせて微笑み、青年がオリヴィアの手を取る。その青年が身を包んでいるのは、銀糸の縫ぬい取とりがされた白い上着に、漆しつ黒こくのタイツ。そしてささやかなクラヴァット。

　──そこにいたのは、シザーリオと瓜うり二ふたつの青年だった。

「一つの顔、一つの声、一つの服、そして二人の体……」

　信じられないというように、オーシーノーが呟く。

「自然が作りなした鏡だ。ありえないものが、ある」

　しかしその青年はオーシーノーの静かな叫びに気づかず、一方を向いて声を上げた。

「アントーニオ！　どこにいたんだ。君を見失ってからというもの、ずいぶんと辛つらい思いをしたぞ。……どうして、捕まっているのだ。まさか、私のせいか？」

　愕がく然ぜんとして、青年が、アントーニオの前に跪ひざまずく。

「私のせいなのだろうな、すまなかった。だが、必ず君のことは釈しやく放ほうさせてみせる。私の持てる限りの財産で、きっと」

　いつものように柔にゆう和わに、知的さを感じさせる笑みを青年が浮かべる。それでも、アントーニオは信じられなかった。

「……セバスチャン、か……？　本物の？」

　恐おそる恐おそる問いかけられた青年──セバスチャンは、どうしてそんなことを言うのかというようにきょとんとした。

「ああ、そうだが。信じられないのか？」

「そりゃそうだ！　お前は、一体いつ二人になったんだ！　一つのリンゴを二つに割っても、この二人ほど似てはいないだろうよ。どっちが本当のセバスチャンなんだ？」

　アントーニオの叫びに、セバスチャンがついに、ヴァイオラの方を振り返った。

　その瞳が、大きく見開かれる。

　まるで時が止まったかのように、そっくりな姿をした二人は、互たがいを凝視していた。

　銀糸の縫い取りがされた白い上着に、漆黒のタイツ。そしてささやかなクラヴァット。

　黄昏たそがれ時どきの雲のような、柔らかい金の髪。

　そして、緑がかった青い瞳──。

「──そこにいるのは、俺か？」

　セバスチャンは、掠かすれた声で独り言のように囁ささやいた。瞳が、揺れる。

「だが男の双ふた子ごはいないし、あらゆるところに同時にいられるような神の力はない。双子の妹は一人いたが、無情の荒あら波なみに吞み込まれてしまった。……君の生まれは？　名前は？　両親は？」

　耳じ朶だを打つ懐なつかしい声に、ヴァイオラは喘あえぐように答えた。

「生まれはメッサリーン。父はセバスチャンです。同じセバスチャンという名の兄もおりました。顔も服装もあなたそっくりの。でも今は海の底にいるはず。死んだ人の霊れい魂こんが姿も服も借りて現れるものなら、あなたは兄の姿をした魂たましい」

　セバスチャンとヴァイオラが一歩、近づく。

　鏡に向かい合うように、二人は互いにそっくりな少年の姿を瞳に映した。

「確かに私は魂だ。だがこの姿は、母の胎たい内ないから受うけ継ついだままの肉体を身につけている。お前が女でありさえすれば、私はこう言うだろう。『よく生きていてくれた、溺おぼれたはずのヴァイオラ』と」

　ついに、ヴァイオラの瞳から涙がこぼれ落ちた。

　立たち尽つくしたまま、ヴァイオラがセバスチャンの瞳を見つめる。

「私の父は、顔にほくろがありました」

「私の父にも」

　一歩、近づく。手と手が、触ふれ合う。

「そしてヴァイオラが生まれた日から十三年目に亡なくなりました」

　囁くようなヴァイオラの言葉に、セバスチャンが目を瞑つむる。

「ああ、あの日のことは死んでも忘れるものか。父が最後に息を引きとったのは、まさに妹が十三の春を迎むかえる誕生日のことだった」

　もう、間違いようがない。

　ここにいるのは、確かに兄なのだ。

「私たち二人の幸福を妨さまたげているのが、女の身にまとったこの男の姿だけであるのなら、今すぐに叫ぶでしょう。──私が、ヴァイオラであると」

　泣きながら囁いたヴァイオラを、セバスチャンは強く抱き締めた。父を失った時のように、母を失った時のように、いつもそうしていたように──。

「お兄様……。そこにいるのは、お兄様なのね」

「そうだ。ヴァイオラ、よく生きていた──」
















　互いを死んだと思い、引ひき裂さかれていた双子の再会を、その場にいた全員の人間がただただ溜息をついて見守った。

　争いや勘かん違ちがいが起きていたことも忘れ、静かに邂かい逅こうを祝福する。

　ひとしきり抱き合った後、セバスチャンはゆっくりとヴァイオラを抱く手を解いてまじまじと彼女の姿を見た。

「それにしても、見事に私そっくりになったものだな、ヴァイオラ。この街の住人らが私とお前を取とり違ちがえていたのもよく分かる」

　今までの一連の流れを思い返して、セバスチャンはふっと笑った。

　みな、ヴァイオラとセバスチャンの中にシザーリオという架か空くうの少年を見ていた。だから、事態はこんなにも混乱したのだ。

「オリヴィア。あなたは、私と妹を間違われて、まだ男を知らない娘と結婚するところだったのだな。だが、自然は回り道をしても正しい結果に導いてくれる。結局あなたは、まだ女を知らない男と婚約したのだから」

　振り返ったセバスチャンに見つめられ、オリヴィアは顔を赤くして頰に手を当てた。女性と知らずにシザーリオに迫せまってしまったこと、そして取り違えたままそれに気づかないで婚約してしまったことを恥じたのだ。

「わたくしったら、なんてことを──」

　うろたえるオリヴィアに、しかしセバスチャンは優しく手を差し出した。

「取り違えていて構わないというなら、この手を取ってくれないか」

　その仕草は目を見張るほど優ゆう雅がで、立派な血筋を思わせる。

　最初から、オリヴィアはこの双そう眸ぼうと、流れるような仕草に見惚れていたのだ。そして多分そのシザーリオのモデルは、このセバスチャンなのだ。

　遠慮がちにその手を取ると、オリヴィアは恥ずかしそうに瞳を伏せた。

「こんなわたくしを、今でも愛してくださるの？」

「もちろんだ。先ほども、愛を誓い合っただろう？」

　なにも変わってはいないのだと、安心させるようにセバスチャンがオリヴィアの腕を引く。静かに重なった二人の影かげに、ヴァイオラは嬉しくなって微笑んだ。

　しかし、オーシーノーだけは笑ってはいなかった。持ち前の険しい顔を更さらに険しくさせ、シザーリオ──ヴァイオラの後ろ姿を凝視する。

　その心の中にあったのは、今までのシザーリオの振る舞いの記き憶おくだった。

　彼女は、いつだって言っていた。自分を想うほどに女を愛することはないと。愛しているのは、オーシーノーのような人だ、と。

　あの時は、小姓として主人を慕したってくれているがゆえの言葉だと思っていた。だが、今ではもはや別の意味を伴ともなっているようにしか思えない。

　今までの数々の言動を思い出した途端、突つき動うごかされるようにオーシーノーはシザーリオの腕を摑んでいた。

「シザーリオ」

　セバスチャンとオリヴィアの二人に見とれていたヴァイオラは、急に腕を引かれ驚いて振り返った。

「お前の、女の服はどこへ置いて来たんだ」

「服は、私をこの国の浜はま辺べに連れてきてくれた船長に、預けてあります」

「船長？」

　ヴァイオラの言葉に、オーシーノーがなにかを思い出そうとするように顔をしかめる。

「ああ、そういえば彼を捕まえたという話を聞いたな。確か、この家の執しつ事じ、マルヴォーリオが訴えたのだとか」

　二人の視線を受けて、オリヴィアがきょとんとする。

「マルヴォーリオ？　ああ、そういえばあの人、気が狂ったという話だったわ。ここのところ自分のことで気も狂わんばかりになっていたせいで、すっかり忘れていたわ。どんな具合、あの人は？」

　マライアを探して視線を巡めぐらせると、いつ戻ってきたのかフェステがひょっこりと顔を出した。

「頭の具合の悪い人にしては精せい一いつ杯ぱい、悪あく魔まの親玉を近づけないように頑がん張ばってるよ」

「まあ、そんなに具合が悪いの？」

「まあね。でも、手紙を預かってきたよ」

　薄く笑って、フェステが手紙をひらひらと振る。

「読んでちょうだい」

　オリヴィアが命じると、フェステはにやっと笑った。

「阿呆が代弁するのか」

　フェステが手紙の封ふうを切って、早さつ速そく読み始める。そこに書かれていたのは、ことの企くわだてをした人にしか分からないような内容だった。








　失礼ながら、我が姫ひめ君ぎみ。私に対するあなたの酷い仕打ちは、やがて世間の知るところとなりましょう。

　あなたは私を暗室に監かん禁きんし、飲んだくれの叔お父じに監かん視しさせ、狂人扱あつかいをされましたが、私は幸い姫君と同じく正常な分別を持っております。私の手元にこのような服装をするよう望まれたあなたのお手紙があります。

　これによって、私の身みの証あかしは立ち、あなたの名めい誉よに傷がつくは必ひつ定じようです。私のことをどうお思いになろうと構いません。今の私は、召使いとして義務を軽かろんじても、身に受けた恥ち辱じよくを重んじたいと思います。




狂人扱いされたマルヴォーリオ









「これ、あの人が書いたの？」

　オリヴィアが首を傾かしげながら聞くと、フェステは甘あまく微笑んだ。

「そうだよ、姫君」

「そう酷い狂いようとは思えぬが……」

　文法や言葉使いにおかしなところはなく、ごくごく正常な人が書いた手紙のように思える。オーシーノーの言葉に同意して、オリヴィアは小間使いの少年を振り返った。

「部屋から出してここに連れて来てちょうだい」

　小間使いが、すぐに走っていく。そしてほどなくして、マルヴォーリオを伴って戻ってきたのだが、彼のあまりの格好にその場にいた全員が息を吞んだ。

　マルヴォーリオは、見るも無残なほどに憔しよう悴すいしきっていたのである。

　きちんと撫なで付つけられていた髪はぼさぼさになり、いつもピンと張りのあったシャツはよれよれだ。それでも黄色い靴くつ下したと十字の靴下留めが健在なものだから、その姿は滑こつ稽けいにすら見え、その場にいた全員が笑っていいのか心配していいのか悩なやんだほどだった。

「まあ……マルヴォーリオ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ようやくの思いでオリヴィアが訊くと、マルヴォーリオはうろんげな眼まな差ざしでオリヴィアのことを見つめた。

「あなたは酷い方だ。酷い仕打ちをされる方だ……」

「わたくしが？　わたくしは、なにも──」

「知らぬとは言わせません。この手紙が証しよう拠こです！」

　泣くのを堪えながら、マルヴォーリオがくしゃくしゃになった手紙をオリヴィアに押し付ける。

「これがあなたの筆ひつ跡せきでないと断言出来ますか！　これと違う筆跡や文章を書けるものなら書いてください！　何故あなたは、私にはっきりと好意のしるしを見せ、微笑みを浮かべろとか黄色い靴下をはけとかお命めいじになったのです！」

　マルヴォーリオが、握った拳こぶしを震ふるわせる。

「そして喜び勇んでお命じになった通りにすると、あなたは私を暗室に閉じ込めた！　何故です？　その理わ由けをおっしゃってください！」

　マルヴォーリオは声の限りに叫んだが、オリヴィアは困ったように眉まゆを下げただけだった。読み終えた手紙を綺麗にたたみ、小鳥のように小首を傾げる。

「マルヴォーリオ。これは、わたくしの書いたものではないわ」

　その瞬間、マルヴォーリオの動きが完全に止まった。

「お嬢様の、書いたものでは、ない？」

「ええ。確かにわたくしの字に似ているけれど、これはおそらくマライアの字だわ」

　オリヴィアが遠慮がちに手紙を返すと、マルヴォーリオはそれをひったくって信じられないものを見るように文面を凝視した。

「これが、お嬢様の文字では、ないと……？　噓だ、くそっ！　あの女！」

　マルヴォーリオの顔が、怒りで真っ赤になる。今にもマライアに復ふく讐しゆうしに行きかねないマルヴォーリオを見て、フェステがのんびりと口を開いた。

「お嬢様、ちょっと言ってもいいかなあ」

「なあに？」

「ぼくは、今日の日を喧嘩や口論で汚けがしちゃいけないと思うんだよね。せっかくのめでたい日なんだもの。だから、そうならないように白はく状じようするよ。このマルヴォーリオに罠を仕し掛かけた真犯人は、サー・トービーなんだ。なんたって、彼はマルヴォーリオに馬鹿にされ続けていたからね。いい加減腹が立ったんだよ」

「まあ、そうなの？」

「そうだよ。そんなわけで、マライアはトービーのために手紙を書いたんだ。おかげでマライアは、トービーの心を射止めたんじゃないかなあ」

　以前からマライアの気持ちを知っていたオリヴィアは、驚いて目を見張った。彼女なら確かに、トービーを喜ばせるために手段を選ばないと思えたのだ。

「でもぼくは、双そう方ほうが受けた侮辱を正当にはかれば、まったくの五分五分、恨みっこなしだと思うよ」

「そうかしら……」

　首を傾げたオリヴィアに、フェステがもっともだというように頷く。

「そりゃそうさ。これ、覚えているかい？　『お嬢様。いつまでこのような無知無能な輩やからを喜んでおそばに置かれるのですか。私はもう、呆れるばかりですよ』とね。かくして因果は巡り巡って我わが身みにも、だ。君はお嬢様にも自うぬ惚ぼれ病だって言われてたよね？」

　ぱちりとウィンクしたフェステに、マルヴォーリオは顔を赤くした。受けた屈くつ辱じよくに、ぶるぶると肩を震わせる。

「復讐してやる！　どいつもこいつも！」

　半泣きになりながら、マルヴォーリオが邸の中へと走り去って行く。哀あわれさを誘うその後ろ姿に、オーシーノーがフェステのほうを振り返った。

「あとを追ってなだめてやるといい。あの男からまだ例の船長を捕らえた理由を聞いていなかったからな」

「はいよ」

　フェステがひらりと身軽な足取りでマルヴォーリオを追いかける。

「そうだ。アントーニオ」

　船長という言葉を聞いて、セバスチャンがはたと顔を上げる。彼の友人アントーニオはまだ、役人に腕を縛られており、その顔はもう怒りに染まっていないものの、どこか頼たよりなげに見えた。

　そんな彼のそばへ慌てて近寄り、セバスチャンがオーシーノーを振り返る。

「公爵様。どうか、私に免じて彼を釈放してはくれませんか。彼は、私の大切な友人で、命の恩人なのです」

　必死の頼たのみに、オーシーノーは頷いた。ヴァイオラから、彼に助けられたという話を聞いていたことも手伝っているのだろう。もしかしたら、シザーリオそっくりのセバスチャンの頼みというのもあったかもしれない。

「分かった。そのように取り計らおう。元より、こいつの船の扱いには感心していたのだ。──アントーニオを、釈放してやれ」

　オーシーノーの命令に、アントーニオの手を縛いましめていた縄なわが解とかれる。

「良かった、アントーニオ！」

　セバスチャンが、アントーニオの手を取って深々と安あん堵どの溜息をつく。

　これで一件落着だ。誰もがそう思ったその時、オリヴィアがこほんとわざとらしい咳せき払ばらいをした。その目が、意地悪い光を閃ひらめかせる。

「それで？　オーシーノー公爵。あなたは、どうするのかしら」

「どう、とはどういうことだ」

「あなたも、お小姓のことを気に入っているのでしょう？　まさか、男のままのほうが良かっただなんて言わないわよね？」

　意味ありげに見つめるオリヴィアに、オーシーノーはたじろいだように視線を逸そらした。その頰が、僅わずかに赤くなる。

「当たり前だろう。だが、人前でするような話じゃない」

　つまりは、なにがしかの話をするつもりではあるのだ。素早く察したオリヴィアは、機き嫌げんよく笑った。

「あら。じゃあうちの部屋を使ってちょうだい。案内してあげて」

　得意げなオリヴィアの言葉に、オーシーノーが眉み間けんに皺しわを寄せて嫌そうな顔をする。だが、彼のそばにずっといたヴァイオラには分かっていた。彼がただ、照れているだけなのだということを。

「……来い、シザーリオ」

　低い声で囁き、オーシーノーがヴァイオラの手を摑む。

「男の姿をしている間、お前はまだシザーリオだ。そうだろう？」

「ええ。オーシーノー様」

　顔を上げると、オーシーノーはまたふい、と顔をそむけてしまった。急ぎ足で、案内を買って出た少年の後を歩いて行く。

　オーシーノーに摑まれた手首が、熱い。

　彼の背中を見つめながら歩くヴァイオラは、微かすかな予感を覚えながら歩いた。この邸に降り立った大団円の輪の中に、自分も入るのだという予感を──
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　音を立てて、扉が閉められる。

　オリヴィア邸ていの一室に通され他人の目がなくなったところで、ようやくオーシーノーは足を止めて振り返った。

　窓から差し込む光を受けて、オーシーノーの黒くろ髪かみが夜の帳とばりのようにきらめく。

　まるで夜に浮かぶ月の化け身しんのようにも見えるオーシーノーの姿に、ヴァイオラは言葉を忘れて見惚れた。

　出会った時から、どんな時もオーシーノーは美しかった。

（そして私は、いつだってオーシーノー様に見惚れていたんだわ……）

　彼の双眸に縛しばり付つけられたように立ち尽くしていると、オーシーノーは音もなく近づいてヴァイオラの頰にそっと手を添そえた。

「ヴァイオラ」

　まだ言い慣れない名前を、確認するように囁く。

　オーシーノーは、しばらく言いにくそうにしていたが、やがてゆっくりと話し始めた。

「俺は、お前が女ならいいとずっと思っていた」

　オーシーノーは、真しん剣けんな眼差しをしていた。彼が、未いまだかつてないほど思いつめたような顔で、ヴァイオラのことを見つめる。

「女の服を着たらどんなに美しいだろうと。そして、それは馬鹿げた考えだと、一いつ蹴しゆうしてきた」

　彼が、そんなことを考えていただなんて知らなかった。ずっと、自分には無関心だと思っていたのだ。けれども、自分がオーシーノーを見つめているように、彼もまた、自分を見てくれていたのだろうか。

　そう思った途端、じわりと喜びが滲にじみ出るように体に広がった。

　頰に触れた手が熱い。ヴァイオラは、一言も発することが出来ずに、オーシーノーの瞳を見つめていた。金の瞳が、ふっと細められる。

「お前は、幾いく度どとなく言っていたな。俺を想うほどに女を愛することはない、と」

　息がかかるほど近くで甘く囁かれ、ヴァイオラははっと目を見開いた。確かに、言っていた。けれどもそれをオーシーノーが覚えているとは思わなかったのだ。

　じわじわと、頰に熱が集まってくる。ヴァイオラが答えられないでいると、オーシーノーは、流れるような手つきでヴァイオラの髪を留とめているリボンをするりと取ってしまった。きらめく金の髪が生き物のように流れ、肩にぶつかってふわりとゆらめく。

「どうなんだ」

　慈いつくしむような優しげな声音に、ヴァイオラはああ、と思った。

　ずっと耐たえ忍しのんでいた想いが溢あふれ、決けつ壊かいする。

「オーシーノー様……好きです」

　ひとすじの涙が、頰を伝った。

「繰くり返かえし申し上げた誓いを、何度でも誓います。──ずっと、ずっとお慕いしておりました」

　囁いた瞬間、強く強く抱き締められた。

　前にヴァイオラが泣いた時よりも強く、ついにという喜びに打ち震えるように、オーシーノーがヴァイオラを搔かき抱いだく。

「──ヴァイオラ」

　焦こがれる声で囁いて、オーシーノーはヴァイオラの目め尻じりにそっと唇を落とした。

　いつかしてくれたのと同じように、オーシーノーが何度も優しく唇で涙を拭ぬぐう。

「ん……っ」

　くすぐったさにヴァイオラがぴくりと肩を揺らすと、はっと息を吞む声が聞こえた。背中に回った手に、僅かに力がこもる。

「もう、躊躇ためらう必要はないんだな……」

　掠かすれたオーシーノーの声が、落ちる。

　なにを、と問う暇いとまもなかった。

「っ！」

　うなじに手がかかり顔を上げさせられたと思うと、次の瞬間オーシーノーの唇が唇に重なった。

　触れた唇の柔らかさに、思わず体を強張らせてしまう。それでもオーシーノーは、ヴァイオラを離さなかった。

　初めは優しく、しかし次し第だいに堪え切れないというように荒あら々あらしく、オーシーノーがヴァイオラの唇を奪うばう。

（オーシーノー様──）
















　彼は、好きだとも、愛しているとも言わない。

　それでも溢れそうなほど伝わってくる想いに、ヴァイオラはそっと目を瞑った。

　不器用で、臆おく病びようで、優しい人。

　そんな彼のことが、自分は好きなのだ。

　キスの合間にそっと背中に手を回すと、ますます自分を抱く腕の力が強くなった。彼の手が、解かれた髪を優しく梳すいていく。

　やがて唇を離すと、オーシーノーはヴァイオラのことを抱き締めながら囁いた。

「ヴァイオラ。……お前には暇を出す。本来の身分にそむき、よく俺の仕事に耐えたな」

　言葉を切って、オーシーノーは僅かに体を離すとヴァイオラのことを真正面から見み据すえた。しかし彼は、すぐに視線を逸らしてしまった。その横顔が、赤く染まっていく。しかしそれでも、彼は懸命にヴァイオラと視線を合わせて口を開いた。

「お前は、もうシザーリオじゃない。……このオーシーノーの妻だ」

「オーシーノー、さま……」

　想いが届いた今、もうこれ以上に幸せなことはないと、泣くことはないと思っていたのに、彼の真剣な声を聞いた途端堰せきを切ったように涙が溢れ、ヴァイオラはオーシーノーの胸に無む我が夢む中ちゆうで顔を埋うずめた。そうでもしないと、泣いて酷くなった顔を見られてしまうと思ったのだ。

　──ようやく自分は、彼の元にいるという本当の約束を誓うことができる。

　本来の姿に戻った。だからこそ、シザーリオではなくヴァイオラが、ひとりぼっちだったオーシーノーに寄より添そえるのだ。

「ずっと、ずっとそばにおります。オーシーノー様」

「ああ。二度と、手放さない」

　いつもの低く、少し不ふ機き嫌げんそうに聞こえる声が耳朶を打つ。

　ヴァイオラは、ひどく幸せな気持ちで微笑んだのだった。
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　教会の、鐘かねが鳴る。

　オリヴィアの邸やしきの中の一室で、ヴァイオラは懸けん命めいに鏡の中を覗のぞき込んでいた。

　けれどその鏡に映るのは、少年ではない。

　ドレス姿──それも婚こん礼れい用のドレスに身を包んだ、少し勝ち気そうな瞳ひとみの少女の姿だ。

　惜おしげもなくふんだんにレースで縁ふち取どられた白いドレスを身にまとった自分の姿が、今はまだどうにも目になじまない。

「ヴァイオラ、準備が出来たかしら？」

　扉とびらが開き、小鳥のような軽かろやかさでオリヴィアが姿を現す。そして、ヴァイオラの姿を見てぱっと顔を輝かがやかせた。

「まあ、可か愛わいい！　すごく可愛いわ！」

「オリヴィア様も。とてもお綺き麗れいです」

　はしゃぐオリヴィアを見て、ヴァイオラは微笑ほほえんだ。彼かの女じよもまた、自分と同じように婚礼用のドレスに身を包んでいたのだ。

　ふわりと、甘あまく柔やわらかい香かおりが漂ただよう。

　──今日、オリヴィア邸ていの敷しき地ち内ないにある教会では、二組の婚礼が行われる予定だった。

　オリヴィアとセバスチャン。そしてヴァイオラとオーシーノーの婚礼だ。

　姉し妹まいとなった二人が互たがいの衣装を褒ほめ合っていると、扉がノックされてマライアが姿を現した。今では彼女も、トービーの妻となりオリヴィアとも親しん戚せきになっている。

「お嬢じよう様さま。男性お二人が、すっかりお待ちかねですよ。ついでに、アンドルーとトービーはすっかり出来上がっています」

　マライアの言葉に、オリヴィアはくすりと笑った。

「おめでたい日だもの。酔よっぱらいたちはそのままにしておきましょう。それで、夫たちは一体どんな具合かしら」

「さっき見た時は緊きん張ちようで真っ青でしたが、今も真っ青でしょうね」

　真面目に言ったマライアに、オリヴィアはひょいと肩かたをすくめた。

「やっぱりそうなのね。昨日だってずっと緊張して部屋をうろうろ歩いていたんだもの。セバスチャンは可愛い妹が他の男のものになることを想像して、公こう爵しやくのほうは可愛いお小こ姓しようがどんな美しい花はな嫁よめの姿になるのか想像して、ね」

「そ、そうだったんですか？」

　昨日は今日に備えて早く寝ねてしまったために、男性二人がどんな状況なのかは知らなかった。驚おどろいたヴァイオラに、オリヴィアとマライアの二人はにやりと笑う。

「本当に二人とも、ヴァイオラのことが好きなのよ。わたくしが焼いちゃうぐらいにね」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない声こわ色いろで言って、オリヴィアがヴァイオラを振ふり返かえる。

「さ、早くあの二人のところへ行って差し上げましょう。きっと、今のあなたを見たら卒そつ倒とうするに違ちがいないわ」

　外からは、潮しお騒さいの音と歌声が聞こえてくる。

　海に吞のまれた結果、この地でシザーリオという名を持った少年は生まれ、そして今日ヴァイオラという少女が生まれた。

　ここから自分はまた、出発するのだ。ひとりではなく、大勢の手を取って。

　風に揺ゆらいで、ふわりと白いドレスが踊おどるように揺れる。

　胸を張って前を見み据すえたヴァイオラは、祝福するように遠くから聞こえる歌に耳を傾かたむけながら、前へと足を踏ふみ出したのだった。





──小さな子供の時分には、

ヘイ、ホウ、風と嵐あらし

悪さも大目に見てくれた

来る日も来る日も雨は降る







ところが大人になってみりゃ

ヘイ、ホウ、風と雨

ごろつき盗人ぬすつとも締しめ出し食くらう

来る日も来る日も雨は降る







悲しや、女によう房ぼう持ったらば

ヘイ、ホウ、風と雨

威い張ばっちゃみても、かかあの天下

来る日も来る日も雨は降る







やっと枕まくらに頭を載のせりゃ

ヘイ、ホウ、風と雨

いつもへべれけ二ふつ日か酔よい

来る日も来る日も雨は降る







この世のはじめは大昔

ヘイ、ホウ、風と雨

どうでもいいけど芝しば居いはおわり

来る日も来る日も拍はく手しゆの雨だ──













幕













あとがき






　おそらく私が人生の中で最も多く見た舞台は、シェイクスピアの「十じゆう二に夜や」だったと思います。

　初めて観みたのは、小学生の時だったでしょうか。息も付かせない場面転てん換かんに、美しくも独どく特とくな台詞せりふ回し。そして愉ゆ快かいな登場人物たち。

　私はあっという間に「十二夜」の虜とりこになり、それからはひたすら「十二夜」の様々な舞台を観に行きました。

　まだ幼い頃に「十二夜」に触ふれたからこそ、シェイクスピアが好きになったと言っても過か言ごんではないほど、私にとって「十二夜」は思い入れの強い作品です。




『恋するシェイクスピア』シリーズは、シェイクスピアの戯ぎ曲きよくを恋愛を主しゆ軸じくにラノベ化するというコンセプトの小説です。

　数多くあるシェイクスピア戯曲の中で、「十二夜」は恋愛色の強いお話。そのため、書く前は、この『恋するシェイクスピア』シリーズに「十二夜」はうってつけだと思っておりました。

　しかし、書き始めてみてびっくり。ことはそう簡単なことではありませんでした。

　小説でしか描けない魅み力りよくがあるように、舞台でしか描けない魅力というものがあったからです。

　舞台「十二夜」の魅力は、息も付かせないような場面転換や、ぽんぽんと飛び交う台詞の応おう酬しゆう、ジェットコースターのようにラストに向かって行き、最後に強引なまでに喜き劇げきへと向かっていくところです。冷静さを忘れさせるようなあの楽しさは、やはりどうしたって舞台特有のものなのです。

　以前私は「十二夜」の舞台で、喜劇から取り残された登場人物がラストでクローズアップされる演出の舞台を観たことがあります。

「十二夜」といえば喜劇の大だい団だん円えんで終わると今まで信じてきた私にとって、その演出は大変衝しよう撃げき的てきでした。同時にこれもまた、ひとつの十二夜の形なのだと気付きました。

　劇の面おも白しろいところは、演出家によって舞台が様々な形に変わるところ。

　脚きやく本ほんには台詞しか書かれていません。登場人物の感情も、表情も、記き載さいされていません。だからこそ、演出家が色を付けて舞台を完成させ、毎回違うものを見せることができる。

　そう思い、今回は小説だからこそ楽しめる「十二夜」を目指して執しつ筆ぴつしました。

　そのために、大きく削けずった部分もあります。

　特にマルヴォーリオ。彼のエピソードはある意味この舞台の肝きもでもあるのですが、恋愛を主軸にするとどうしても余分になってしまうし、なんといっても役者さんの演技で笑わせる部分が大きく小説には不向きです。

　ですから、今回マルヴォーリオ周辺はだいぶ削らせて頂きました。すみません、トーパス先生。

　その代わり、オーシーノーとヴァイオラの恋模様を多めに描かせて頂きました。原作だと三日で公こう爵しやく様の寵ちよう愛あいを得るシザーリオ君ですが、今回はじっくりと時間を書けて距離を詰めてみました。いかがでしたでしょう？

　楽しんで頂けたのであれば、これ以上に嬉しいことはございません。




　今回執筆する際には、多くの先生方の訳書にお世話になりました。先生方、ありがとうございました。詳しくは参考文ぶん献けんのほうに記させて頂きましたので、脚本に興味ある方はぜひとも読み比べてみて下さい。

　今回も、前作の「ロミオとジュリエット」と同じく小お田だ島じま先生訳を多めに参考にさせて頂きましたが、どの先生の訳も本当に素晴らしいです。




　次に、この作品を仕上げるにあたってお世話になった方々へのお礼を申し上げます。

　お忙しい中、イラストを引き受けて下さった雲くも屋やゆきお先生。ものすごく不ふ機き嫌げんそうながらも大人の色気たっぷりなオーシーノーに、愛らしいシザーリオをありがとうございます！　そして的てき確かくながら毎度面白い意見を下さった担当のＩ様、ゲラにくっついてるメモが面白かったです。丁てい寧ねいに表記をチェックしてくださった校正様。シェイクスピア劇は放送禁止用語が多いためたくさんお世話になりました。

　コメントを寄せて下さったほしおさなえ先生。素敵なコメントを頂きまして、心より感謝しております。

　皆様の手がなければ、この本は生まれませんでした。本当にありがとうございました！




　最後になりますが、この本を手にとって下さった皆様。数多くある本の中から選んで下さり、本当にありがとうございます。

　前作『もうひとつのロミオとジュリエット』も一緒に楽しんで頂けると嬉しいです。

　それではまた、どこかでお会いできますように！


吉村りりか


















参考資料　～十二夜を更に読み解くために～




訳書

『シェイクスピア全集　十二夜』小田島雄志（翻訳） 白水社

『シェイクスピア全集（６） 十二夜』松岡和子（翻訳） 筑摩書房

『新訳　十二夜』河合 祥一郎（翻訳）角川書店

『十二夜』小津次郎 （翻訳）岩波書店

『対訳・注解 研究社シェイクスピア選集 第４巻 「宴の夜 ──Twelfth Night」』大場 建治（翻訳） 研究社




関連書籍

『シェイクスピア大図鑑』スタンリー・ウェルズ（著） 河合 祥一郎（監修）三省堂

『一冊でわかる シェイクスピア 作品ガイド３７』出口 典雄（監修）成美堂出版

『読んでみたいシェイクスピア 知っておきたい』菊池規悦　西東社

『あらすじで読むシェイクスピア全作品』河合祥一郎　祥伝社

『シェイクスピアを楽しむために』阿刀田高　新潮社

『シェイクスピアジュニア文学館５　物語　十二夜』　小田島雄志　汐文社




参考文献

『中世びとの万華鏡　ヨーロッパ中世の心象世界』キャロリー・エリクソン（著）武内信一・多ヶ谷有子・石黒太郎（翻訳）新評論

『中世の城日誌　少年トビアス、小姓になる』リチャード・プラット（著）クリス・リデル（画）長友恵子（翻訳）岩波書店

『中世の星の下で』阿部謹也　筑摩書房

『中世を旅する人びと　ヨーロッパ庶民生活点描』阿部謹也　筑摩書房

『ヨーロッパものしり紀行《城と中世都市》編』紅山雪夫　新潮社

『図説　中世ヨーロッパの暮らし』河原温・堀越宏一　河出書房新社

『中世への旅　都市と庶民』ハインリヒ・プレティヒャ（著）関楠生（翻訳）白水社

『中世ヨーロッパの城塞：攻防の舞台となった中世の城塞、要塞、および城塞都市』Ｊ・Ｅ・カウフマン／Ｈ・Ｗ・カウフマン（著）ロバート・Ｍ・ジャーガ（作図）中島智章（翻訳）マール社

『イラスト資料　世界の建築』古宇田実／斎藤茂三郎　マール社

『ヨーロッパ中世の城』野崎直治　中央公論社
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（どうして、こんなことになったの……）

　二組の結婚式が執とり行われ、幸せな大だい団だん円えんがイリリアに訪れた後。オリヴィアの邸やしきへやってきたヴァイオラは、ひたすら頭を抱かかえ込んでいた。

　先ほど、セバスチャンがシザーリオのフリをすると言って、オーシーノーの邸へ向かってしまったのである。




　──ことの始まりは、ヴァイオラが兄に夫とのことを相談したからだった。

　ここのところ、オーシーノーの様子はおかしかった。

　話そうと思えば、用事があると逃げ出してしまう。食事の時も無口で、声をかけても顔を背そむけたままでしか返事をしない。その姿はヴァイオラがオーシーノーの邸に来た頃よりもずっとよそよそしく、どこまでも他た人にん行ぎよう儀ぎだった。

　そんな彼の様子に、ヴァイオラは不安を覚えた。

　オーシーノーは、男としてのヴァイオラ──シザーリオのほうが好きだったのではないだろうか、そう思ってしまったのだ。

　確かに彼は、シザーリオが女であったら良かったと言っていた。しかし、暮らしているうちに女としての自分に不満が出てきたのではないだろうか。かつての小こ姓しようが、恋しくなったのではないだろうか──。

　悩んだ末にヴァイオラが相談相手として選んだのは、双ふた子ごの兄だった。

　幼い頃からヴァイオラは、悩みを全てセバスチャンに打ち明けていた。だからそうするのが一番だと思ったのだ。

（それなのに……）

　セバスチャンと、ついでに一緒にいたオリヴィアの二人に相談した結果、オリヴィアが『セバスチャンがシザーリオのフリをしてオーシーノーを試せば、彼が男姿でないとダメかどうかが分かる』と言い出し、兄もまたその話に乗ってしまったのだ。

　こうして兄は、ヴァイオラがシザーリオだった頃によく着ていた衣い装しように身を包つつみ、オーシーノーの邸へ行ってしまった。止める間もなかった。

（私は、なんとかして欲しかったわけじゃないのに……）

　オーシーノーは、どんな反応を見せるのだろう。

　想像するだけで不安でいっぱいになり、ヴァイオラはぎゅっと目を瞑つむった。

　自分はただ、現状が不安で誰かに話を聞いて欲しかっただけなのだ。それなのにまさか、こんなことになろうとは。

（というかこれ、絶対楽しんでるでしょ……）

　以前よりも悪ふざけの多くなった兄の顔を思い浮かべながら、ヴァイオラは深々と溜ため息いきをついた。

　これはイリリアという土地の気候がそうさせるのか、それとも結婚した相手のせいなのか。恨うらめしげに顔を上げると、ヴァイオラに付き添って応接間に残っていたオリヴィアが、愛らしい顔ににっこりと笑みを浮かべた。

「大丈夫よ、ヴァイオラ。あなたが心配することなんてなに一つないと思うわ。だって、あのオーシーノーだもの」

　自信満々に胸を張って、オリヴィアが言い放つ。

　それでもヴァイオラの不安は消えなかった。ここのところずっと、オーシーノーとはろくに会話をしていないのだ。夫婦になったというのに、触れ合うこともない。それでいて、どうして心配しないでいられるだろう。

　時と共に膨れ上がっていく不安に、思わず手のひらを握りしめる。その時だった。

「ヴァイオラ」

　乱暴に扉を開ける音と同時に響いた聞き慣れた声に、ヴァイオラは自身の耳を疑って弾はじかれたように顔を上げた。自分の願望が幻げん聴ちようを聞かせたかと思ったのだ。

　しかし、その声は幻まぼろしなどではなかった。──オーシーノーが、そこにはいたのだ。

「やっぱりここにいたか」

「オーシーノー、さま。どうして──」

　驚いて椅い子すから腰を浮かせると、オーシーノーは不ふ機き嫌げんそうな顔で歩いてきてヴァイオラの腕を摑つかんだ。

「どうしてもなにもないだろう。こんな所にいないで、早く戻るぞ」

　その眉み間けんに刻まれた皺しわは、今まで見たこともないぐらい深い。彼の静かな怒りにヴァイオラが言葉を失っていると、隣からクスリと笑う声が聞こえてきた。

「さすがに、騙だまされなかったみたいね」

　さらりと言ってのけたオリヴィアに、オーシーノーは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべた。

「当然だ。この俺がこいつとセバスチャンを取り違えるわけがないだろう。それより、なんのつもりだ。あんな悪趣味なことをして」

「あら、可か愛わいいヴァイオラを泣かせた罰ばつよ」

　オリヴィアの言葉に、オーシーノーはぎょっとしたように振り返った。

「泣いたのか」

「い、いえ。泣いて、ないです」

　慌てて首を振ると、オリヴィアはひょいと肩をすくめた。

「あら。そこは泣いたことにしておけば良かったのに。似たようなものなんだから」

　笑いを含んだオリヴィアの声に、オーシーノーの顔が不機嫌さを増す。それでも彼は、なにも言わなかった。少し居い心地ごこち悪そうに咳せき払ばらいをしただけだ。

「とにかく、こいつで遊ぶのだけはやめろ。──帰るぞ、ヴァイオラ」




　邸に帰ってきてオーシーノーがヴァイオラを連れて行ったのは、彼の私室だった。

　誰の目もない。こんな場所で二人きりになるのは久しぶりのことで、ヴァイオラは緊張で手に汗が浮かぶのを感じた。

　一体、なにを話すつもりなのだろう。

　黙っていると、やがてオーシーノーは口を開いた。

「お前の兄に聞いた。……お前が、不安がっていた、と」

　突然核心に触ふれられヴァイオラが息を吞のむと、オーシーノーが振り返った。その金の瞳ひとみに、心臓を鷲わし摑づかみにされたようになる。

　──続きを聞くのが怖い。思わず一歩後ずさろうとしたヴァイオラだったが、オーシーノーに手を摑まれておりそれは叶かなわない。彼が、ヴァイオラの手を一ひと際きわ強く握る。

「ヴァイオラ。……不安にさせて、悪かった。だが、お前を遠ざけていたのはお前が嫌いだったからでも、男のほうが良かったからでもない。ただ……」

（ただ？）

　固かた唾ずを吞んで、次の言葉を待つ。やがて、オーシーノーは言いにくそうに、かろうじて聞こえるような小さな声でぽつりと呟つぶやいた。

「ただ……お前が可愛すぎただけなんだ」

「…………え？」

　今、オーシーノーは可愛い、と言ったのだろうか。

　聞き間違えでは、ないのだろうか。

　ヴァイオラが完全に固まっていると、オーシーノーは頰ほおを赤くしながらヴァイオラのことをじっと睨にらみつけた。耳まで、赤くなってしまっている。

「女になったお前が可愛いのが、問題なんだ。こんな可愛くて直ちよく視しできるはずがないだろう。……触れたら、自分がどうなるか分からなかった。だから、顔を見られなかった」

　かすかな声が、耳に落ちる。

「お前を、避さけていたつもりはない。……ただ、平静を保たもつので必死だっただけだ」

「オーシーノー、様……」

　まさか。まさか、そんなことが理由だっただなんて。

「じゃあ私、オーシーノー様に嫌われていたわけじゃ、ないんですね？」

「ああ」

「私……オーシーノー様のそばに、いていいんですね？」

「……ああ」

　オーシーノーが頷うなずいた瞬間、ヴァイオラは感かん極きわまって彼に抱きついてしまった。息を吞む音が聞こえ、彼の身体が強こわ張ばる。

（良かった……嫌われて、なかった……）

　聞こえてくる心音は、限りなく速い。腕も、身体も、緊張で固くなっている。

　──それでも、オーシーノーは拒きよ絶ぜつしない。そのことがただただ嬉しくて、ヴァイオラは久しぶりの彼の胸に、思う存分顔を埋うずめたのだった。











おしまい










著

吉村りりか

Ririka Yoshimura




横浜市在住の作家・シナリオライター。

『境界の皇女』（一迅社ノベルス）で小説家デビュー。他作品に『放課後ワンダーランド』シリーズなど。

ゲームシナリオ・ドラマＣＤ脚本なども執筆しています。




龍とドラゴンが好きです。




http://yoshimura-ririka.jimdo.com/
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雲屋ゆきお

Yukio Kumoya




思えば古典ってあまり触れたことがなかったので、とても興味深い題材でした！



















イラスト／雲屋ゆきお
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